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構味立添遺跡出上の『貨泉』



平成 3年10月 1日 財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが、

埋蔵文化財発掘調査の迅速化と円滑化を図るため発足しました。

この報告書は、その財団法人となって第一弾となるものですと

ここ桑原地区の遺跡は、松山平野東部にあり、西流する石手川左岸の沖積

扇状台地上に位置し、近年実施された発掘調査結果によると、縄文時代から

奈良時代、さらには中世にまたがる幾つもの関連遺構のあることが確認され

ています。

今回報告する遺跡のなかで特筆すべきものとして、古墳期前期の一括遺物

資料が得られた檸味高木遺跡、前方後円墳として知られる経石山古墳周溝を

検出し墳墓の規模に新事実を記すことのできた同古墳 1次調査、中四国初と

なる「貨泉」を出上した檸味立添遺跡等、古代桑原地区の様子を紡彿させる

遺構・遺物が数多く発見され貴重な成果を得ることができました。

このように内容の充実した報告書を刊行できますのも、事業者及び地権関

係者の埋蔵文化財に対するご理解と、ご協力のたまものであります。また、調査

指導をいただいた愛媛大学下條信行教授の外、ご協力いただきました関係各

位の皆様に対 し厚 くお礼申し上げる次第です。本報告書が広 く文化財の保護、

学術研究、さらには教育文化の向上の一助になれば幸甚です。

平成 4年 3月 31日

財団法人 松山市生涯

理事長 田

学習振興財団

中 誠 一

- 1 -



例

1.本書は、松山市教育委員会・松山市立埋蔵文化財センターが昭和63年～平成 2年に裕味

2丁 目58番地、構味 4丁 目204番地 1・ 2、 桑原 1丁 目981番地 1・ 2、 982番地 1・ 2、 桑原

2丁 目971番地 2、 桑原 6丁 目499番地 1、 桑原 4丁 目10番地 1、 枝松 3丁 目310番地1で実

施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構・遺物の実測・製図は、調査担当者の責任のもと、水日あをいを中心に愛媛大学の

学生他の援助を受けた。

3.遺構は呼称を略号で記述する場合がある。竪穴式住居址 :SB、 濤 ISD、 土羨 :SK、

自然流路 :SR、 棚列 :SA、 柱穴 :SP、 掘立柱建物 :掘立、性格不明 iSXである。

4.遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

5。 本書に使用した方位はすべて磁北である。

6,本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財地ンターで保管している。

7.本書の執筆は、松村淳 (第 8章 )、 田城武志 。高尾和長・真木潔 (第 7章 )、 田城武志・

大森一成 (第 9章 )、 山之内志郎 (第 2章 )、 梅木謙― 。宮内慎― (第 1, 3, 4, 5, 6,

10,12章)が分担し行った。浄書は、高椅巨が行った。

8.写真図版では、遺構写真の作成、遺物写真の撮影・作成を調査担当者の指示のもと大西

朋子が行った。

9,自然科学的分析は、早田 勉氏 (古環境研究所)の協力と寄稿をまた、考察として重松

住久氏 (松山市教育委員会文化教育課)から寄稿を頂いた。記して感謝申し上げます。

10.編集は、調査担当者が協議の上、梅木謙―が行った。校正においては、田城武志・宮内

慎―・水日あをいの協力を得た。
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第 1章 はじめに

1.調査に至る経過

昭和61年～平成 2年に、松山市博味町、桑原町、枝松町内において 7ヶ 所の埋蔵文化財の

確認願いが松山市教育委員会 (以下、文化教育課)に提出された。

確認願いが申請された構味 2丁目58番地、構味 4丁 目266-1、 構味 4丁 目204-1、 204-4

は松山市の指定する埋蔵文化財包合地の「81樟味遺物包合地」内に、桑原 1丁 目981-1・ 2、

982-1・ 2、 桑原 2丁目971番 2は「157桑原遺物包合地」内に、桑原 6丁 目499-1、 枝松 3丁

目310-1は「83枝松遺物包合地」内に、桑原 4丁 目410-引よ「84経石山古墳」内に当たり、

周知の遺跡として知られている。各包合地内では、これまで弥生時代～古墳時代までの集落

関連遺構が確認されており、特に経石山古墳は愛媛県指定の遺跡であり、重要な遺跡地帯と

して近年注目されてきた地域である。

文化教育課では、確認願いが申請された 7地点について埋蔵文化財の有無と、さらには遺

跡の範囲やその性格を確認するために、昭和62年～平成 2年に順次試掘調査を実施した。

試掘の結果、申請の 7地点では、遺物包合層及び遺構が検出され、弥生時代～古墳時代の

集落関連遺跡があることを確認した。

試掘調査の結果を受け、文化教育課と申請者は発掘調査についての協議を行った。発掘調

査は、弥生時代及び古墳時代のIte味町～桑原町にかけての集落構造解明と経石山古墳の範囲

確認を主目的とし、文化教育課及び松山市埋蔵文化財センターが主体となり、各申請者の協

力のもと昭和63年～平成 2年の間に実施した。

以下、各調査地の遺跡名、所在等を略記する。

●表 1 調査地一覧

なお、昭和63年 4月 ～平成 3年 9月 30日 の間は松山市教育委員会文化教育課が主体となり

野外調査及び室内調査を行い、平成 3年 10月 1日 以降は財団法人松山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センターが主体となり室内調査及び刊行事業を実施した。

遺  跡  名 所 在 面積lm・l 期 間

博 味 立 添 遺 跡 松山市檸味 2丁 目58番地 1,691 昭和63年 6月 22日 ～同年10月 15日

檸 味 高 木 遺 跡 松山市檸味 4丁目266番地 1 昭和64年 1月 4日 ～平成元年 2月 27日

博 味 四 反 地 遺 跡 松山市構味 4丁 目204番地 1～ 4 1,500 昭和63年 4月 1日 ～同年 6月 21日

桑原西稲葉遺跡(1次 ) 松山市桑原2丁 目1他 2,300 平成元年 4月 25日 ～同年 9月 30日

桑原西稲葉遺跡(2次 ) 松山市桑原 2丁目971番地 2 1 平成 2年 7月 14日 ～同年 9月 17日

桑 原 田 中 遺 跡 松山市桑原6丁 目499番地 1 1,252 昭和63年 9月 19日 ～同年■月12日

経 石 山 古 墳 松山市桑原4丁 目410番地 1 567 平成 2年 10月 17日 ～同年12月 19日

枝 松 遺 跡 (3次 ) 松山市枝松 3丁 目310番地 1 平成元年10月 5日 ～同年10月 28日
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は じ め に

2.調査組織
〔昭和63年度調査組織〕

調査主体/松山市教育委員会 教 育 長 平井 亀雄
参  事 松原 重勝
教育次長 井手 治己
教育次長 古本  克

調査総括/松山市教育委員会 文化教育課 課  長 渡部 忠平
第二係長 菅野 治之
主任 西尾 幸則
主事 重松 佳久

〔平成元年度調査組織〕

(平成元年 4月 1日 ～平成元年10月 30日 )

調査主ん //松山市教育委員会 教 育 長 平井 亀雄
参  事 井手 治己
教育次長 古本  克
教育次長 井上 量公

調査総括/松山市教育委員会 文化教育課 課  長 渡部 忠平
第二係長 西  伸二

調査係長 西尾 幸則
主事 重松 佳久
主事 栗田 正芳

(平成元年10月 31日 ～平成 2年 3月 31日 )

調査主体/松山市教育委員会 教 育 長 平井 亀雄
参  事 井手 治己
教育次長 古本  克
教育次長 井上 量公

調査総括/松山市教育委員会 文化教育課 課  長 渡部 忠平
松山市立埋蔵文化財センター  所  長 森jla  脂

調査係長 西尾 幸則
調査主任 田城 武志
調査主事 栗田 正芳

〔平成 2年度調査組織〕

調査主体/松山市教育委員会 教 育 長 池田 尚郷
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調 査 組 織

参  事 古本  克

教育次長 井上 量公

教育次長 一色 正士

調査総括/松山市教育委員会 文化教育課 課  長

松山市立埋蔵文化財センター  所  長

調査係長

調査主任

調査主事

〔平成 3年度調査組織〕

(平成 3年 4月 1日 ～同年 9月 30日 )

調査主体/松山市教育委員会 教 育 長 池田 尚郷

参  事 古本  克

参  事 池田 秀雄

教育次長 西森 寛彦

教育次長 一色 正士

教育次長 渡部 泰輔

教育次長 日野 正寛

調査総括/松山市教育委員会 文化教育課 課  長
課  長

松山市立埋蔵文化財センター  所  長

次  長

調査係長

調査主任

調査主事

〔平成 3年度刊行組織〕

(平成 3年 10月 1日 ～)

刊行主体/財団法人松山市生涯学習振興財団 理 事 長 田中 誠一

事務局長 池田 秀雄
埋蔵文化財センター 所  長 和田祐二郎

次  長 田所 延行

調査係長 西尾 幸則

調査主任 田城 武志

調査主事 栗田 正芳 (文化教育課職員)
〔田城〕

渡部 忠平

森脇  脂

西尾 幸則

田城 武志

栗田 正芳

(～ 5月 19日 )

(5月 20日 ～)

(～ 5月 19日 )

(5月 20日 ～)

(5月 20日 ～)

渡部 心平 (～ 5月 19日 )

岩本 一夫 (5月 20日 ～)

和田祐二郎

田所 延行

西尾 幸則

田城 武志

栗田 正芳
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第 2章 立地と環境

1.地理的環境
松山市桑原地区は、松山平野のやや東より、標高40m前後の地域に位置する。石手川は高

縄山に源を発し、平野を南西方向へ向け横断しながらやがて小野川と合流し、重信)「 |に流れ

込み、やがて伊予灘へ注ぐ。その県下最大の松山平野は、北を高縄山、南を石鎚山系に挟ま

れ、大小の河)||が流れ込む丘陵端部には扇状地を形成している。石手川においてもまた、溝

辺町周辺から川の進行方向に向け、大規模な扇状地が形成されている。

当遺跡群が所在する桑原地区とは、現在の愛媛大学農学部を中心として、博味 1～ 4丁 目・

桑原 1～ 2丁 目。東野 1丁 目周辺の三角地帯である。石手川はこの地区の北東から南西へ向

けて流れているが、以前は流路が不安定で、上流から肥沃な土壊を運搬 していたと考えられ

る。その河,IIの氾濫を幾度も受けながら、やがてその堆積物によって扇状地を形成し、安定

した地盤を築いていた。当地区において最も古い遺構 。遺物としては、構味遺跡 (愛嬢大学

農学部)の弥生時代前期前半の溝 SD4と 、それにともなって出上した土器があげられる。

それらから、その周辺地域での弥生時代前期前半における集落の存在が1旨摘されている 〔宮

本 1989-1〕 。

地質学的には、前述した通り、この地区一帯は扇状地堆積物で形成されている。しかし、

その堆積作用の時期にも2つ あり、洪積世における時期の堆積と、現世におけるそれである。

後者の扇状地は、上流側において前者のそれを開析 しながら、やがて下流側でその上に埋没

させながら発達していると↓旨摘されている 〔平井 1989〕 。

2.歴史的環境
当地区は、松山市が埋蔵文化財包蔵地に指定している『81博味遺物包合地』『157桑原遺物

包合地』を含んでいる。そのためこれまで当地区内で発掘調査されたく主な遺跡についてそ

の概要をまとめてみた。

旧石器時代

まず旧石器時代の遺跡は今までのところ確認されていない。ただし構味遺跡・栓味四反地

遺跡において、ポケット状に堆積したAT火山灰土を確認している。共に部分的な堆積がみ
られるのみであり、調査区全域に広がる安定した堆積ではないとみられる。

縄文時代

次に縄文から弥生にかけての遺構は、博味遺跡において弥生時代前期前半の溝 SD4と 、
それに続く時期の土羨 SK5が確認されている。それによると平野北部や道後城北遺跡で確
認されている縄文時代晩期からの系譜を追うことができる 〔宮本 1989a〕。
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歴 史 的 環 境

第 1図 松山周辺の地形分類
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立 地 と 環 境

弥生時代

弥生時代は、桑原高井・束本遺跡をはじめとして、檸味四反地 。構味高木 。構味立添・桑

原田中・桑原稲葉・西稲葉などの遺跡が近年精力的に調査され、これまで明確ではなかった

この時代の環境や、集落形態などが徐々に解明されつつある〔梅木 1989〕。まず桑原高井遺

跡では、竪穴住居跡 5棟、土羨状遺構、溝状遺構などが検出されている。竪穴住居跡の平面

形態は、円形と方形があり、特にSB2はベッド状遺構を備えた多角形であった〔森 1986〕。

束本遺跡は、これまで 3度にわたる調査が実施されている。第 1次調査区では、竪穴住居跡

の一部と溝状遺構が検出されたのみであるが、第 2次調査区において竪穴住居跡 2棟、土羨

状遺構、掘立柱建物、溝状遺構等が検出されている。特に竪穴住居跡には、円形と隅丸方形

の 2種類がみられ、いずれにも「T」 字状の炉跡が備えつけられている〔森 1986〕。桑原稲

葉遺跡では、円形と方形の竪穴住居跡がそれぞれ 1棟ずつ検出されており、方形竪穴住居跡

からは、後期終末の壷・甕・高不。椀が出土している〔岡田他 1990〕。

古墳時代

この地区には、 2基の前方後円墳の存在が知られている。その一つの経石山古墳は、全長

約48.5mの前方後円墳で、現在 5世紀末の年代をあてている〔森 1986〕。また三島神社古墳

は経石山古墳の東方約300mに存在していたが、昭和46年に宅地造成により発掘調査が実施さ

れた。その報告によると、初期畿内型の横穴式石室を内部主体に持つ全長約45mの前方後円

墳であった。近年の研究により、墳丘規模や石室形態の上で奈良県の市尾墓山古墳との類似

点が1旨摘されている。その出土遺物などから6世紀初めに比定する考え方が有力である 〔森

1986、 高取町教育委員会 1984、 1984年度文部省科学研究費奨励研究A 1985〕 。東野お茶屋

台古墳群は、発掘調査時には内部主体がすでに削平されていたが、 3基の古墳の周溝からは

5世紀後半の須恵器が出土している〔森 1986〕。また竹ヶ谷古墳群においても同様に、 5世

紀後半の須恵器や直刀が周溝内から出上している。その他にも、東野周辺には古墳群が存在

するとみられるが、詳細は不明である〔西尾 1986〕。集落跡関係では、桑原本郷遺跡におい

て 5世紀後半の竪穴住居跡 1棟と掘立柱建物 1棟が検出されている〔栗田 1987〕 。

古代 。中世

檸味遺跡のSDl・ 2か ら14世紀後半、 SD3・ SKlか ら15世紀の資料的に価値の高い

土師器が出上している。その中でもSDlは、集落の境界の溝として位置づけられている。
これらから、この遺跡付近も河野氏の支配範囲に入っていたのではないかと考えられる 〔宮

本 1989b〕 。
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歴 史 的 環 境

④ 文京遺跡(愛媛大学)⑤ 祝谷六丁場遺跡    ○ 道後湯月遺跡      ③ 三島神社古墳
◎ 福音寺遺跡     ○ 来住廃寺遺跡      ① 檸味立添遺跡      ② 樟味高木遺跡
③ 檸味四反地遺跡   ④ 桑原西稲棄遺跡 1次調査 ⑤ 桑原西稲棄遺跡2次調査 ⑥ 桑原田中遺跡
⑦ 経石山古墳     ③ 枝松遺跡3次調査

第 2図 松山平野の主要遺跡分布図   (S=1:50′ 00の
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〔文献〕

池田 学・松村 淳。宮崎泰好 1989「桑原口中遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報H』 松山市教育委員会

梅木謙- 1989「構味四反地遺跡」「博味立添遺跡」「檸味高木遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報H』

松山市教育委員会

岡田敏彦 1990「桑原稲葉遺跡」『桑原住宅埋蔵文化財調査報告書』働愛媛県埋蔵文化財調査センター

栗田茂敏 1987「桑原本郷遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報 I』 松山市教育委員会

高取町教育委員会 1984『市尾墓山古墳』1984年度文部省科学研究費奨励研究A

1985「横穴式石室構造の地域別比較研究 ―中。四国編―」

西尾幸則 1986「畑寺竹ケ谷古墳群」『愛城県史 資料編考古』愛峨県史編纂委員会

平井幸弘 1989「鷹子追跡および檸味遺跡をとりまく地形環境」『鷹子・構味遺跡の調査』愛媛大学埋蔵文

化財調査室

宮本一大 1989a「道後平野における弥生時代開始期の動向」

1989b「道後平野の中世土器編年-13～ 15世紀を中心に一」『鷹子・檸味遺跡の調査』愛媛大学

埋蔵文化財調査室

森 光晴 1986「桑原高井遺跡」「束本遺跡」「東野お茶屋台古墳群」「経石山古墳」「三島神社古墳」

『愛城県史 資料編 考古』
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(注)0～①は本格調査地 ■～囲は試掘調査地

第 3図 桑原地区の遺跡分布図 (S=|:5′ 000)
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立 地 と 環 境

桑原地区の遺跡一覧 (資料調査・表作成 :宮内1真一 高橋 恒 )

一凡 例―

(1)一覧表に使用した資料は、1990年 12月 時点のものである。

修)試掘調査については、松山市教育委員会が実施 したものに限った。

(3)試掘調査 ,本格調査の面積は申請 (対象)面積である。

は)遺構・遺物欄では一部を略号で記入した。

遺構欄 =竪穴 :竪穴式住居llL、 周濤 :周濤状遺構、掘立 :掘立柱建物址、柱 :柱穴址

遺物欄 =組 :縄文土器、弥 :弥生土器、土 :土師器、須 :須恵器。

(5)実施及び期間は調査の開始時の年・月を示す。

(6)主体欄の略記は以下である。県教委 :愛履県教育委員会、県埋文 :働愛媛県埋蔵文化

財調査センター、市教委 :松山市教育委員会・松山市立埋蔵支化財センター

(り 番号欄のナンバーは、「第 3図 桑原地区の追跡分布」中のものを指す。

。表 2 桑原地区の試掘一覧

番号 所 在 地 面 積 (m2) 標高(m) 包含層 遺 構 遺  物 実  施 主  体 備 考

| 桑原1丁目809-4～ 6 '87.11 市教委

2 桑原1丁目1010-1 柱 土師 '87.11

3 松末2丁 目79-4～ 6 柱 '88.5

桑原2丁 目966 38,0 '88.7

5 桑原2丁 目865 37,0 濤 '88.7

桑原4丁 目12-2～ 4 '88,9

7 畑寺町乙15-13 5,863 (70,0) 須 恵 '88,10

桑原4丁 目649-1 37,8 ○ 柱 土師 '88.10

9 東野5丁 目甲711-1,2 1 153 須 恵 '88.12

檸味4丁 目207 700 ○ 注 土師・須恵 '88.12

11 桑原1丁目993-5 657 37,7 ○ 柱 土 師 '89.1

東野4丁 目甲580-3 265 61,0 '89.2

13 東野5丁 目711-9 8 56,0 '89.3

東野5丁 目719-6 55,0 ○ '89。 3

15 東野4丁 目569-3 落ち込み '89.5

桑原4丁 目624-1 '89,9

17 松末2丁 目13-2,5 28,0 '89.12

桑原1丁 目800-12 522 36,3 ○ 溝・柱 土師・須恵 '90.4

桑原7丁 目7-6,6-4 ○ 溝 弥生 '90.5

桑原4丁 目11-1 ○ 溝 土師・須恵 '90 5

21 桑原4丁 目427-3 1,195 ○ 土師 '90 6

松末2丁 目125-14 '90.6

桑原1丁目988-5 38,5 ○ 弥生 '90.6

桑原4丁 目14-1 '90.12

-11-



。表 3 桑原地区の発掘調査一覧

番号 遺   跡  名 所  在  地 時 代 塩 構

I 樟味四反地遺跡 檸味 4丁目204番 1～ 4 弥～古 河川 。溝・土羨 。柱

2 博味立添遺跡 樟味 2丁 目58 弥～古 掘立・竪穴 。溝・土羨・柱

3 博味高木遺跡 檸味 4丁 目266-1 弥～古 掘立・竪穴・溝・土装・柱

4 桑原西稲葉遺跡 1次調査 桑原 1丁 目981-1他 弥～古 掘立。棚・溝・土羨・柱

5 桑原西稲葉遺跡 2次調査 桑原 2丁 目971-2 弥～古 溝 。土墳・柱

6 桑原田中追跡 桑原 6丁 目499-ユ 弥～古 河,Il・ 溝・柱

7 経石山古墳 1次調査 桑原 4丁 目410-1 弥～古 溝・周溝 。柱

8 枝松遺跡 3次調査 枝松 3丁 目310-1 弥～古 竪穴・柱

9 博味遺跡 (愛媛大学構内) 博味3丁 目5番 弥～古 自然流路・溝・土羨・柱

桑原稲葉遺跡 桑原 6丁 目722番 弥～古 竪穴・溝・土羨・柱

|| 桑原本郷遺跡 桑原 4丁 目7 古墳 掘立 。竪穴・溝・柱

桑原高井遺跡 桑原町782番地 弥～古 竪 穴・溝・土羨 。土墳墓

束本遺跡 束本町98番地 弥～古 掘立・竪穴。土羨・柱

枝松遺跡 枝松 5丁 目・ 6丁 目 弥～古 掘立・竪穴・溝 。上羨・柱

東野お茶屋台古墳群 1～ 3次 東野 5丁 目甲898-48 古墳 円墳。方墳・溝 。周溝・土羨墓

4,欠 東野 5丁 目甲898 古墳 円墳 。方墳

17 畑寺竹ヶ谷古墳群 畑寺町丙238-28 古墳 円墳・周溝・土墳

経石山古墳 桑原4丁 目2-13 古墳 前方後円墳

三島神社古墳 畑寺町269番地 古墳 前方後円墳・周溝・配石遺構

立 地 と 環 境

-12-



歴 史 的 環 境

|

遺 物 面積い) 期  間 主 体 備  考 番号

弥・上・須 。陶器 。石庖丁 1,500 1988. 4 市教委 ⑤ I

弥・土・須・石庖丁・勾玉 1,700 1988. 6 ⑤ 2

1989,  ユ ⑤ 3

弥・土・須 2,300 1990. 3 ⑥

弥・土・須 1 1990,  7 ⑥

縄・弥・土 1,252 1988。  9 ⑤

弥・土・須・鉄斧 。鉄鏃・石斧 1990. 10 ⑥ 7

弥・土・須・石庖丁 1989. 10

縄・弥・土・須・磁器・瓦・石鏃 1987.  1 愛媛大 ⑦

弥・土・瓦・上錘・台石・祗石 1,433 1988. 12 県教委 ⑨

土 。須・ 臼玉 320 1986.  9 市教委 ④ II

縄・弥・土 1,500 1975。  12 ① o③・⑥

弥・土 1978. 4 ① o③ o③

弥・土・須 1,200 1975. 3

弥・須・磁器 。埴輪・硯 50,000 ① o②・③

弥 。須・鉄剣・ ltL輪 県教委 ① o② o③

弥・須・直刀・石鎌・石庖丁 6,400 市教委 ②・③

2,000 ① o③

4 市教委 ① o③

-13-
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調 査 の 経 過

調査の経過

(1)調査 に至 る経緯

1987(昭和62)年 12月 、浅)II主水・曙設計より松山市裕味2丁 目58番地における宅地開発

にあたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教

育課)に提出された。

当地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『81裕味遺物包合地』内にある。周辺地域

では、以前より調査が実施されており、当地一帯は周知の遺跡として知られている。同包合

地内では、博味遺跡 (愛琥大学農学部構内)〔宮本一大 1990〕、裕味四反地遺跡 (第 5章 )

〔梅木謙- 1989〕 などの調査が行われており、弥生時代から奈良。平安時代にかけての集

落が存在していたことが明らかになりつつある。

周辺には、北は文京遺跡などを合む道後城北遺跡群 〔西田栄他 1976・ 古代学 1988・ 梅

木 1991〕、南は白鳳期創建とされる来住廃寺跡 〔小笠原好彦 1979〕、来住遺跡、久米高畑

遺跡 〔西尾・池田 1989・ 1991〕 などを合む久米地区で、弥生時代から中世まで継続した大

集落が存在する。

これらのことより、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲や性格を確

認するため、1988(昭和63)年 2月 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査の結果、

弥生土器・土師器・須恵器を合む遺物包合層と落ち込みを検出し、当該地に弥生時代から中

世に至る遺構が存在することが明らかになった。

この結果を受け、文化教育課・浅)II主水氏・曙設計三者は、遺跡の取扱いについての協議

を行い、宅地開発によって失われる遺構について記録保存のため発掘調査を実施することと

なった。発掘調査は、弥生時代から中世にかけての当該地及び周辺地域の集落構造解明を主

目的とし、文化教育課が主体となり、専邦II主水・曙設計両者の協力のもと、1988(昭和63)

年 6月 26日 開始した。

修)調査組織

調査地   松山市檸味 2丁目58呑

遺跡名   構味立添遺跡

調査期間  野外調査 1988(昭和63)年 6月 26日 ～同年10月 15日

調査面積  1,691m2

調査委託  浅ナII主水

調査担当  調 査 員 梅木 謙一

調査員補 宮内 慎一 山之内志郎

調査協力  曙設計 三好同二 仰 鹿島商会

調査作業員 山本 富明、吉田 智広、古屋 明寿、谷久 広之、中能  隆、宮脇 和人、
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岡田 浩明、工藤 賢稔、扶川  博、森田 真司、安永 浩二、田板 嘉則、
近松 正宏、仙波 豊子、福山 暁子、矢野 敦子、河本美代子、今井セツ子、
山下満佐子、飛田 佳子、松岡 忠仁、北野 功人、寺岡 豊彦、立花  斉、

中野  剛、渡部孝二郎、森田 利恵、松本美知子、越智美代子、渡部美代子、
黒田 令子、山本 好枝

2.層位 (第 5図 )

本遺跡は、石手川中流域南岸の微高地上、標高42.6mに立地する。

基本層位は、第 I層表土 (耕作土)、 第H層赤褐色土 (水田床土)、 第Ⅲ層暗茶褐色土、第

Ⅳ層黄褐色土、第V層黄褐色砂礫層である。第 I層及び第H層 は20～ 40clnの厚さである。第

Ⅲ層暗茶褐色土は遺物包合層であり、調査区北から南へ緩傾斜堆積をなす。厚さは10～ 60cm

を測り、弥生土器・土師器・須恵器を包合する。第Ⅳ層黄褐色土は無遺物層で、地山と呼ば

れるものである。第V層砂礫層は石手川上流域の変成岩を合んでいる。地山面 (第Ⅳ層上面)

はその標高を測量すると北から南へ漸次低 くなっている。

遺構は、第Ⅲ層中及び第Ⅳ層上面での検出である。

第Ⅲ層中では、竪穴住居址 1棟 (SBl)、 土羨 1基 (S K13)、 第Ⅳ層上面では、掘立柱

建物18棟、竪穴住居l■11棟、土羨14基、溝状遺構 3条、柱穴302基 (掘立柱建物柱穴を合む)

他である。ただし、第Ⅳ層上面での検出遺構は、遺構の深さなどから判断すると、本来は第

H  42′ 300m

表土 (耕作上)

赤褐色土 (水田床土 )

暗茶褐色土 (遺物包含層 )

黄褐色上

黄掲色砂礫層

第 5図 基本層位図
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Ｈ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ
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20m

第 6図 調査地区割図

Ⅲ層以上から掘 りこまれた可能性が高い。

遺物は、第Ⅲ層及び遺構内からの出土であり、弥生土器 (前期～後期)、 土師器 (5～ 6C

初)、 須恵器 (5C末～6C)、 石器 (石庖丁 2点他)、 勾玉 1点、貨幣 1点等がある。

注目されるものは、第Ⅲ層出上の『貨泉』の完形品 1点である。

なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた。呼称名は、第 6図に示す。

3.調査の概要 幡構と遺物)

(1)竪穴式住居址

本調査区において確認された住居址は13棟である。第Ⅲ層中にてSBlを、他はいずれも

第Ⅳ層上面での検出である。住居址は近現代の造成工事により、壁高が10cmをみたないもの

がある。平面形は円形～楕円形 (3棟)、 方形 (10棟)の 2種類がある。

弥生時代～古墳時代前期

S B13号住居址 (第 8図 )

調査区北東隅A12区に位置する。住居址南西隅はSB3号住居址に切られ、東壁は調査区

外へ続く。平面形は隅丸方形を呈すると考えられ、規模は現存南北幅3.9m、 東西幅3.6m、

壁高は32cmを測る。覆土は茶褐色シルトー層である。

主柱穴はSP-267・ 273の 2本を検出したが、柱穴の出土状況から他に2本あるものと考

えられ主柱穴は4本であった可能性が高い。柱穴は円～楕円形で径20～ 35cm、 深さ15～ 20cm、

0           10

檸味立添遺跡

9 || 9 11 9

8 7 6 7 6 8

5 4 3 3 5

I 9
I 0

2 I
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調 査 の 概 要

柱穴間は2.6～ 2.9mを測る。

炉は住居址南側の柱穴間にある。平面形は長楕円形である。規模は長径130cm、短径70cm、

断面は皿状をなし、深さ40omを測る。炉内には焼土及び炭を確認している。

床面は比較的硬 く、北から南に向けて緩傾斜をなす (比高差 8 cm)。 床面にて主柱穴以外に

大小 8基の柱穴を検出したが、本住居址に伴うかどうかはわからない。

遺物は、南壁と西壁付近に集中して出土した。西壁では複合日縁の大型壷 (11)が、炉址

内からは甑形土器 (14)が出土した。また S P268では甕形土器 (1)の胴下半が柱穴に入った

状況で出上した。いずれの上器も完形に近いものであリー括性の高いものである。

出土遺物 (第 9図・第10図 )

甕形土器 (1～ 9) く字状口縁をもち、小さい平底ないし丸底の底部を持ち、長胴であ

り、胴下半にふくらみをもつことが形態上の特徴である。成形 。調整では、叩き技法を使用

し、胴下半部を刷毛目調整することを特徴とする。内面は、刷毛日、ナデにより仕上げる。

ただし、器壁は一般的に厚く、表面観察では削り技法の跡を全く看取できない。削り技法を

全く使用しなかったとは判断しがたい。

H  42′ 400m

0       1      2m

(S=|:60)

SB13測 量 図
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第 9図  SB13出 土遺物実測図 (I)
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檸味立添遺跡

1・ 2では日縁部外面に叩き痕を残しており、叩きの後に日縁部を折り曲げたことが知れ

る。 日頸吉|と】同部形態により三三分類される。

A類 (1)  頸部は締 り、胴部が張るものである。
B類 (2)   頸部の締 りは弱く、胴下半部が大きくふくらむものである。
C類 (3～ 5)頸 部は締 り、胴部の張りは弱く、長胴のものである。
また、日縁端部の形態では、 1・ 3は「コ」宇状に、 4・ 5は先細りとなる。

底部形態は、丸みのある小さい平底 (1・ 6)と九底 (9・ 10)、 丸みをもって突出する底

部の三形態がある。完形品が希少のため口頸部、胴部、底部の関係は明確ではない。

壷形土器 (11～ 13)11・ 12はいずれも複合日縁壼である。11は直立する短い頸部に、内傾

斜の弱い口縁部をもつ。頸部には帯状の凸帯を貼り、凸帯上を「ノ」の字状に刻む。12は外

傾する短い頸部に、短 く外反し、短 く内傾する日縁部をもつ。複合口縁部には波状文 (櫛 4

本)を施す。13は肩部の小片である。無軸の羽状文状の刻目を施す。

甑形土器 (14・ 15)14。 15は失底に、直口日縁をもつ甑形土器である。底部穿孔は焼成前

である。外面は叩き痕、内面は刷毛目痕を顕著に残す。

椀形土製品 (16・ 17)手捏ねで、小型品である。内外面に↓旨頭痕を顕著に残す。

支脚形土器 (18)受部は 2本の突起によりつくられる。背部に突起 1本をもつ (一部欠損)。

体部下半は外開きし、体部には指頭痕を顕著に残す。

時期 :出土遺物は、一括性の高い遺物であり、本住居址の廃棄時期が知れる良好な資料で

ある。よって、本住居址の廃棄時期は古墳時代初頭に比定する。

SB4号 住居址 (第H図 )
調査区北東部A14区 に位置する。平面形は楕円形で、規模は南北5.6m、 東西4m、 壁高は

20cllを 測る。埋土は褐色シル トー層である。床面はやや軟質で、北から南にかけて緩傾斜を

なす (比高差 5 cm)。 住居址床面にて 6基の柱穴を検出した。柱穴埋土はいづれも茶褐色シル

トである。主柱穴及び炉等は未検出である。

遺物は、床面よりわずかに浮いた状況で出上した。出土量は少ないものの、第11図の上器

はいずれも完形に近いものである。

出土遺物 (第 12図 )

19は、丸底で外面に叩き痕を顕著に残す鉢形土器である。20は、屈曲部に稜をもち、日縁

部が外反する高不形土器不部である。やや小型であるが、不部は深い。21は、ジョッキ形土

製品である。大きな平底に直立する体部をもつ。把手は欠損する。

時期 :19は完形であり、20・ 21も 一部を欠損するものの流れ込み品とは考え難い。いずれ

も古墳時代初頭に時期比定されるものである。本住居址の廃棄・埋没時期は出土遺物より古

墳時代初頭と考える。
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調 査 の 概 要
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檸味立添遺跡

SBI号 住居址 (第 13図 )

調査区南東隅A2区に位置する。住居址南半部は調査区外へ続く。平面形は円～楕円形を

呈すると考えられ、規模 (検出値)は南北幅2.5m、 東西7.5m、 壁高は15cmを測る。第Ⅲ層

中で検出し、掘 り方最終面は第V層砂礫層におよんでいる。埋土は黒褐色シル トー層である。

I 黒褐色シルト

第 i3図 SBI測 量

静  。

0
∞

0
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調 査 の 概 要

床面はほぼ平坦で比較的硬い。住居址西半部には、幅25cm、 深さ 8 cm、 断面U字状の壁体溝

が巡っている。床面にて 9基の柱穴を検出したが、本住居址に伴うものであるかは判断でき

なかった。主柱穴及び炉等は未検出である。

遺物の出土状況は、埋土中に須恵器・土師器・弥生土器の小片が数点出土したが、いずれ

も後世の流れ込みによる遺物とみられる。

出土遺物 (第 14図 )

図化しえるものは 1点である。扁平の凝宝珠状のつまみをもつ須恵器のlTh蓋である。天丼

部は広く扁平である。奈良時代初頭に時期比定される。

時期 :本住居址出上の遺物は、時期決定に有効な資料でない。あえて時期を求めるならば

住居形態が円形で、規模が 7m以上であることより弥生中期後半～古墳時代初頭の間に構築

されたものと考えられる 〔梅木謙- 1991〕 。

/夕
/ノ
ンオ
~~~~~~~~― ―――r三三三

]IlllⅢ ■■日日日日||||||||ILへ 0               5              10Cm

(S=|:3)

第 14図  SBI 出土遺物実測図

古墳時代 中期

SB3号 住居址 (第 15図 )
調査区北東部A10区 に位置する。北東コーナーは13号住居址を切っている。平面形は隅丸

方形を呈し、規模は南北 3m、 東西2.6m、 壁高は20cmを測る。覆土は暗褐色シル トー層であ

る。主柱穴はSP-296。 297・ 298。 300が想定される。 S P 300は、壁体に沿って半円形に柱

穴が掘削される。 SP-296・ 298・ 300を主柱穴とすると、配置、規模、埋上、柱穴間距離よ

り壁体を切るS P297も 、本住居址の主柱穴になるものと考えた。柱穴は円形で、径25～ 60cm、

深さ20～ 25cm、 柱穴間は150～ 180cmを測る。床面は硬 く西から東に向けて緩傾斜をなす (比

高差 5 cm)。

炉は、住居址南壁付近に位置する。平面形は「L」 字状で、長径120cm、短径60cm、 断面は

皿状で深さ20cmを測る。炉内は、北及び南側中央部が円形に凹む。炉内には焼土及び炭を確

認しており、特に、南半部にて炭が多く検出された。北側床面にて柱穴 S P21を 検出したが、

本住居址に伴うかどうかはわからない。

遺物は、床面上には少なく、床面より20cm前後の高さの理土中より土師器片が出土した。

出土違物 (第 16図 )

図化できたものは土師器の高不形土器 3点である。郭部は屈曲部に稜 (22)と段 (23)を

もち、日縁部はわずかに外反する。22の底部は充填技法である。脚部 (23・ 24)はやや大く、

柱裾部境の内面に稜をもつ。
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構味立添遺跡

時期 :埋土中の出上ではあるが、高邪形土器23は完形に近 く、かつ共伴する高不形土器の

形態にも大きな時期差は認められない。よって、本住居址の埋没時期は古墳時代中期と考え

ておく。
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第 15図 SB3測 量 図

第 16図  SB3

10

(S=I:4)

出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

S B12号住居址 (第 17図 )

調査区中央やや南西C6～ B8区に位置する。住居址南側はSB7に切られる。また、6・
16。 18号掘立柱建物に切られる。平面形は隅丸多角形 (五ないし六角形か)になるものと思

われる。規模は北西―南東 6m、 北東―南西 6m、 壁高20omを測る。壁高はゆるやかに傾斜

する。床面は第V層の礫が露出し、凹凸が著しい。住居内に多数のピットを検出したが、本

住居址に伴うかは不明である。主柱穴は特定できなかった。

0        1       2m

(S=|:60)

第 17図  SB7・ S B12測 量 図
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博味立添遺跡

遺物は、理土中に土師器片等が検出されたが、流れ込みの可能性が高いものである。

時期 iSB7号他に切られていることより、下限を古墳時代中期に認定できよう。

SB7号 住居址 (第17図 )
調査区中央やや南西C5区に位置する。 S B12を 切 り、 6。 16・ 18号掘立柱建物に切られ

る。北壁は検出できなかった。また、北側の三角形の突出部は本住居の施設か、 S B12の も

のなのかは判断できなかった。平面形は隅丸方形を呈し、規模は、南北3.6m、 東西4.6m、

壁高は22cmを測る。埋土は暗茶褐色シル トで多数の礫を合む。主柱穴はSP① o②・③の 3

本を検出した。柱穴はやや楕円形を呈し、径40～ 60cmを測る。柱穴間は、約 2mを測る。た

だし、南西部に 1本すえられ、本来は 4本であった可能性は高い。床面は第V層の礫が露出

しており、凹凸が著しい。床面では多数のピットを検出したが、本遺構に伴うものかは判断

できなかった。

第 18図  SB7

0                     10                   20Cn

(Sili4)

出土遺物実測図

，

′

萬 ▼

-32-



調 査 の 概 要

遺物は、 SP③中より壷形土器 (第 18図 27)が出土した他、 SP②の北側で甕形土器 (第
18図 25)がおしつぶれた状態で出土した。遺物は多いものの、小片は埋土中の出土であり流

れ込みの可能性が高いものばかりである。

出土遺物 (第 18図 )

甕形土器 (25・ 26) 25は 日縁端部を肥厚し、端面がわずかに内傾するものである。外面

は刷毛日、内面は粘土接合痕と指頭痕を残す。26は頸部の締 りが弱いものである。日縁部は

やや内湾するが、端面は肥厚せず、かつやや外傾する。

壺形土器 (27・ 29) 27は扁平球の体部を呈する。成形・調整は25の甕形土器に似る。29

は小型壷で、日径は体部最大径に延ばない。日縁端面は強く内傾する。

高邪形土器 (28・ 30)28は lTh部 を一部欠く。不部は深く、屈曲部は丸みのある稜をもつ。

脚柱部は三角錐を呈し、裾部はゆるやかに傾斜する。柱裾部境内面には明瞭な稜をもたない。

不底部は充填技法である。30は組み合せ技法で、lTh脚部境の外面に粘土を貼り付ける。

時期 :甕形土器の長胴化、小型丸底壺の口径の縮少より、出土遺物は中期前半に比定され

よう。掲載の遺物は、床面及び主柱穴にて出土したものであり、本住居の廃棄・埋没時期は

古墳時代中期前半と考える。

SB6号 住居址 (第 19図 )
調査区中央部 B10区に位置する。平面形は隅丸方形で、南東隅はSDlに切られている。
規模は、北西―南東で3.3m)北東―南西で3.2m、 壁高は15cmを 測る。埋土は暗褐色シル ト

ー層で、拳大の礫が多量に合まれる。主柱穴はSP-227・ 231・ 233・ 234の 4本である。柱

穴は円形～楕円形で、径10～ 50cm、 深さ15～ 20cm、 柱穴間は、170～ 200cmを測る。床面は比

較的硬 く、北から南に向けて緩傾斜をなす (比高差 4 cm)。 また、掘 り方最終面は、第Ⅳ層の

礫が露出しており凹凸が著しい。調査時の土層観察等で、部分的に貼 り床が行われていたこ

とを確認した。炉は、住居址南壁中央部に位置する。平面形は楕円形で、規模は長径80cm、

短径50帥、断面は皿状を呈し、深さ10cmを 測る。炉内にて焼土及び炭を確認している。床面

にて 4基の柱穴を検出したが、本住居址に伴うものであるかは判断できなかった。

遺物は、完形品を含む土師器片を多数検出した。特に高邪形土器の出土は多く、壁体や柱

穴、炉の周囲で完形品や完形品にちかい欠損品が出土した。高不形土器の量に比べ、甕形土

器、壺形土器等の出土量はきわめて少量であった。

出土遺物 (第20図 。第21図 )

甕形土器 (31・ 32・ 36)短 く外反し、頸部内面に明瞭な稜をもたないものである。日縁
上部は、31は内湾し、32は外反する。日縁端部は共に外傾する。36は、球状の体部で、内面

は頸部下端以下を削り調整を行う。

主形土器 (33～35'37) 33,34は 日縁上部がわずかに内湾する。いずれも小片である。
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博味立添遺跡

S P 233

0         1        2m

(S=I:60)

第 19図 SB 6測 量 図

35は肩部が張り、内面に削り痕を顕者に残す。頸部内面の稜は不明瞭。37は小型品の底部片

である。やや器壁が薄い。

高不形土器 (38～ 52) 不都の形状により三分類できる。

A類 (38) 日径に比べ、不が条いものである。屈曲部の稜も不明瞭で、椀状を呈する。

B類 (39～48) 日径が大きく、屈曲部に段ないし稜をもつもの。

C類 (49・ 50・ 52) 日径が大きく、屈曲部に段、稜をもたないもの。ただし、接合下部

に段をもつ。

A類である38は口縁端部がわずかに外反し、端面は内傾する。B類は、法量により大中小

に分けられる。日径15～ 17cmの小型品 (39・ 40・ 42)は屈曲部に段をもつ傾向にある。屈曲

部の仕上げにより段は九みを呈することが多い。不都は日縁部が外反するが、日縁上部はナ

デによりわずかに内湾する。日径17～ 20cmの 中型品 (44・ 45)は不底部内面が平坦となり、

段が弱い。口縁上部はわずかに内湾する。日径20cal以上の大型品 (47・ 48)イま口縁端が水平

にわずかに曲げられる。端部は丸みのある三角形を呈する。C類は日径17～ 20cmの中型品で

ある。日縁上部は内湾する。

め
ミ

-34-



調 査 の 概 要
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博味立添遺跡

第21図  SB6出 土遺物実測図 (2)

不部は日縁部が外反するが、ナデによりわずかに内湾することを共通とする。

lTh底部は充填技法を用いるものが多数をしめる (39。 44。 45・ 46・ 48他 )。

脚部は裾部が大きく開き、内面の柱裾部境に稜をもつ。柱内面は削 り痕を残す傾向にある。

時期 :出土遺物は良好な状況であり、よって、本住居址の廃棄時期は古墳時代中期に比定

されよう。
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調 査 の 概 要

古墳時代後期

SB8号 住居址 (第 22図 )
調査区南西部C7区に位置する。住居II西半部はSB9号住居址に切られている。平面形
は隅丸方形を呈すると考えられ、規模は現存南北幅3.7m、 東西幅3.2m、 壁高10cmを 測る。

覆土は暗褐色シル トー層である。床面は硬 く、わずかに北から南に向けて傾斜している (比

高差 4 cm)。 床面にて 6基の柱穴を検出した。 SP-154と 、北壁中央部を切った状態の柱穴

SP-157は 共に15号掘立柱建物柱穴である他にSP-148は 16号掘立柱建物柱穴である。他

の柱穴は本住居址に伴うかどうかは不明である。

遺物は、埋土より上師器・須恵器の少片が出土した。

時期 本住居址を切る15。 16号掘立柱建物は時期の特定ができないものである。本住居址

出土遺物は、時期特定に有効な資料ではない。ただし、 SB9号は古墳時代中期後半以降の

ものであり、切 り合い関係より、本住居址の下限を古墳時代後期後半に考えることができる。

H 42′ 500m

o         1         2m

(S=|:60)

第22図  SB8測 量 図
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檸味立添遺跡

SB9号 住居址 (第23図 )
調査区南西隅C5区に位置する。東壁はSB8号住居址を切 り、西壁は調査区外へ続く。

平面形は隅丸方形を呈すると考えられ、規模は現存南北幅4.8m、 東西幅4.5m、 壁高は最深

部で 8 cmを 測る。覆土は暗褐色シル トである。床面は硬 く踏みしめられており、住居址中央

部がやや高くなっている。断面上層の観察と、遺物の出土状況等から、本住居址は暗褐色シ

ル トを貼りつけた貼り床構造の可能性がある。また、住居址南西部にて長方形状土羨 (SK

16)を検出した。規模は南北 2m、 東西 lmでゃゃ南側が幅広になっている。断面は皿状を

呈し、深さ15cmを波1る 。本土竣の北東隅及び南西隅の床面にて各々、柱穴 1基を確認した。

本土墳の覆土は、住居址と同様であるため、本土獲は本住居址の施設であると考えられる。

しかしながらその性格は不明である。

貨泉

H  42′ 500m

⊆
０
０
い
、
斡
守
　

Ｉ

0        1       2m

(S=|:60)

第23図 SB9測 量 図

-38-



調 査 の 概 要

住居址床面にて 9基の柱穴を検出した。 SP-255。 263は 15号掘立柱建物柱穴である。他

の柱穴は本住居址に伴うかどうかは不明である。また、本住居址ほぼ中央部の第Ш層 (本住

居址埋上を覆う)よ り『貨泉』が検出されている。

遺物は、第24図53は床面出土、他は埋土より出上したものである。

出土遺物 (第24図 )

53は床面直上で胴下半を欠くものでく他は埋土ないし埋土上部の包合層出土品となる。

土師器 53・ 54は長胴を呈する甕形土器である。53は 日縁端部が外反し、端部は丸みを持

つ。54は日縁部は内湾し、端面は丸みをもつ。

須恵器 (55～ 57) 55・ 56は郭蓋片である。55は外傾する日縁部をもつ。56は くびれて立

ち上がり、天丼部が凹む珠を持つ。57は器高の高い不身である。立ち上がりは内傾する。

時期 :床面出上の長胴の甕形土器53が時期特定に有効な資料である。その特徴より古墳時

代後期 6世紀前葉に比定されるものであろう。よって、本住居址の廃棄・埋没時期も6C前

葉と考える。

(S=1:4)

第24図  SB9出 土遺物実測図

恥
５
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博味立添遺跡

SB5号 住居址 (第25図 )
調査区中央やや南東B3区に位置する。 SK2(弥 生後期後葉)を切 り、 SDl(古 墳時
代中期以降)、 lo号掘立柱建物 (古墳時代後期以降)に切られる。平面形は円形で、規模は南

北3.6m、 東西 3m、 壁高10cmを測る。埋土は暗茶褐色シル トー層である。本遺構に伴う施設

は未検出である。

遺物は、床面より浮離した状況で出土した。埋土と本遺構を覆う包合層土壊とは判別しが

たく、 SB5に 確実に伴うと考えられる遺物の特定はできなかった。
出土遺物 (第26図 )

土師器 58は甕形土器片である。日縁端は内傾する。59は高不形土器不部片である。屈曲

部にわずかに段をもつ。60は高不形土器脚部である。柱内面はヘラ削り痕、内面の柱裾部境

に稜をもつ。

須恵器 61は 日縁部が直立ぎみに垂下し、大きめの針をもつ。鉦上部中央は、わずかに突

出する。62は丸みのある形状をもつ。日縁部は内湾して垂下する。小片である。

時期 :時期特定に有効な資料はない。ただし、切 り合い関係より弥生時代後期後葉～古墳

時代後期の間のものであることが知れる。
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調 査 の 概 要

7〒 藍 8

(S=1:4)

第26図  SB5出 土遺物実測図

S B10号住居址 (第 7図 )

調査区C ll区 に位置する。 S Bllに切られる。平面形は隅丸方形状、ないし隅丸多角形に

なると考えるが、特定はできなかった。規模は北西―南東6.2m、 北東―南西2.lm、 壁高 8

clnを測る。 S K13は本住居址の床面で検出したが伴うものであるかは不明である。さらに、

床面にてピットを3基検出したが本住居に伴うかは不明である。

遺物は、床面より浮離し、埋土中に破片として出土した。

出土遺物 (第27図 )

63は甕形土器小片である。日縁端面は内傾する。64は小型の甕形土器になるものと思われ

る。頸部内面に弱い稜をもつ。65は重形土器である。内面は粘土帯接合痕をのこす。66～ 69

は高不形土器である。66・ 67は売填技法を使用する。68・ 69は裾部が長く、内面の柱裾部境

に稜をもつ。

時期 :出土遺物は、いずれも埋土中でかつ破片であるため、本住居址の廃棄 。理没時期を

特定するだけの好資料ではない。切 り合い関係他より古墳時代中期に時期比定される可能性

があることを提示するにとどめる。

SBH号 住居址 (第28図 )

調査区北西部 C13区に位置する。住居址南壁隅は溝 SD3に切られ、西壁はS B10号住居

址と重複する。平面形は隅丸方形を呈すると考えられ、規模は現存幅北西―南東で6.lm、 北

東―南西で4.8m、 壁高は10cmを 測る。埋土は暗褐色シル トー層である。

床面は比較的硬 く、住居址中央部がやや高くなっており、壁体に向かって緩やかに傾斜し

ている。炉は住居址中央やや北西よりに位置する。平面形は隅丸方形で、規模は長径1.3m、
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檸味立添遺跡

0                     10                   20Cm

(S=|:4)

第27図  SB10出 土遺物実測図

短径0,7m、 断面は皿状をなし、深さ15cmを測る。床面にて 9基の柱穴を検出したが、本住居

址に伴うものかは不明である。

遺物は、床面直上よりのものは小量かつ小片で、大多数が床面より10数cm以上浮離した状

況で出土した。特に、北半部で須恵器の不身 (完形に近いもの数点)と 不蓋片を検出した。

出土遺物 (第29図・第30図 )

土師器 (70～ 80) いずれも小片である。甕形土器 (70～ 76)は 日縁部がいずれも内湾し

て立ち上がる。70。 71は端面をナデにより面 (凹む)取 りし、内傾させる。72～74は端面に

丸みをもたせる。70。 74は 日縁上部を直立ぎみに立ち上がらせることを特徴とする。75・ 76

はやや長い口縁部をもつ。日縁部はわずかに内湾させるものの、直線ぎみに外傾させたちあ

がる。77は高邪形土器の不部である。接合部に段及び稜はなく、丸みのある形態をとる。不

底部は充填技法を用いる。78は高不形土器の脚部片である。柱内面の削り痕は著しく、長く

内湾する裾部をもつ。

須恵器 (79～ 108) 出土数は50点を越える。

好蓋 (79～ 93) 小片であることが多い。79～81は珠をもつ不蓋である。いずれも扁平で、

80は中央がわずかに突出、81は凹み、79は擬宝珠状となる。82～93は珠をもたない不蓋であ

る。いずれも稜が退化し、丸みをおび完全に退化 したものもある(88～ 89)。 日縁部は傾斜す

るものがほとんどである。日縁部形態は中位が丸くふくらみをもち、日縁端部が外方に小さ

瞳 ｀電
/
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調 査 の 概 要

o         1        2m

第28図  SBH測 量 図

く突出するものが多くみられる(89。 91他 )。 天丼部はやや高く、丸みをもつものが多い。日

縁端面は凹みないし段をもつものが多い (38は例外 )。

不身 (94～ 107)JTh身は底部が丸みを帯びて、たちあがりが内傾ないし内傾ののち直立す

るものが大多数である。95・ 107は例外で、内湾して直立ぎみに立ち上がる。日縁端面は凹み

ないし段をもつ。94・ 103・ 105の端面は丸みをもつ。受部は外方に立ち上がる。105は垂直と

なる。
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SBH出土遺物実測図 (I)
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調 査 の 概 要

全  4

0           5          1ocm

(S=|:4)

第30図  SBII出 土遺物実測図 (2)

高不 (108) 108は 有蓋高不である。長方形のスカシ窓を三方に配す。脚端は内湾して直

立する。外面上部に凹みをもつ。

時期 :出土遺物は、理上が10数cm堆積した後に混入したものである。よって廃棄時に伴う

資料ではなく本住居址の時期特定には有効な資料とはいえない。ただし、下限を求めるなら

ば6C前半には既に本住居址は廃棄・埋没していたものと考えられる。

SB2号 住居址 (第 31図 )

調査区南東部A5区に位置する。検出面 (第Ⅳ層上面)よ り床面までは最深部で 6 cmを測

り、北西壁コーナーは床面が露出した状態であった。平面形は隅丸方形を呈すると考えられ、

規模は現存長北西―南東で2.9m、 北東―南西で2.5mを測る。壁高は南東隅で 6 cmを 測る。

埋土は黒褐色シル トー層である。床面は比較的硬 く、西から東にかけて緩傾斜をなす (比高

差13cm)。 主柱穴は未検出でありSP-2・ 4は 9号掘立柱建物の柱穴である。
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ド

H  42′ 300m

(S=|:60)

第3'図 SB2測 量 図

遺物の出土状況は、埋土中に弥生土器・土師器の小片が数点出土している。

時期 :出土遺物は流れ込みのものであり、時期決定に有効な資料ではない。本住居を切る

9号掘立柱建物址は時期を特定できない(古墳時代後期以降)。 よって本住居址の構築時期は

特定できない。

修)掘立柱建 物址 (第 32～ 37図 )

本調査において確認された掘立柱建物址は18棟である。建物の柱穴からは、時期を特定す

るような資料の出土はない。方位・埋土等により少なくとも4グループに分類できる。第 I

類は南北棟で覆上が褐色シル トの 1号・ 3号 。11号掘立柱建物址、第H類は南北棟ではある

が、覆土が暗褐色～黒褐色シル トの 2号 。9号 。12号 。13号 。16号 。18号掘立柱建物址、第

Ⅲ類は東西棟で覆土が褐色シル トの14号掘立柱建物址、第Ⅳ類は東西棟ではあるが、覆上が

暗褐色～黒褐色シル トの 4号 。5号・ 6号 。7号・ 8号 。10号 。15号・17号掘立柱建物址で

ある。全般に、東西棟建物は調査区西寄りに、南北棟建物は調査区東寄 りに多くみられた。

これらのことから、掘立柱建物の造成時期には幅があることをうかがわせる。造成時期は、

いずれの建物も竪穴式住居、土羨等の遺構を切っており、本遺跡中最も新しい時期の構築物

であることが知れる。竪穴式住居址は遅くとも6世紀前葉には、埋没していたと想定でき、

よって建物群は 6世紀前葉以降に構築されていたものと考える。

各建物に関する詳細は表 3に記す。
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第33図 掘立 5～ 8測 量 図
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第36図 掘立 15～ 17測 量 図
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第37図 掘立 18測 量 図

13)土羨 (表 7)

本調査において確認された土獲は16基である。第Ⅲ層中にて土墳 S K13を 、他の土娠はい

ずれも第Ⅳ層上面での検出である。土渡 S K16は SB9号住居l■内に伴うものである。平面
形で 3種類に分類でき、SKl・ 5。 9・ 10。 11・ 13・ 14・ 15は円形、SK2,4,6。 7・
8は長方形、 SK3・ 12は方形である。時期を知り得るものは少ないが、出土遺物を第38・ 39

図に掲載した。出土遺物より、 SKl。 2・ 12は弥生時代後期後半、 S K10,11は古墳時代

中期以降のものであろう。 S K13は判断しがたい。

各土墳に関する詳細は表 7に記す。

141溝状遺構 (表 6)

本調査において確認された溝状遺構は 3条である。いずれも第Ⅳ層上面での検出である。

調査区中央部を東西に流れる溝 SDlは、溝 SD3を切 り東端はSKlと重複する (切 り合
い判断できず)。 西端は S Bll号住居址を切 り、西端隅は消失している。南端にて 2つに分か

れ、分かれた西側では50cm大の石が敷かれていたが、その目的はわからない。時期は、竪穴

式住居址、土羨を切るが掘立柱建物に切られることや埋土中ではあるが須恵器を合むことよ

り6世紀以降に掘削されたものであろう。

各溝に関する詳細は表 6に記す。

H  42′ 500m
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SK出土遺物実測図 (I)第38図
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0                     10                   20Cm

(S=I:4)

122  SKII        123   sK12

124´―127  SK13

第39図  SK出 土遺物実測図 (2)

脩)その他の遺構 と遺物

本調査区において確認された柱穴は302基 (掘立柱建物柱穴を含む)である。いずれも、第

Ⅳ層上面での検出である。柱穴内からの遺物の出上はあまりみられない。他に、土器溜りを

確認した。A6区 (SXl)・ B4区 (SX2・ 3)である。

-54-



孝

ミ

^
ミ

0                     10                   20Cn

(S=1:4)

第40図  SX 2出土遺物実測図 (1)
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第41図  SX 2出 土遺物実測図 (2)

SX2調 査区南側中央B4区に位置する。明確な掘 り方は検出できなかった。50× 100cln
の範囲で土器が多量に検出された。出土遺物は、甕形土器・壼形土器・高不形土器・器台形

土器・支脚形土器・鉢形土器で一括品として資料性が高い。130・ 131は甕形土器である。肩

部の張りが弱く、日縁部はゆるやかに折り曲がる。133～ 136は三形土器である。133・ 134は

複合日縁壷で、133は櫛状工具 (4本歯)に よる波状文が 2段に施される。1351ま内傾する頸

部に外傾 して開く口縁部をもつ。頸部下端には、板状工具の木口による「ノ」の字状文が押

圧される(一部分にのみ施文)。 136は長胴を呈するもので、頸部下端には135と 同様な施文を

施す。137は高不形土器、138・ 139は鉢形土器である。140は器台形土器の脚部で端面には一
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第42図  SX3・ 4出土遺物実測図

0          5         10Cm

(S=I:4)

―

0                                        5 Cm

(S=I:1)

第43図 貨泉実測図

条の沈線文を施す。141は支脚形土器で、受部中央に貫通する孔をもつ。142・ 143は ミニチュ

ア土器で、142に は沈線文と円孔が施される。時期は、弥生時代後期後葉である。

貨泉 (巻頭図版 1 第43図 )
出土状況 SB9を 覆う包含層である基本層位第m層 中より出上した。第Ⅲ層には弥生～

古墳時代までの遺物が混在しており、単純な文化土壊ではない。よって、貨泉の特定な時期

比定は難しい。

遺物 完存。直径2.2cln、 重さ1.9g、 方孔は0,7～ 0,75cmを 計る。方孔には、四方に方形を
呈するように欠損部分が看取される。
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第 44図 包含層出土遺物実測図 (I)
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調 査 の 概 要

第45図 包含層出土遺物実測図 (2)
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4. /Jヽ糸吉

(1)弥生時代

遺構 確実に弥生時代に時期比定できるのは、 SKl・ SK2と SXl・ 2・ 3である。
いずれも後期後葉のものである。 SKl・ 2は性格は不明で、 SX2は 出土状況より上器の

一括廃棄が行われたことが知れる。 SXl・ 3は人為的行為の産物であるかは不明であった。

また、推論の域をでないが平面形や規模よりSBl,S B12は 弥生時代後期後半～古墳時代

初頭の間に築造された可能性を考えている。弥生時代遺構はSBl・ 12を加え、本調査地の

なかでやや低い場所である南半部に散見される。このことは、当地の南及び東に後期の集落

が展開されることを示唆するものであろう。

遺物 後期後葉以降の遺物が多数を占め、前期・中期後葉の遺物が数点小片として出上し
ている。後期後葉の遺物も、 SKl・ SXl・ 2・ 3よ り出土したものが大半で、包合層出

土品は少量である。このうち、SX2か らは多くの土器が良好な状況で出土した。

SX2か らは、甕形土器・壺形土器・鉢形土器・高邪形土器・器台形土器・支脚形土器が

出土し、後期後葉の器種構成を知りえる好資料 (一括資料)である (第40・ 41図 )。 甕形土器

は、「く」字状に長く折り曲げられた口縁部と、肩部の張りは弱く長胴の体部をもつ。こ形土

器は、長頸こと複合日縁壺がある。長頸壼は内傾する頸部と口頸部、頸胴部の境が不明瞭で

あることを特徴とする。複合口縁壷は中型品と大型品がある。中型品は、複合口縁接合部に

稜をもち、内湾して無文の複合日縁部をもつ。大型品は、接合部をやや下方ヘタガ状に突出

させ、複合口縁部は弓状にそりながら立ち上がる。外面には波状文を施す。高邪形土器は、

不部の外反が大きく、柱部に円孔をもつ。器台形土器は、円筒形の柱部に円孔を穿つ。鉢形

土器は小型品で、上げ底で不部が内湾するものと外傾して立ち上がるものの二種類がある。

支脚形土器は、受部が「U」 字状を呈し、上方に伸びる二本の突起をもつ。各器種とも梅木

が提示する編年試案のH-2、 すなわち後期後葉に属するものである 〔梅木謙- 1991〕 。

骸)古墳時代

本調査検出の遺構及び出土遺物の主体をなう。

前期 S B13・ 4は松山平野でも数少ない前期の竪穴式住居址であり、かつ S B13は初頭

の上器様相が知れるものとして貴重な資料である。

S B13か らは、甕形土器・壼形土器・甑形土器・椀形土器が出土した。甕形土器は、丸底

ないし小さい平底、失底を呈する底部に、長胴及び特に胴下半部にふくらみをもつ胴部と、

「く」字状の日縁部をもつ。叩き技法が使用され、下半部は叩き後刷毛目調整を行う。主形

土器は、複合口縁壺があり短頸で、複合口縁部の内傾が弱い(直立化傾向が強い)。 甑形土器

は、尖底に焼成前の小円子しが穿たれる。器表外面に叩き痕を残す。焼成前に穿孔する甑形土

器の本格的制作の時期は宮前川遺跡出土例を合め、松山平野では古墳時代初頭には始められ
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ていたことが判る〔野口。大滝他 1986〕 。椀形土器は小型品で手控ね品である。これ等の土

器群は、その特徴より古墳時代でも初頭に時期比定されるものと考える。

中期 注目されるのはSB6である。遺物は、壁体に近い地点で同心円状に出上 した。高
lTh形土器の出土数は多く、特に維存状況の良好な不都が四方より出上した。甕形土器・壺形

土器は小量でかつ、破片での出土であり、高lTh形土器と好対照の出土状況を示す。この出土

状況の差は興味1条い事象である。土器相は、甕形土器は日縁端部の内傾と肥厚はない。壷形

土器は、日径が胴径より小さく、頸部がやや短 くなる。高lTh形土器は、邪部形態により日径

が小さく郭部が深いもの、屈曲部に段をもち、日径が大きいもの。屈曲部に段をもたず、日

径が大きいものである。古墳時代中期後半の上器様相が知れるものとして好資料となるもの

である。

後期以降 時期特定はできないものの、掘立柱建物址は全て古墳時代後期以降のものであ

ろう。 9・ 10号建物は、掘 り方・柱痕とも明確に検出できた。 9号建物は総柱となり、倉庫

的な施設となるものである。柱穴の規模や掘立柱建物の密集度は、廃寺や官衛関連追構が検

出された来住。久米地域や、同地の北東部にある福音寺町の遺跡に次ぐ検出数であり(註 2)、

古墳時代後期以降の平野内での当地の歴史的役割 (位置)を考える必要があるかと思われる。

遺物は、5世紀末～ 6世紀前半の須恵器が出土している。須恵器の集落内出土数としては、

松山平野でも多い方であり、掘立柱建物址数の多さとも同調しており興味深い資料である。

(3)『貨泉』の出土

包合層中の出上であるが、『貨泉』が良好な維存状況で出土した。包合層は、40cmlこ およぶ

堆積を測り、弥生～中世の遺物が混在するも、分層は不可能であったことより、時期特定が

できなかった。発掘調査出土品としては四国では初例であり、その点においては貴重な資料

である。時期を特定できないものの、『貨泉』を入手できた集落が当地域に存在 していたこと

は間違いなく、当地を合めたこの地域の重要性は認めなければならないだろう。

化)竪穴式住居址の概要

13棟の竪穴式住居址を検出した。時期を特定できる資料が少ない。弥生時代として断定で

きるものはない。古墳時代に比定されるものは、前期 SB4。 13、 中期 SB3・ 6・ 7・ 9

である。他の住居址については時期特定が推論の域をでないため論述をさける。

古墳時代の住居址 本調査地検出の古墳時代竪穴式住居址は全て四角形プランをとること

が判る。 (SB4は、南側壁が孤を描き突出するものの、四角形プランに属するものと考え

る)。 主柱穴数は、四本柱 (四本柱と推定されるものを合む)であるものがS B13・ 3'6・

7、 不明なものがSB4・ 9である。 SB3の主柱穴は、南壁部に接する位置と壁面を切っ

て立柱させる。平野内では、文京遺跡10次調査 SB2・ 4(弥生後期)に類例がある 〔愛媛

大学 1991)。 炉は、 S B13・ 3'6で検出され、主柱穴間に配置される。この他住居F■に土

羨をもつものにSB7・ 9がある。以上のことより、 S B13・ 3・ 6・ 7は形態・規模・施

-61-



博味立添遺跡

設等において平野内検出の古墳時代竪穴式住居址と同じ様相を示し〔梅木謙- 1991〕、 SB
4・ 9はやや異相であるといえる。

この他に注目されるものでは、 S B12の形態と、幾つかの住居址にみられた凹凸の著 しい

床面、主柱穴墳の未検出住居の存在である。

S B12は、一辺 6m前後の多角形 (六角形を推定)を 呈するものと考えられる。多角形住

居址は、平野内では桑原高井遺跡 SB2(弥 生末～古墳時代初頭)に類例がある 〔森光晴
1980〕。桑原高井追跡 SB2では高床部を設置している。今回の調査では断定できなかったが、
SB7北壁 (消失)と S B12北壁との間に S B12を切るL字状の構築物がある。桑原高井遺
跡検出例より本例が S B12の高床部であった可能性を考えている。

SB3・ 6。 7・ 10・ H。 12の掘 り方最終面は、下部層である第V層の礫が露出し凹凸が

著 しい。 SB9は全面貼り床 (改築時における床の貼 りかえの可能性もあり)で、 SB6で
は貼 り床にしたと思われる部分を検出している。 SB3・ 7・ 10・ 11。 12は貼 り床であった

かは判断できなかった。松山大学構内遺跡 2次調査 〔梅木 1991〕 の竪穴式住居址では、掘

り方最終面に露出する礫上に完形に近い土器が検出された例 もあり、竪穴式住居址の床面使

用法について課題を提示するものである。

以上、簡単に調査の報告を行った。貨泉の出土は、本遺跡だけでなく、松山平野の原始 。

古代を考える上には、時期特定はできなかったが貴重な資料になるものと考える。竪穴式住

居址と記述したもののなかで、 SB2・ 5は規模が小さい。居住は可能ではあるが、大型の

ものとは、役割に差異があるものと考えるがどうだろうか。また、掘立柱建物址の柱穴の特

定と判断については、調査の度に悩ませられる。今回は、規模・埋土・距離等から判断 し、

報告においては、現場で判断したものを全て掲載した。ただし、図化すると違和感がある建

物 もある。 (梅木)
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遺 構 一 覧

遺構・遺 物一 覧 (遺構一覧 :宮内慎一、遺物観察表 :梅木謙―・水口あをい)

(1)以下の表は、本調査検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

●)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定地

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。 例)口→ 口縁部、胴中→胴都中位、柱→

柱部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、

密→精製土。 ( )中 の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 例)砂・

長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

●表 4 竪穴式住居址一覧
亡
ハ

ド
町
時  期 平面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)

只

―

柱

本

王

′ｔ

内 部 施 設
周壁溝 備   考

高 床 上 壊 炉 カマド

古墳初頭 隅丸方形 39× 36× 032 2(2) ○ SB3に 切 られる

4 古墳初頭 精円形 56× 40× 020

I 弥生中～古墳初 円形 75× 25× 015 溝

3 古墳中期 隅丸方形 30× 26× 020 ○ S B13を 切る

古墳中期 隅丸多角形 60× 60× 020 SB7に切られる

7 古墳中期 隅丸方形 46X36× 022 3(1) S B12を 切る

6 古墳中期 隅丸方形 33× 32× 015 ○ SDlに 切 られる

8 古墳後期 隅丸方形 37× 32X010 SB9に切られる

9 古墳後期 隅丸方形 8× 45× O08 ○ SB8を切る

5 弥生後～古墳後 円形 36× 30× 010 SK2を切る

古墳中期 隅丸方形 62× 21× O08 ○ S Blllこ切ら,■る

II 古墳後期 隅丸方形 61× 48X010 ○ S B10と 重複

時期不明 隅九方形 29× 25× 006

表 5 竪穴式住居址の炉・ カマ ドー覧
穴

醐

竪

い
時  期 炉 カマ ド 仕 置 平面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
備   考

古墳初頭 ○ 遺構中央南寄 り 長楕円形 13× 07× 040 焼 上・ 炭

3 古墳中期 ○ 南壁中央 L字 状 12× 06× 020 焼土 炭

6 古墳中期 ○ 南壁中央 精 円 形 焼土 炭

II 古墳後躯 ○ 遺構中央やや北西寄 り 隅丸方形 13× 07× 015

表 6 溝一覧

溝

ＳＤ
地  区 断面形

規 模

長さ×I幅 ×深さ(m)

埋  土
(シ ル ト)

出土遺物 備    考 時  期

|
A7～ C7 舟底状 270× 06× 030 黒褐色 須恵器 SD3を切る 古墳後期以降

2 舟底状 20× 12X020 黒褐色 古墳後期以前

C6～ C13 皿  状 暗褐色 SDlに切られる 古墳後期以前
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●表 7 土塘一覧
土墳

(SK)
地 区 平面 形 断面 形

規 模

長さ×幅×深さ(m)

埋  土
(シル ト)

出上遺物 備 考 時  期

1 円  形 舟 底 状 暗茶褐色 弥 生 弥生後期後葉

2 長方形 皿 状 18X08X008 暗茶褐色 弥 生 SB5に 切 られる 5f生後期後葉

3 方 形 皿 状 暗茶褐色

4 長方形 皿 状 暗茶褐色

5 円 形 皿 18X13X007 暗茶褐色 SK6を切る

6 B4 長方形 逆 梯 状 22X03X020 暗茶褐色 SK5に切られる

7 長方形 皿 23X09× 006 暗茶褐色

8 87 長方形 舟 底 状 15× 08X015 暗茶褐色

9 87 円  形 皿 状 暗茶褐色 SDlに切 られる

C9 円  形 ll l 状 20X16X010 黒 褐 色 土師・須恵 古墳中期以降

11 C6 円  形 凹レンズ】犬 19× ユ7X008 暗茶褐色 土師 須恵 SDlに切られる 古墳中期以後

C7 方  形 ll 17× 16X010 暗茶褐色 弥 生 SDlに切られる 弥生後期後葉

C8 円  形 逆 台 形 状 24X17X040 黒 褐 色 弥 生 S B10床 面検出

円  形 逆 台 形 漱 20X15× 035 暗 褐 色

15 A3 円  形 皿 状 黒 褐 色

C5 長方形 皿 状 Π旨茶褐色 SB9号 内

博味立添遺 跡

●表 8 掘立柱建物址一覧

建物

番号
規模 (問 )

桁 行 梁 行 床面積

(m2)
時  期 備  考

実長 (尺 ) 柱間寸法 (尺 ) 実長 (尺 ) 柱間寸法(尺 )

I 2Xl 310(103) 5・ 5 3 170(57) 5 7 5 27 古墳後期以降

2× 2 275(92) 265(88) 5 7 3 1 7 29 古墳後期以降

3 220(73) 73 185(62) 6 2 4 07 古墳後期以降

4 500(167) 47 4・ 3・ 5 16 50 古墳後期以降

4× 1 320(107) 190(63) 6 3 6 08 古墳後期以降

3× 2 325(108) 3 7 275(92) 4 2・ 5 古墳後期以降

7 250  (8 3) 240  (3) 4 3 37 6 00 古墳後期以降 SB6を切る

3× 2 385(128) 275  (9 2) 5 3・ 3 9 I0 58 古墳後期以降

335(112) 265  (8 8) 5 5 33 8 88 古墳後期以降 総柱

3X3 600(20) 63 490 (16 3) 6 3,4・ 6 29 40 古墳後期以降 SB5を切る

11 1× 2 325(103) 280(93) 42・ 51 9 10 古墳後期以降

2× 2 450(15) 7 8 2) 6・ 52 古墳後期以降

3 355(H8) 35。 38・ 45 古墳後期以降

370(123) 57・ 66 205(68) 68 7 58 古墳後期以降

4 700(234) 6・ 57・ 6・ 57 400(133) 67・ 66 28 00 古墳後期以降

290(97) 11 38 古墳後期以降 SB6を切る

17 290(97) 9 21 古墳後期以降

2× 2 490(163) 7 7・ 8 6 D 53・ 54 15 68 古墳後期以降 SB6を切る
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。表 9 S B13出 土遣物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

蓑

日径 (145)

器高 211

底径 22

丸みのある小さい平底。

口「 きの後 日縁部を折 り曲

げる。日頸部境に稜。

③―タタキ→ヨヨナデ

⑩―タタキ佑上り〉→タ
テハケ (6～ 7本 /1cm)

①―ハケ→ヨヨナデ

∽ ―ハケ→ナデ

ω ―ナデ

石。長 (1～ 5)

金

◎

煤

蓑 頸径136
丸い小さい底。胴下半に

ふくらみをもつ。日頸部

境に稜。

①―タタキ住0～ 11本/5側 )
延⊃―タタキ
⑩ ―lHかヤソタキ(21ヽ 2琳 /511H)

③一ハケ

∽ ―ハケ (7～ 8本/1cnll

∽ ―ナデ上げ

石 '長 (1～ 5)

○

黒斑

煤

甕 日径 (142)

頸部内面に稜をもつ。

日縁部は叩き後折 り曲げ

る。

①―ハケ9～ 8本 /1cn)

⑪―タタキ

ω ―タタキ→ハケ

O―ハケ0本/1cm)
⑮―ハケ(一部ナデ)

石・長 (1～ 3)

○
黒斑

4 肇 日径136
口縁端部は先網 り、大き

めの叩き痕。日頸部境は

ゆるやかな稜。

①―ハケ→ヨヨナデ
⑩―タタキ佑上り)
(10～ ■本/5cm)

⑩―ハケ→ナデ
砂粒

③
果斑

5 甕 口径 (15,0)

日縁端部は先細 り、叩き

後刷毛 目調整をし口縁部

を折 り曲げる。

③ ハケ→ヨコナデ
⑩―タタキ0本 /5c耐→

タテハケ(7本/1cm)

◎ ハケ→ヨコナデ
⑩一ハケ→ナデ

石・長 (1～ 4)

◎

6 甕 底径 (2.3)

丸みのある小さい平底。

底部内面は凹み、平につ

くる。器壁厚い。

⑪―タタキ0～ 10�5cけ
→タテハケ

◎一ハケ

ω ―ナデ

ω ナデ上げ

石・長 (1～ 6)

○

黒斑

媒

7 甕 残高 88 小さい丸底。器壁は厚い。
タタキ→

ハケ (6～ 7本 /1cm)
ナ デ

砂粒

○

8 襲 頸径 (142)
肩部の張 りが弱い。肩部

内面に接合痕 を残す。

タタキ(13～ 14本 /5cH)→

ハケ(8～ 9本/1cm)
ケヽ (8～ 9本 /1cm)

砂粒

◎
媒

9 甕 残高 85 大きな丸底。器壁は厚ヤ
タタキ(12～ 13本 /5cm)→

ケヽ(7～ 8本 /1cn)

ハケ (7～ 8本 /1cm)→

ナデ上げ

砂粒

◎

甕 残高 158
丸底。底部内面は四み、

やや平になる。胴部下半

にくびれ部をもつ。

タタキ→

タテハケ(8～ 9本 /1cn)

∽ ―ハケ

⑩ ―ナデ

砂粒

◎
煤

II 壷 日径 22

内湾する日縁部。頸部に

帯状の凸帯をもつ。凸帯

上は板状工具による刻 目。

⊂⊃―ヨヨナデ

◎―ハケ→ヨコナデ

⑮―ハケ(5本/1cm)

◎―ハケ

⑩ 一ハケ→ナデ

⑩ ―ハケ(5本/1cm)

石・長 (1～ 5)

○

壼 頸径 (16)

短い頸部をもつ。口縁外

面に 4条の櫛描 き波状文

を施す。

O一ハケ→施文
◎―ハケ僣本/1cn)

ナデ
砂粒(石・長lV)

◎

壷 残高 61
小片。内面剥離。

板状工具による施文。
⑪一ハケ→ナデ 糧いヘラケズリ

石(1-3)

③

甑
口径 144

器高 153

体部下半で急激にす 1まま

る。底部に焼成前の小円

子し(5 mm)を 穿つ。

タタキ ナデ (一部ハケ )
石。長 (1～ 6)

◎
黒斑

甑 残高 103
底部が突出する。底部に

焼成前の小円了し(5 mm)を

穿つ。

マメッ底部指頭圧痕顕著
ω ―マメッ(ハケあり)

ω ―ナデ

石・長 (1～ 3)

○

椀
口径  8

器高  32

手控ね品。外面をサ旨頭痕

を頸著に残す。
指頭圧痕顕譜 指頭圧痕顕著

石 (1～ 3)

○
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番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

17 椀
口径 68
器高 25

日縁端部は外方に拡張。 指頭圧痕顕著 指頭圧痕顕者
砂粒

◎

支脚
器高 159

底径 100
中空。突起は「 U」字状に

2夕 と背部に lヶ 施す。
指頭圧痕顕苦

シポリ痕

ナデ

石・長 (1～ 4)

◎
黒斑

S B19出 土遺物観察表 土製品

●表12 SB7出土遺物観察表 土製品

博味立添遺跡

。表10 SB4出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 画

鉢

日径 188

器高 103

底径 20

小さい丸底。器壁は薄い。

叩き技法顕著。
タタキ (13～ 15本 /5cm) ハケ(7～ 10本 /1cm〉

密

◎
黒斑

高 必 日径 (139)
組み合せ式。脚部さし込

み。不底部に擬 日縁。
磨滅の為不明 磨減の為不明

砂粒

◎
果斑

ジョッキ型

日径 63
器高 80
底径 90

円柱状の体部。大 きな平

底。把手はタテにつ く。
タテハケ(6本/1cm)

① ハケ→ヨヨナデ
⑪―ヨヨナデ
⑬―ナデ

砂粒

◎

。表1l SB8出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図 版
外 面 内 面

高邪 口径 18

%残存。日縁部外反。売

嘆技法。屈曲部はわずか

に稜あり。

ヨヨナデ
①―ヨヨナデ
②―ナデ

密

◎
黒斑

高邦
口径 l196)

底径 134

j7N部 2/3欠。日縁部外反。

屈曲部に段をもつ。

⑤―ヨコナデ

⑧―ナデ
⑬―ヨヨナデ

④―ヨヨナデ

⑧―ヘラケズリ

③―ヨヨナデ

砂粒

◎

高邦 残高 85
脚柱部完存。やや太めの

柱 をもつ。
磨滅の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 3)

◎

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・ 施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図版
面外 内 面

甕 日径 154

内湾する口縁部。日縁端

面は内側に肥厚し、内傾

する。

①―ヨコナデ

⑪―ていねいなハケ

(10本 /1cm)

⑤―ヨコナデ
⑩ 一指頭圧痕顕著

石・長 (1～ 4)

◎

甕 日径 18

直立 ぎみに立ち上げる日

緑部。 口縁端面は、一部

で内傾する。

◎―ヨヨナデ

⑩―磨減の為不明
◎―ヨヨナデ
⑪―ナデ上げ

石。長 (1～ 3)

◎

壷 残高 118
球形の胴部は、胴中位に

最大径をもつ。内面には

指頭痕接合度が顕著。

∽ 一ハケ

ω 一ハケ→板ナデ

∽ ―ナデ上げ

∽ ―ナデ

石・長 (1～ 3)

◎
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S B7出土遺物観察表 土製品

●表13 SB6出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

高 邸

日径 17

器高 142

底径 126

口縁端はわずかに内湾す

る。屈曲部は丸みのある

稜をもつ。

Oツサ・ヨヨナ煎餅ヨコナデ
⑬―ヨヨナデ
⑧―ナデ

③―ヨコナデ⑮トハケ→ヨコナ,

⑬―ハケ→ヨヨナデ

⑧―ケズリ

密

◎

4ヽ  型
丸底壷

口径 76
器高 84
底径 10

口径 と最大胴径力ヽ まtF同

値。 日縁端部は斜めに面

を取る。

① ハケ‐ヨコナデ
⑪―ハク

◎―ヨヨナデ
⑪―ナデ

密

◎
黒斑

高 邪 残高 68
邦部と脚部を接合した後

接合部に粘土帯を貼りつ

ける。

磨滅の為不明 ナ デ
密

◎

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

甕 日径 (127)

口縁上部はわずかに内湾

する。日縁端部は「コ」字

状。

Oハケ→ヨヨナデ
⑮―ハケ6本/1c41

◎―ハケ

⑪―ナデ

密

◎

褒 日径 (150)
日縁上部が大 きく外反す

る。 日縁端部は丸い。
磨減の為不明 磨滅の為不明

砂粒

◎

主 口径 (120)

内湾 して立ち上がる日縁

部。日縁端部は先細 りす

る。

磨減の為不明 磨減の為不明
密

◎

壷 日径 (152)

口縁上部がわずかに内湾

し外反する。顕部以下を

ヘラ肖1り する。

◎―タテハケ→ヨコナデ
③―ヨコナデ(6本/1cm)

⑩一ヘラケズリ
砂粒

◎

壷 残高 189
肩部の張る体部は、全体

的に丸い。頸胴部境に接

合痕 を看守。器壁厚い。

◎―ハケ
⑮―ナデ

⑮―ヨヨナデ
∽ 一ヘラケズリ

ω ―ナデ

密

◎

壷 残高 131
丸 く張る肩部。器壁は削

るが、やや厚いものであ

る。

ケヽ (8本/1cm)→ナデ ヘラケズリ

石・長 (1～ 4)

金

◎

黒斑

壷 残高 2.2
丸底の底部、器壁はやや

薄い。
磨滅の為不明 磨減の為不明 恥

◎

高写

日径 (13.7)

器高 130

底径 122

邦部は日径に対 し深い体

部をもつ。屈曲部の稜は

あまい。

④―磨減の為不明

○―ナデ
①―ヨコナデ

⑧―ハケ(6本/1cm)

⑧一ヘラケズリ

④―ヨヨナデ

砂粒

◎

高ネ

H径 (172)

器高 124

底径 110

邪部と脚裾部をわずかに

欠く。屈曲部は明僚に段

をもつ。

Θウサ住。お了ユ帥)→ヨコガ
⑬―ヨコガ ⑧―ヨヨナデ
⑧―ナデ

④…′サ

“

マA/1m)→ヨコナデ
⑬―ヘラケズリ
②―ヨヨナデ

密

◎

高 琴 日径 153
屈曲部には接合時の段を

残す。日縁上部は外反す

る。

ヨヨナデ 磨減の為不明
砂粒 (1～ 3)

○

高 j7N 口径 (193)

罫部小片。屈曲部に段を

もつ。日縁端部は丸 く、

器壁を厚 くする。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎

高 イ 日径 162

jTN部完存。充壊技法。

屈曲部の上下に指頭痕が

わずかに残る。

磨滅の為不明 磨減の為不明
砂粒Q～ 2)

◎
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番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

高拝 口径 187
Zの残存。屈曲部は擬口

縁を看守。日縁上部がわ

ずかに外反する。

ヨヨナデ 、ケ→ョヨナデ
砂粒

◎

高邪 日径 (195)

口縁部を%欠 く。屈曲都
の段に丸みをもつ。日縁

部わずかに外反。

Θ一磨滅の為不明

⑮―ヨヨナデ
◎―ヨコナデ
⑬―ナデ

砂粒

③

高邦 日径 (181)

屈曲部の段の上部に指頭

痕がわずかに残る。口縁

部外反。

①一回転ヨコナデ

◎―ナデ
①一回転ヨヨナデ

⑬―ナデ

密

◎

高●FN

日径 178

底径 (132)

器高 133

属山部はわずかに段をも

つ。口縁端部は外反する。

O―ヨヨナデ
◎―ハケ(10本 /ユ cm)

①―ナデ

①―ヨヨナデ

⑧―ナデ

⑮―ヨヨナデ

石。長 (1～ 2)

◎

高郷 口径 216
脚端部を欠 く。充壊技法。

屈曲部には、かすかに段

がある。

①一ハケ→ヨヨナデ

◎―コヨナデ

①―ナデ

③―ヨヨナデ
⑧―ヘラケズリ

砂粒 (1～ 2)

◎
黒斑 27

高邦 口径 (220)
不部完存。充壊技法。屈曲

部はかすかに段を残す。
ハケ→ヨヨナデ

◎―ヨヨナデ
⑬―ハケ→ナデ

砂粒

◎
黒斑

高邦

口径 161

器高 100

底径 94

邪部の
2/8を
欠 く。口縁部

は内湾 して立ち上がる。

売壊技法。

磨減の為不明 磨減の為不明
砂粒

○

高不 日径(170)

日縁部は内湾 して立ち上

がる。充壊技法。屈曲部

はかすかに稜をもつ。

◎―ヨヨナデ

◎―ナデ

①―ナデ

O―ヨヨナデ
⑬―ナデ
⑧一ヘラケズリ

砂粒 (1～ 3)

金

◎

黒斑

高不 残高 64
充壊技法。不部擬 日縁を

看守る。

①―ヨコナデ

①―チデ
⑬―ナデ
①―カキ取り

密

◎

高郷 日径(181)

%残存。屈曲部は擬口縁

を看守する。日縁部は外

反する。

ヨヨナデ ヨヨナデ 蠅
◎

SB6出土遺物観察表 土製品

博味立添追跡

。表14 SB9出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

甕 日径 167
外傾する長い口縁部の日

頸部内面はゆるやかな稜

をもつ。日縁端部は丸い。

◎―ヨコナデ

⑪―磨滅の為不明

③―ヨヨナデ

∽ ―ヘラケズリ→ヨヨナデ

ω ―ヘラケズリ

石・長 (1～ 2)

◎

54 甕 日径 286

2/e残存。内湾して立ち上

がる日縁部。日縁端部は

丸い。

◎―ヨコナデ

⑩―ノサ (5～ 6本/勁 )

O―ヨヨナデ
⑪―ハケ→ナデ
⑩―ケズリ→ナデ

石・長 (1～ 5)

◎

邦蓋 口径 (140)

内傾する日縁部。日唇部

は丸 く細 くなる。やや異

形。

◎一回転ヨヨナデ

○一%回転ヘラケズリ
回転ヨヨナデ

砂粒

lTN霊 残高 15 大きく凹むつまみ 回転ヨヨナデ
密

◎

邦身

口径 128

器高 59
底径 38

%残存。内傾する日縁部。
日唇部はわずかに内傾し

て凹む面をもつ。

◎一回転ヨヨナデ
⑧―%回転ヘラケズリ

回転 ヨヨナデ
砂粒

◎
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。表15 SB5出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図 版

外 面 内 面

甕 口径 (168)

%残存。内湾する日縁部。

日縁端面は内側にわずか

に肥厚し、外傾する。

磨減の為不明 磨滅の為不明
砂粒

高郭 残高 28
握残存。屈曲部に段をも

磨減の為不明 磨減の為不明
密

◎

高邪 残高 68
%残存。23の脚部か。器
壁厚い。内面の柱―裾境

に稜をもつ。

磨滅の為不明 ナデ

密

◎

蓋
口径 132

器高  58

口縁部は%を欠く。日唇

部は大きく凹む。

∈⊃―ヨコナデ

○―%回転ヘラケズリ

◎―ヨコナデ
回転ヨヨナデ

密C石・長1～ 2)

③

不蓋 日径 (1001

小片。口縁部は内湾 して

立ち上がる。日唇部は大

きく凹む。

回転 ヨコナデ 回転ヨコナデ
密

◎

。表17 S Bll出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

。表16 S B10出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 上

成
胎
焼

備 考 図版

外 面 内 面

甕 口径 (190)

%残存。わずかに内湾す

る口縁部。日縁端面は内

傾する。

ヨコナデ ヨヨナデ
砂位

◎

蜜 日径 (118)

%残存。外傾、外反する
日縁部。日縁端部ほ先細

りする。

◎―ヨヨナデ
⑤―ヨヨナデ
⑪―ハケ

◎―磨減の為不明

⑩―ヘラケズリ

石・長 (1-3)

甕 頸径 (131)
%残存。体部内面は荒い

ケズリ。器壁が厚い。

◎―ヨヨナデ
⑤―板ナデ

⑪―ハケ→板ナデ

◎―ヨヨナデ

⑤―ヨヨナデ

⑩―ケズリ

石・長 (1～ 4)

◎

高邪 残高 45
組み合せ式。充壊技法。

器壁が薄い。
磨減の為不明 磨滅の為不明

密

◎

高 郭 残高 24
組み合せ式。

擬 日縁を看守。
磨減の為不明 磨減の為不明

密

③

高不 底径 119
組み合せ式。脚柱中位が

ふ くらむ。裾部が長い。

⑧―ナデ

⑬―ヨコナデ
①―ヘラケズリ
⑬―ヨコナデ

石・長

◎

高不 残高 77 組み合せ式。器壁が厚い。 わずかにハケあり ナデ
砂粒

◎

番 号 器種 法豊 (Om) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図 版

外 面 内 面

甕 日径 (247)

内湾する日縁部。日縁部

上部に屈曲部をもつ。 日

縁端部は内傾する。

◎―ヨコナデ
⑪ 一ハケ (5～ 6本/1cm)

③―ヨコナデ

⑩一ハケ
石・長(1～ 3)

○
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S Bll出 土遺物観察表 土製品

博 味立 添遺 跡

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

甕 口径 (218)
内湾する日縁部。日縁瑞

部はやや内傾する。
ヨヨナデ ヨヨナデ

砂粒

○

甕 日径 (200)

内湾する日縁部。日縁端

部は内側に突出する。端

面は丸い。

ヨコナデ
砂粒

○

甕 日径 (204)
内湾する日縁部。 口縁端

面は丸みをもつ。

⊂⊃―ヨヨナデ

① ―磨滅の為不明
ヨコナデ

石・長 (1～ 2)

◎

甕 日径 (208)

内湾する日縁部。日縁部

上部に屈曲部をもつ。日

縁端面は丸い。

ヨヨナデ ヨコナデ
砂粒

◎

甕 日径 (146)

外反する日縁部。日縁端

部は丸く仕上げる。内面

は接合痕顕著。

①―ヨコチデ

⑮ ハケ

“

本/1cm)
Θ―ヨヨナデ
⑩―ナデ

石。長 (1～ 3)

◎

甕 日径 (124)
外反する日縁部。日縁端

は丸く仕上げる。小片。
ヨヨナデ

O―ヨヨナデ
⑤―ナデ

粒砂

金

◎

高ネ 日径 (168)

屈曲部の稜及び段は消滅。

日縁端部はわずかに外反

する。

ナ デ ナデ
密金

◎

高 邪 底径 130
長 く内湾する裾部をもつ。

組み合わせ式。
ヨヨナデ

○―ヘラケズリ
⑬―ヨヨナデ

密

◎

蓄 残高 23
大きく扁平な擬宝珠状つ

まみ。ヘラケズリ痕。

小片。

∈⊃―ヨヨナデ

○ 一回転ヘラケズリ
ヨコナデ

密

◎

蓋 残高 20
天丼部外面ヘラケズ リ痕

顕者。扁平な擬宝珠状つ

まみ。小片。

∈⊃―ヨヨナデ

○ 一回転ヘラクズリ
ヨコナデ

密

◎

蓋 残高 29
大きく凹むつまみ。

浅い天丼部。小片。

∈⊃―ヨヨナデ

○ 一回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎

蓋 日径 (142)

口縁部先端はやや外反す

る。 日縁端部は、やや凹

面で内傾。小片。

ヨヨナデ
砂粒

○

蓋 日径 042)
内湾 して、外榎する口縁

部。日縁端部は浅い凹面

で内傾。小片。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎

17N蓋 日径 (122)
内湾 して、垂下する日縁

部。日縁端部は浅い凹み。
ヨコナデ ヨヨナデ

密

◎

不蓋 日径 (114)

内湾 して垂下する日縁部。

日縁端部はわずかに凹面

で内傾。小片。

ヨヨナデ ヨコナテ
砂粒

◎

郭蓋 口径 (125)

内湾 して、外傾する日縁

部。日縁端部は凹面で内

傾。小片。

ヨヨナデ ヨコナデ
砂粒

○

ネ藍 日径 (132)

/残存。焼成不良。内湾
して垂下する日縁部。日

縁端部は平らで内傾。

ヨヨナデ ヨコナデ
砂粒 (石・6)
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番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図版

外 面 内 面

不蓋 日径 (1521
外傾する日縁都。口縁端

部は丸い。月ヽ片。
ヨヨナデ ヨコナデ

砂粒

lTN蓋 日径 (126)

%の残存。口縁端部は平

坦で、内側は傾斜し小さ

い段をもつ。2本の凹線。

〇一%回転ヘラケズリ

③―ヨヨナデ
ヨヨナデ

密 (石■)

◎

j7N蓋
口径 140

器高  56

大きく高い天丼部。丸み

をもって垂下 しわずかに

外反する口縁部。%残存。

○―%回転ヘラケズリ

O― ヨヨナデ
ヨコナデ

砂粒

◎

不蓋
口径 132

器高 47

%の残存。九みをもって

垂下 し、端部は外反する。

端面は平坦で外傾。

○一%回転ヘラケズリ
◎―ヨコナデ

ヨヨナデ
砂粒

○

不蓋 日径 (158)

垂下して、やや外反する

口縁部。日縁端部は、わ

ずかに凹面で内傾。小片。

ヨコナデ ヨコナテ
密

◎

不蓋
日径 132

器高  45

Mの残存。垂下 して、端
部が外反する日縁部。端

部は凹面で内傾する。

〇一%回転ヘラケズリ

O― ヨヨナデ
ヨコナデ

砂粒

◎

邦身 口径 (105)

内傾するたちあがり。端

部は平坦、受部は上外方。

%残存。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎

邦身 日径 (114)

内傾するたちあがり。瑞

部は平坦。受部は大きく

上外方。

◎―ヨコナデ

⑬一%回転ヘラケパリ
ヨヨナ デ

密

◎

郭身 日径 (100)

外反 して内傾す るたちあ

が り。端部は平坦。受吉ヽ

は上外方。

③―ヨヨナデ

⑧―%回転ヘラケズリ
ヨコナデ

密

◎

IFN身
口径 (126)

器高 52

直線的に内傾するたちあ

が り。端部は段を有 し内

傾。受部は上外方。

O―ヨヨナデ
⑬~/2回転ヘラケズリ

ヨヨナデ
畜

邸身
口径 105
器高 51

内傾 し外反するたちあが

り。口縁端は丸いが、内側

都に段を有する所あり。

①―ヨヨナデ
〇一ヘラケズリ

ヨヨナデ
密

◎

lTN身
日径 119

器高 51

内傾 し、やや外反するた

ちあが り。 日縁端部は丸
◎―ヨヨナデ

⑬―マメッ
◎―ヨヨナデ

①―マメッ

密

○

郎身 日径 (136)

内傾するたちあが り。端

部は段を有 し、内傾。受

部は上外方。 %残存。

①―ヨヨナデ

◎一%回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

砂粒

◎

邦身 日径 (131)

内湾 して内傾するたちあ

が り。端都は平坦で内傾。

受部は上外方。冴残存。

O―ヨコナデ

○―%回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎

邦身
口径 126
器高 52

内傾 し、直線 ぎみにたち

あがる。受部はやや上外

方。

O―ヨコナデ

⑬―%回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

○

邦身
日径 (111)

器高 37

内傾するたちあが り。端

部は先細 りで丸い。受部

は上外方。 %残存。

①―ヨヨナデ

⑬一た回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

砂粒

17N身 口径 (118)

直立ぎみのたちあがり。

端部はわずかに段を有し

内傾。受部は上外方。小片。

ヨコナデ ヨコナデ
密

◎

S Bll出 土遺物観察表 土靱品

遺 物 観 察 表

-71-



S Bll出土遺物観察表 土製品

●表18 SK出土遺物観察表 土製品

偉 味立添遺 跡

番号 器種 法量 (。 m) 形 態 。施 文
調 整 生

成

胎

焼 備考 図版
外 面 内 画

lTN身 口径 (106)

外反 し、直立 ぎみのたち

あが り。端部は丸い。受

部は上外方。小片。

ヨコナデ ヨヨナデ
密

◎

不身 残高 46
内傾するたちあが り。受

部は上外方。/残存。
①―ヨヨナデ

⑬_2/3回 転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎

邦身
日径 117

器高  50

ひずみ品。内傾 し、直立

するたちあがり。たちあ

がり1ま短ヤヽ。

◎―ヨヨナデ
⑬…ヘラケズリ

ヨヨナデ
密

O

高邪 底径 74
有段の脚端部。 1条 の凹
線。短冊状の透 し3夕。

④―ヨヨナデ

⑩―ヨヨナデ→スカシ
ヨコナデ

砂粒

○

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

鉢

口径 (144)

器高 113
底径 32

突出する小さい平底。ゆ

るやかに外反す る。やや

長い日縁部。

ケヽ→ヘラミガキ
③―ヨコナデ

⑩―ナデ
砂粒

◎

甕 底径 58 突出 し、やや凹む平底。
⑮―ハケ0本 /1cm)
⑬―ナデ

ナ デ
石・長 (1～ 5)

◎

壷 底径 63
やや突出する丸みのある

平底。大型霊の底部か。
磨減の為調整不明 ナデ

石・長 (1～ 3)

◎

高イ 残高 37
組み合わせ式。柱内面上

部はカキ取 り度 を顕者に

残す。

ケヽ→ヘラミガキ ヘラケズリ
密

◎

壷 残高 90
肩部の張 りが弱い。

頸胴部境に板状工具によ

る「ノ」字状の亥1目。

Θトタテハケ→施文
⑩―ハケ6～ 6本/1cm)

∽ ―ナデ(指頭臣度顕著)

⑩―ハケ6～ 6本/1cn)
石・長 (1～ 3)

○

壷 底径 25
突出するボタン状の小さ

い平底。細頸長頸壷の底

部か。

ガキ ケヽ(8本 /1cm)
石・長 (1～ 4)

◎
黒斑

甕 口径(176)

内湾 し、口縁上部はわず

かに外反す る。 日縁端部

は肥厚せず、内傾。

①―ヨヨナデ
⑩ ハケ俗� lcm)

O―ヨヨナデ
⑩―ナデ上げ

石・長 (1～ 3)

○

壷 日径 (194)

外傾する頸部に、直立す

る日縁部がつ く。 日縁端

部は外反する。

⊂⊃―ヨヨナデ

③―ヨコナデ

◎―ヨヨナデ

ハケ→ヨコナデ
石・長 (1-3)

◎
媒

H7 高邪 日径 (158)

外傾、外反す る日縁部。

屈曲部にわずかに稜をも

つ。充壊技法。

ヨヨナデ ヨヨナデ
砂粒

◎

高郭 口径●54)
内湾外傾 し、外反する日

縁部。 日縁端部は丸 く肥

厚。充壊技法。

◎―ヨコナデ
⑥―ハケ

⑧―磨減の為不明

①―ヨコナデ

⑬一ハケ→ナデ
砂粒

③

不蓋
口径 (129)

器高 45
内湾 して垂下する日縁部。

端部ほ凹面で内傾。

O― ヨコナデ
○―%回転ヘラケズリ

ヨコナデ
密

△
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番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 上

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

不蓋 口径 (130)

内湾 して垂下する口縁部。

端部は外傾 し、端面は凹

面で内傾。小片。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎

不身 口径 (118)

直立ぎみの長いたちあが

り。端部は段を有 し内傾。

小片。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎

甕 口径 (260)

ゆるやかに外反する口縁

部。日縁端部はナデ凹み

外方に小さく突出。

⊂⊃―ヨコチデ

⑩―ハケ(6本/1cm)

◎ 一ハケ(6本 /1cm)→ ヨヨナデ

⑩―磨減の為不明

石・長 (1～ 8)

ウンモ

①

鉢

日径 (156)

器高 140

底径 (21)

外傾する日縁部。端部は

先細 りする。器壁が海い。

◎―ヨヨナデ

⑩一ハケ(6本/1cm)
①―ヨヨナデ

⑩ 一ハケ (6～ 7本 /1cr)

石・長 (1～ 2)

○
黒斑

甕 日径(171〉

粘土紐を貼り付け日縁部

をつくる。口縁端部ヘラ

刻み。ヘラ沈線4条。小片。

＼

ヨコナデ→施文 ヨコナデ

石・長 (1～ 2)

ウンモ

◎

甕 底径 (56) 平底の底部。 ハケ (6本/ユ cm) ナ デ
密 (砂 )

◎
黒 斑

壷 口径 (232)
櫛描波状文と直線文。

櫛は 7本。小片。

C⊃―ヨヨナデ
磨減の為施文前の調整不明

ヨヨナデ
砂粒 (1～ 3)

◎

支脚 残高 86
受部に 2本の突起。後面

に小さい突起 1本。

タタキ

ナデC旨頭圧痕顕著)
ナデ上げ

砂粒住～4)

③
黒斑

簑 日径 (177)

わずかに内湾する日縁部。

日縁端部は丸い。肩部が

強 く張る。

ケヽ
③―ハケ→ナデ

⑪一ヘラケズリ

石・長 (1～ 4)

○

高 lTN 底径 113
短い柱に長い裾部。柱―

裾部境に明僚な稜をもた

ない。

○―板ナデ
⑬―ヨコナデ

ナ デ
石。長住～2)

◎

SK出 土遺物観察表 土製品

●表19 SX2出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

甕 日径

ゆるやかに曲がる「く」字

状日縁。肩部内面に接合

度を顕著に残す。

ハケ(8本/1cm)→ナデ 夕ヽケ(8本 /1卸 )→ナデ
石・長(1-5)

◎
黒斑

甕 口径 (190)

ゆるやかに曲がる「 く」字

状 日縁。肩部の張 りが弱
Θ―ヨヨナデ

⑪ 一磨滅の為不明
ハケ (8本 /1cn)

石・長(1-3)

○

甕 口径 (148)

肩部がやや張る。日縁端

部は小さく下方に突出す

る。

ハケ (9本/1cm)
◎―ハケ(10本/1c→
⑮―ケバリ

石・長 (1～ 4)

○

一笠 口径 (186)
口縁部外面に波状文を二

段に施す。櫛は 4条。

◎ ―ヨヨナデ→ハケ→施文

⑬―ハケ(13本 /1c■ll
◎一ノサ 6本/1cn
⑬一ハケQ3本 /1cn

砂粒

金ウンモ

◎

31
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SX2出 土遺物観察表 土製品

。表21 SX4出 土遺物観察表 土製品

檸 味立添遺 跡

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 画

壷 日径 (154)

「 く」字状の複合日縁。 日

縁端部は丸みのある「コ」

字状。

O―ヨコナデ
⑬―ハケ00～ 13本/1cm)

③―ヨヨナデ

◎一ハケ(10本/1cm)

石・長 (1～ 3)

◎

一霊

口径 ユ24

器高 353

底径  60

日頸部境が しばまる。日

縁、頸部、胴部の境が不

明瞭。板状の圧痕。

①―ハク

⑬ ハケ→施文
⑩―ヘラミガキ

○―ヨヨナデ
⑮―ナデ上げ
⑩―ハケ

“

本/1cml

石・長 (1～ 3)

◎
黒斑 31

〓笙 底径 58
長胴で、肩部が張る。

底部は丸みのある平底。

肩部に板状の圧痕文。

⑮―ヨヨナデ→施文
⑩ ツサ9本/1cO→ヘラミガキ

ケヽ(10本 /1cm)
石・長 (1～ 6)

黒ウンモ

◎

黒死

高不 口径

大きく外反するj7N部 日縁。

端部は小さく下方に垂れ

る。充壊技法。円孔。

一　

一　

一

◎
①
⑩

ケ→ヘラミガキ

ケ→ヘラミガキ

ケ

O―ハケ→ヘラミガキ
〇―ハケ→ヘラミガキ

⑩―チデ

密

◎
黒斑 32

台付鉢

日径 110

器高 62
底径 134

内湾する日縁部。調整は

ヘラにより丁宰に仕上げ

られる。

ガキ ガ キ

石。長 (1～ 4)

金

◎

黒斑

台付鉢 日径 13 4
口縁端はわすかに内湾す

る。

∽ 一ハケ(4本/1cm)

ω 一ハケ(10本 /1cnl)

①一ハケ

“

�l帥)→ヨヨナデ
⑩―ハケ(14本/1cm)

石・長 (1～ 4)

◎
黒斑

高邦 底径 (202)

柱部の円孔は 4ヶ で 2段。

脚端部は、上方にわずか

にナデによる拡張。

⑧一ヘラミガキ

〇―ヨコナデ
①―ナデ

①―ヨコナデ

密

◎

支脚
底径 88
器高 172

受部は突起が 2本つ く。

受部～底部まで貫通する

子とをもつ。

ケヽ0旨頭圧痕顕著) ナ デ
砂粒

◎
黒斑

ミニチュ

径

古
回
径

日

器

底

30
4 5

1 9

突出するボタン状の底部。

櫛橘き(4条 )の直線文 2

組。小円孔 2夕 。

O―ナデ→施文
⑩―ナデ
指頭圧痕顕著

ナデ

指頭圧痕顕著

密

◎
黒斑

器台

ミニチュフ

径

高

径

口

器

底

53
50

脚径が日径を凌 ぐ。小円

了とが 4ヶ 4組穿たれる。

ナデ

指頭圧痕顕著

ナデ

指頭圧痕顕著

密

◎

。表20 SX3出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

蓋
日径 (125)

器高 61

中央がやや突出する大き

なつまみ。垂下 して外反

する口縁端部。

○一回転ヘラケズリ

①―ヨヨナデ
ヨコナデ

密

◎

不蓋
口径 (121)

器高 44

垂下する日縁部。日縁端

部は、丸みのある段をも
○一回転ヘラケズリ
◎―ヨコナデ

ココナデ
密

◎

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

蓋
口径 127

器高 56

口縁部の稜は、丸みをも

つ。他の ものに比べ重量

が重い。

〇一回転ヘラケズリ
◎―ヨヨナデ

ヨコチデ
密 (石 )

◎
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SX4出 土遺物観察表 土製品

。表22 包含層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

不蓋 日径 (154)
日縁部丸い。段は丸み

をもち、下部は凹む。

○一回転ヘラケズリ
①―ヨヨナデ

ヨコナデ
石・長(1)

◎

蒸身
口径 (ユ 01)

器高 46

内傾 し、直立するたちあ

が り。 日縁端部は、段を

もつ。

①―ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎

高不 底径 (81〉

透しを2ケ看取。裾端部

は丸みをもってたちあが

る。

ヨコナデ ヨヨナデ
密

◎

高邸 底径
裾部は、段をもち、端部

は内傾 してたちあがる。
ヨコナデ ヨヨナデ

密

◎

甕 日径 (208)
H縁部は三角形を呈する。

端部は丸い。

①―ヨヨナデ
⑬―櫛描0本 /1cml

密

◎

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図 版

外 面 内 面

甕 残高 31
日縁端面 と凸帯文上に刻

目を施す。
ナ デ ナ デ

石 ,長 (1-3)

◎

高邦 底径 (104)

脚端面は大 きく凹む。

三条の凹線文と 2ヶ の矢

羽根透 し。小片。

⑧トヘラミガキ

③―ヨヨナデ
ナデ上げ

石・長 (1～ 2)

◎

重 底径 19
小さく突出するボタン状

の平底。器壁はやや薄 く

仕上げが丁寧。

ヘラミガキ
ハケ
ヘラミガキ

石・長 (1～ 2)

①

鉢

口径 (128)

器高 66
底径 40

平底。わずかに外傾する

日縁部。口縁端はやや細

くなる。

⑩ ハケ→ナデ
①―ナデ

◎―ハケ

⑪―ナデ
砂粒

◎
黒斑

鉢

径

高

径

日

器

底

93
84
37

やや大 きな平底。直口口

縁。外面に叩き度 を顕苦

に残す。

⑩―叩き→ナデ
〇―ナデ

ナデ上げ
石・長 (ユー2)

◎
黒斑

壷 日径 156
日縁端部はナデによりわ

ずかに拡張される。端部

下端は大い亥1日 。小片。

ヨヨナデ ヨコナデ

石。長 (1～ 2)

銀

◎

壷 口径 (132)

櫛描 き波状文 (4本)。

日縁端部は外方に拡張。

小片。

◎―ハケ→施文
⑮―ハケ6本 /1cn)

蠅
金
◎

壷 口径 (199)

下方に大きく垂下する日

縁部 日縁外面に櫛描きの

波状文 (3条 )。 小片。

ケヽ→施文 ケヽ→ヘラミガキ
密

◎

甕 日径 (152)

内湾する日縁部。端面は

内側に肥厚 し、やや内傾

する。小片。

O―ヨヨナデ
⑩ ハケ住1本/1cm)

①―ヨヨナデ

⑩―ケズリ→ナデ
砂粒

○

甕 日径 (164)

内湾する口縁部。端面は

内側に肥厚 し、やや内傾

する。

①―ヨヨナデ
⑪―ハケ(11本 /1cm)

◎―ヨヨナデ
⑩―ケズリ→ナデ

石・長(1～ 3・ 5)

○
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包含層出土遺物観察表 土製品

。表24 包含層出土遺物観察表 土製品

博 味立 添遺 跡

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 画 内 画

高ネ 口径 (200)

外傾 し、外反する日縁部。

端部は先綱 りする。屈曲

部に丸みのある段をもつ。

ヨコナデ
① ―ハケ(5本71cm)→ ナデ

⑥ ―ナデ

砂粒

◎

高イ 口径 (164)
内湾 してたちあがる日縁

部。 口縁端部は丸い。

密

③

●表23 包含層出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長 さ 幅 (Cm)

'享

さ 重さ (ヮ )

石庖丁 ほぼ完形 緑 泥 片 岩 10 0 37 8

石庖丁 ほぼ完形 結晶片岩 (雲母片岩 ) 82 43 07

石  鉄 ほぼ完形 サヌカイト 1 5

石 鉄 完   形 サヌカイト 1 0

石 鉄 完   形 サヌカイト 1 6

番 号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 画 内 面

不 蓋
日径 128

器高 48

内湾 して垂下する日縁部。

端部は凹面を有 し内傾。

小片。

〇―%回転ヘラケズリ

◎―ヨヨナデ
ヨヨナデ

密

◎

蓋
口径 117

器高 60

凹みをもつつまみ。垂下

する口縁部。端面は、ゆ

るやかな段をもつ。

〇―ヘラケズリ
◎―ヨコナデ

ヨヨナデ
密

◎

ネ 蓋
口径 110

器 高  45

内湾 して垂下する日縁部。

日縁端部は凹面をなす。

〇卜%回転ヘラケズリ
◎―ヨヨナデ

ヨヨナデ
密

◎

蕎
口径 HO

器高  44

内湾 し、外反する日縁部。

天丼部は丸みをもつ。

○―ヘラクズリ

①―ヨコナデ
ヨヨナデ

石・長 (1～ 2)

◎

率蓋 日径 (150)

内湾する日縁部。端部は

丸い所と平坦な所がある。

小片。

○―%回転ヘラケズリ
◎―ヨコナデ

ヨヨナデ
密

◎

邦 身
口径 110

器高 47
内傾するたちあがり

端面は凹む。

O―ヨコナデ
⑬一回転ヘラケズリ

ヨコナデ
密

◎

不身 口径 (lC O)

たちあがりはわずかに外

反する。端部は段を有し、

内傾。受部は上外方。小片。

Θトヨヨナデ

⑧―%回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎
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番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

高邪

日径 (130)

器高 90
底径 100

脚部に短冊形の透 し3ヶ。

不都のたち上 りは、外反

して長い。邦部 %欠。

①―ヨヨナデ

⑬―%回転ヘラケズリ
⑩―ヨヨナデ

ヨコナデ
密

③

高郭 口径 (168)

1条の凸帯、凸帯下はナ

デ凹み。 6条 の波状文。
浅い凹線 1条 %残存。

ヨコナ デ
密

③

冦 日径 (173)

日縁上部は内湾 してたち

あがる。波状文 6条。

小片。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎

魅 残高 62
8条の櫛による刺突文。

刺突文帯の上下に凹線文。

%残存。

◎―ヨヨナデ
⑩―ヨヨナデ→施文
◎―ヘラケズリ

ヨヨナデ
密

◎
自然釉

脚 底径 (87)

内湾する脚部。端部は、

わずかに外反。端面は、

凹面で内傾。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎
自然釉

高邦 底径 92
内湾する脚都。端部は外

反する。端面は平坦で内

傾。小円孔 3夕 。

ヨコナデ ヨヨナデ
密

◎
自然釉

甕 日径 (200)

外反する頸部に、内湾す

る日縁部。端部は段をも

つ。頸部カキメ痕。‰残。

⑩ ―ヨコナデ ヨコナデ
砂粒 (1～ 2)

◎

甕 日径 (345)

日縁端部は断面三角形。

櫛描波状文 (12本 )。 波状

文帯上下に凹線 2本。

⊂⊃―ヨヨナデ

⑮―ヨヨナデ→施文
ヨヨナデ

密

◎
釉薬

嚢 日径 (2921

大 きく外反する日縁部。

端部は丸みをもつ。

頸部に 3条の凹線。小片。

ヨヨナデ ヨヨナデ

密

◎

J7N

口径 (117)

器高 35
底径 62

回転ヘラ切 り。やや深ヤ

jTN部が端部は先細 り。

不部‰残存。

⑪―ヨコナデ

⑬―ナデ
象]離の為不明

密

◎

皿

口径 (79)

器高 13
底径 (51〉

小皿。凹みの者 しい底部。

マメッのため切 り離 し法

は不明。

磨減の為不明 ヨコナデ
密

◎

包含層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表
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第 4章

タ ノン  ミ  タ カ  ギ

博味高本追跡





調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査 に至 る経緯

1988(昭和63)年 6月 、森 儀二郎氏より、松山市檸味 4丁 目266-1における宅地開発に
あたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育

課)に提出された。当地は松山市の↓旨定する埋蔵文化財包蔵地の『81檸味遺物包合地』内に

あたり、以前より周辺地域で多くの調査が行われ周知の遺跡として知られている。同包合地内

では、弥生時代中期～古墳時代にかけての構味四反地追跡〔梅木謙- 1989〕 、裕味立添遺跡

〔梅木謙- 1989〕、弥生時代前期から中世までの生活関連遺構と遺物を検出している檸味遺

跡 (愛媛大学農学部構内)〔宮本一夫 1990〕 などが確認されている。当該地周辺には、弥生

時代の拠点的集落である文京遺跡〔西田栄他 1976〕 、道後今市遺跡〔岡田敏彦他 1985〕 、弥

生時代から古墳時代の小坂釜の日遺跡〔岸・長井・大山 1973〕 、東野お茶屋台古墳群 〔森光

晴 1986)、 経石山古墳 〔森光晴 1986〕 (前方後円墳)が知られている。
これらのことから、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲や性格を確

認するため、1988(昭和63)年 8月 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査の結果、

弥生土器・土師器・須恵器を合む遺物包合層と落ち込みを検出し、当該地に弥生時代～中世

の集落関連遺構があることを確認した。

この結果を受け、文化教育課・森 儀二郎氏・鹿島商会三者は、遺跡の取扱いについて協
議を行い、宅地開発によって失われる遺構について、記録保存のため発掘調査を実施するこ

ととなった。発掘調査は弥生時代から中世までの当該地及び周辺地域の集落構造解明を主目

的とし、文化教育課が主体となり、森 儀二郎氏・鹿島商会の協力のもと1989(平成元)年
1月 4日 に開始した。

修)調査組織

調 査 地 松山市博味 4丁 目266番 1

遺 跡 名 檸味高木遺跡

調査期間 野外調査 1989(平成元)年 1月 4日 ～同年 2月 27日

調査面積 430。 23∬

調査委託 森 儀三郎
調査担当 梅木 謙一  宮内 慎一

調査協力 鹿島商会

作 業 員 谷久 広之、森田 真司、古屋 明寿、吉田 智広、工藤 賢稔、扶川  博、
亀山 健一、安永 浩二、田中 央樹、古山 智也、月原  敏、仙波 豊子、
福山 暁子、河本美代子、今井セツ子、森田 利恵、松本美知子、越智美代子、
渡部美代子、山本 好枝、森田 晶子、栗林 千恵、藤沢 真美、他
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博味 高 木遺 跡

層 (第48図 )

本追跡は、石手川左岸の洪積世扇状地上、標高40.5mに立地する。

基本層位は、第 I層表土 (耕作土)、 第H層水田床上、第Ⅲ層黒褐色土、第Ⅳ層明褐色上、

第 V層暗褐色砂礫層である。第 I層及び第H層 は30～ 35cmの厚さを測る。第Ⅲ層黒褐色土は

調査区ほぼ全域でみられ、厚さは50～ 60cmの堆積で弥生土器・土師器・須恵器を包合する。

第Ⅳ層明褐色土は無遺物層であり、地山と呼ばれるものである。第V層暗褐色砂礫層は拳大

の円礫を合んでいる。地山面 (第Ⅳ層)はその標高を測量すると、調査区北東部が高 く南西

部に向けて漸次低 くなっている。

遺構は第Ⅲ層中及び第Ⅳ層上面での検出である。

第Ⅲ層中からは、竪穴住居址 2棟 (SBl・ SB4)を 、第Ⅳ層上面では、堅穴住居址 7

棟、土羨 7基、溝状遺構 2条、柱穴270基 (掘立柱建物柱穴を合む)他である。

遺物は、第Ⅲ層及び遺構内からの出上であり、弥生土器 (中期～後期)、 土師器 (古墳時代

中期他)、 須恵器、石器 (石庖丁 2点、石鏃 1点他)、 植物種子 1点、動物骨 2点他である。

なお調査にあたり、調査区内を4m四方のグリットに分けた。 4mグ リットは北から南ヘ

A・ BoC・ D・ Eと し、西から東へ 1・ 2・ 3・ 4,5と してAl・ A2……E5と いっ

たグリット名を行した。廃土置場の都合上、A・ B両区とC3'D3・ E3の一部までを西

区、C3・ D3・ E3区の一部とC4・ 5区、D4・ 5区、E4・ 5区 を東区として分区し

て調査を行った。

3.調査の概要子(遺構と遺物)

(1)竪穴式住居址

本調査において確認された住居址は7棟である。第Ⅲ層上面にてSBloSB4を 、他の住

居址は第Ⅳ層上面での検出である。住居址のなかには近現代の造成工事により壁高が10cmに

みたないものもある。平面形はいずれも方形～長方形であり、SB3・ SB6を 除き、すべ

てに壁体溝がみられる。SB4においては、住居址が重複しており、少なくとも4棟の切り

合いが認められる。特筆すべきは、古墳時代中期の資料がまとまって出上したSB5と、他

にSB6があげられる。

位
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調 査 の 概 要

0                                              50m

(S=1:1000)

第47図 調査区位置図

I  表 上 (耕作上)

H  水田床土

Ш  黒褐色上

Ⅳ① 明褐色粘土

②  褐色シル ト(粘 1生強し)

③  淡掲色シル ト(微砂多し)

V  暗褐色砂礫層

S=%1

第48図 基本層位図
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博味高木遺跡

SB6号 住居址 (第49図 )
調査区南東都D4区に位置する。東壁はSB5号住居址に切られ、北壁はSB7号住居址

を切っている。平面形は隅丸方形を呈するものと考えられ、規模は現存南北幅3.5m、 東西幅

2.5m、 壁高 7 cmを 測る。覆土は暗褐色シル トー層である。

主柱穴はSP―① o② o③ o④の 4本であり、東側の 2本はSB5号住居址に切られてい

る。柱穴は円～楕円形を呈し、径20～ 30cm、 深さ18～ 22cm、 柱穴間は140～ 170cmを測る、床

面は硬 く、西から東に向けて緩傾斜している。炉、壁体溝等の内部施設は未検出である。

遺物は、土師器片が床面より出土している。

出土遺物 (第50図 )

1は甕形上器である。内面をヘラ削りし、顎部内面に弱い稜をもつ。日縁部は外傾するが

わずかに内傾する。口縁端部は丸みをもつ。 2は椀形土器の破片である。内湾する日縁部は、

端部が丸い。 3は手控ね品である。やや大きめの平底をもつ。

時期 :甕形土器と椀形土器より古墳時代中期と考える。

0       1      2m

(S=I:60)

第49図 SB6測 量 図

Ｅ

Ｏ
Ｏ
Ｎ
、
０
甘
　
　
エ
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調 査 の 概 要

0                       10                     20Cm

(S=I:4)

第50図  SB6出 土遺物実測図

SB5号 住居址 (第51図 )
調査区東隅C4～ D5区に位置する。西壁はSB6号住居址を切 り、東壁は調査区外へ続
く。北東隅は土墳 SK5と 重複するが、その切 り合い関係は明確にはしえなかった。平面形
は隅丸方形を呈するものと考えられ、規模は現存南北幅5,4m、 東西4.9m、 壁高15cmを 測る。

覆土は黒褐色シル トー層である。床面は比較的硬 く平坦である。壁体に沿って幅15cm、 深さ

5 cm、 断面U字状の溝が廻 り、溝内にて径 8～ 15cm、 深さ3～ 10cmの小ピットが不規則な間

隔で並ぶ。

主柱穴はSP―① o②・③ o④の 4本である。柱穴は円～惰円形を呈し、径22～ 30cm、 深

さ22～ 50cm、 柱穴間は220～ 250omを測る。この他、床面にて多数の小ピットを検出したが、

その性格は不明である。また、南壁中央部にて楕円形土羨 SK6を検出した。規模は長径1.lm、

短径0.5m(推定)、 断面形は皿状を呈し、深さ20cmを測る。覆土は住居址のものと同様であ

り、本土羨は、本住居址の施設である可能性が高い。

遺物は、床面上より完形品を合め多量に出上した。特に、北壁部と南東部のSK6と その

周辺からの遺物は良好な状況で出土した。ただし、北東部のSK5の地点で本住居址床面と

同レベルのもの (38～ 46)は、 SK5と の切 り合いが判断できなかったため、本住居址に伴
うものであるかは若子の疑問もあるため、資料操作にあたっては注意を要する遺物群である。

出土遺物 (第 52～ 54図 )

床面直上の遺物、埋土中遺物、SK5上面出上の遺物に分けて解説する。
床面直上遺物 (4～ 28)

甕形土器 (4～ 6) 肩部がやや張る球形の胴部に、短 く外傾する日縁部をもつ。 4・ 5
は日縁上部がわずかに内湾し、 6は外反する。日縁端部内傾及び著しい肥厚はしない。内面

は頸部屈曲部下端以下をヘラ削りする。頸部内面は弱い稜をもつ。
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檸味高木遺跡
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第51図 SB5測 量 図

壷形土器 (7～ 16) 小型品は、胴下半部が締まるものと(3)、 胴部がふくらみをもつも

の (9。 10。 11。 13・ 15)がある。日径は、胴部最下径に近い値をとる。中型品は、肩部が、

わずかに張る球形状の体部をもつ16がある。

鉢 。椀形土器 (17・ 18) 17は鉢形土器小型品である。外傾して立ち上がり、日縁部は先

細りする。18は椀形土器である。内湾して立ち上がる体部と口縁部をもつ。底部外面に葉脈

の痕が残る。

-88-



調 査 の 概 要

6

0                     10                   20Cm
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第52図  SB 5出 土遺物実測図 (1)
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o                       lo                     20Cm

(S=1:4)

第53図  SB 5出上遺物実測図 (2)
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調 査 の 概 要

44                 45
o                    lo                  20Cm

(S=I:4)

SB5埋 土 。SK 5上面出土遺物実測図

-91-



構味高木遺跡

高 JTh形土器 (19～ 28) 不部は、底部と体部の接合部 (以下、接合部と記す)の形状によ

り三分類できる。A:接合部が段 となるもの19。 20 B:接 合部で屈曲するもの21・ 22 C
i不底部よりゆるやかに外傾外反 して立ち上がるもの23である。口縁上端部内面は、ナデに

よりわずかに内湾する。lTh底部には充填技法が使用されるものがある19。 20。 24。

脚部は、低脚で柱部が三角錐を呈する。裾部は長い。裾部は外反 して開くもの24・ 26と 内

湾 して開くもの27がある。28は小型品の小片である。三角形を呈する柱部に、短 く外反する

裾部がつ く。

埋土出土遺物 (29～ 37)

高辱形土器 (29～ 37) lTh部は、接合部が有段の29～ 32、 接合部が稜の33がある。 29。 31・

33は 日縁端部が外反 し、30は外傾する。lTh底部は充填技法が30・ 35にみられる。脚部は、三

角錐を呈 し、大きく開く裾部をもつ。内面の柱裾部境に稜をもつ。

SK5上 面出土遺物 (38～ 46)

椀形土器 (38) 38は丸底の小さい底部に、わずかに外反する口縁部をもつ。

高郭形土器 (39～ 46) 不都は、接合部に丸みのある段をもつ40。 39は S K5(53)と 同一イ回

体の可能性がある。脚部は、細身の三角錐を呈 し、内湾 して開 く裾部をもつ。内面の柱部 と

裾部境には稜をもち、柱部内面はヨコヘラ削 りである。42は充填技法である。44は柱天丼部

が貫通 している。46は扁平な三角錐を呈する柱部に、短 く開く裾部をもつ。

時期 :出土遺物は、全体的に古墳時代中期の範囲に入るものである。出土状況より、特に、

床面出土品は、本住居址の廃棄時に伴う可能性が高い。よって、本住居址の時期は、古墳時

代中期 (中葉か)と考える。

修)溝状遺構 候 26)

本調査において確認された溝は2条である。両者とも第Ⅳ層上面での検出である。各溝に

関する詳細は表26に記す。

(3)土羨 俵 27)

本調査において確認された土羨は 7基である。 SKl・ 2・ 4・ 5は第Ⅳ層上面での検出
であり、 SK3は SB3内 、 SK6は SB5内 に伴うものである。 SKl・ 2・ 4は覆上は
異なるが、ほぼ同規模の長方形状土羨である。特筆すべき土墳は SB5号 住居址と重複する
SK5で ある。

上境 SK5(第 55図 )

調査区北東隅C5区に位置する。南半部は SB5号 住居址と重複するが、その切 り合い関
係は判断 しえなかった。平面形は円形を呈するものと考えられ、規模は径1.lm、 深さ10cmを

測る。断面形はU字状を呈している。床面は硬 く、ほぼ平坦である。覆土は黒褐色シル トー
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調 査 の 概 要

層である。

遺物は、出土地点より二群に分かれる。床面直上ないし床面付近で出上 したものと、埋土

中であるが SB5の 床面 レベルに近い地点で出土 したものである。後者のなかの53は、 SB
5第 54図 39と 同一イ回体の可能性があるものである。

出土遺物 (第 56・ 57図 )

床面直上ないし床面付面付近出土遺物 (47～ 52)

甕形上器 (47) 47は 肩の張 りが弱く、内湾 して立ち上がる日縁部をもつ。日縁端部は内

傾する。内面は、削 りの後ナデと刷毛目調整である。外面は雑な刷毛 目調整である。

壼形土器 (48)48は小型品である。扁平な体部に外傾 して長 く伸びる日縁部をもつ。

高不形土器 (49～ 52)49は床面直上のもので、50～ 52はやや浮離 した地点の出土である。
lTx部は丸みをもって内湾 して立ち上がる体部に外反する日頸部をもつ。49。 50は接合部に段

をもつ。52は脚部片である。細 く締まる柱部に、水平近 く曲がる内湾する裾部をもつ。

H  40′ 000m

0       1      2m

(S=|:60)

第55図  SK5測 量 図
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檸 味高木遺 跡

o                      lo                    20Cm

(S=I:4)

第56図  SK 5出 土遺物実測図

埋土上部出土遺物 (53～ 62)

甕形土器 (53～ 57) 53・ 54は大型品である。内湾する日縁部と内傾する日縁端部をもつ。

53は内面に↓旨頭痕を、54は刷毛目を残す。55はやや器壁が薄 く、内面にケズリ痕を顕著に残

す。56・ 57は中型品である。胴部が長胴となるものである。日縁端部は九みのある「コ」宇

状に仕上げる。

壷形土器 (58) 58は小型品である。扁平な体部は、内面にナデ度を残す。

高郭形土器 (59～ 62) 59は大型品の破片である。屈曲部に丸みのある段をもち、外反す

る日縁部をもつ。60は一部を欠くが、完形に近いものである。屈曲部に段をもち、内湾して

立ち上がり、日縁部はわずかに外反する。61・ 62は脚部片である。

SK5関連遺物 (63・ 64)

63は埋土から出上した甕形土器片である。内湾 して立ち上がる日縁部は、端面が内傾する。

64は、 SK5と SK7の境で出上した高邪形土器片である。三角錐を呈した柱部に、短 く内

湾して開く裾部をもつ。

時期 :床面出上の遺物と埋土中出上の遺物に、大きな時期差はないと考える。出土遺物は

5世紀中～後葉に比定されるものであり、本遺構の廃棄・埋没時期も5世紀中～後葉に考え

ておく。

52
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第57図  SK5埋 土・ SK5関連出土遺物実測図

-95-



檸味高木遺跡

土境 SK7(第 58図 )

遺物は、床面上より完形に近いものが 3点出土した。

出土遺物 (65～ 67) 65は三形土器である。内湾 して立ち上がる頸部に、外反する日縁部

をもつ。肩部は張 り、内面はケズリと指頭痕 を残す。66は椀形土器である。内湾 して直立 ぎ

みに立ち上がる体部に、外反する口縁部がつく。67は内湾する細い柱部に、外反する長い裾

部をもつ。円子しを3ケ所に穿つ。本遺跡出土の土師器の高ITX形土器では唯一の円子しを穿つ高

邪脚部である。

時期 :出土遺物が床面上で、完形に近いことより、出土遺物の特徴より5世紀後半に廃棄・

埋没したものと考える。

ψV                0                10               20Cm

(S=|:4)

第58図  SK7出 土遺物実測図

催)そ の他の遺構 と遺物

本調査において確認された柱穴は270基である。いずれも第Ⅳ層上面での検出である。柱穴

中からの遺物の出土はあまりみられない。他に調査区南東隅にて不定形土羨 (SXl)を検

出した。規模は、現存南東幅1.2m、 東西幅 2m、 深さ25cllaを 測る。内部は2段掘りになって

おり、覆土は粘性の強い褐色シルトー層である。遺物の出土はまったくなく、時期やその性

格は不明。

4.小結

(1)弥生時代

弥生時代と特定できる遺構はない。出土遺物は少量で中期中葉、後期後葉の破片が包合層

と遺構埋土より出上した。これ等の資料は、当地周辺に同時期の生活関連遺構が存在してい

たことを示唆する資料である。

修)古墳時代

竪穴式住居址は全て古墳時代の築造と考えられた。確実に時期を特定できたのは、SB2・

3・ 5で中期のものである。他は、前期の遺物の出上はないため、中期以降の可能性が高い。
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調 査 の 概 要

竪穴式住居址を概観すると、平面形は四角形プランで、主柱穴は SB5。 6では四本柱、他

は柱穴が未検出であった。壁体溝は、 SBl・ 2■ 5・ 7で検出された。このうちSB2・

5。 7は溝中に小ピットが検出された。さらにSB5で は、床面に無数の小ピットが検出さ

れた。壁体内側を巡る小ピットは、松山大学構内追跡 2次調査〔梅木謙- 1991〕 、道後今市

遺跡 6次調査〔梅木・宮内 1991〕 等、松山平野の竪穴式住居址に散見できる構築物である。

出土遺物として注目されるのは、 SB5。 SK5出上の上器群である。
SB5では、小型丸底壷は日径が体部径と等しいかやや小さくなる形態をとる。高lTh形土

器は直線的に外傾し、J7X屈曲部に明瞭な稜をもち、脚部は短 く三角錐形を呈するものがある。

SK5は、小型壺は長頸で、日径が体部径より小さいものである。高JTh形土器は、丸みを
もって内湾して立ち上がり、小さく折 り曲げる日縁部をもつ形態をとる。

SB5と SK5出 土品を比較するとSB5が SK5よ りも型式学的に古いことが矢日れる。
SB5。 SK5出 土品は一括性が高い資料であり、松山平野の上師器研究の好資料になる

ものである。

以上、衛単に調査の報告を行った。 SB5・ SK5は調査時に何度も切 り合い関係を検索
したが判断できなかった。また、 SB4も 幾つかの切 り合いないし改築が行われていた可能
性を部分的に確認したものの、その全様を把握することができなかった。

周囲にある檸味四反地遺跡、構味立添遺跡、桑原西稲葉遺跡との関連は第13章にて行うが、

本調査とも共通することは、弥生時代遺物は出土するが遺構が未検出であることがあげられ

る。いずれの遺跡とも弥生土器は少量・小片の出土状況にあることより、東方域である畑寺・

東野の山麓～檸味遺跡 (愛媛大学農学部構内)地域に弥生時代集落が存在していた可能性が

高いと考えている。同地域は、近年宅地開発が激化してきた土地でもあり、充分な調査が必

要とされるだろう。
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博味高木遺跡

遺構・遺物一覧 (遺構一覧 :宮内慎一、遺物観察表 :梅木謙―・水口あをい)

(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

(3)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。 例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→

柱部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、
密→精製土。 ( )中 の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 例)砂・

長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒・長石を多く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

●表25 竪穴式住居址一覧

穴

醐

堅
工
κ
〕

時  期 平面形
規 模

長さ×幅×深さ(m)

穴

，

柱

本

三ヽ

′く

内 部 施 設
周壁溝 備    考

高床 上 境 炉 カマト

7 古墳中期 隅 丸 方 形 35× 29× O05 O SB3・ 6に切られる

6 古墳中期 隅 丸 方 形 35X25× O07 SB5に切られSB7を切る

5 古墳中期 隅 丸 方 形 54X49× 015 ○ ○ SB6を切る SK5と重複

2 古墳中期 隅 丸 方 形 29× 23× 010 ○

3 古墳中期 隅丸長方形 47× 29× O05 ○ SB7を切る

I 古増後期 隅 丸 方 形 40X37X015 溝

4 不   明 不    明 溝

。表26 溝一覧

溝

ＳＤ
地  区 断面形

規      模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備    考 時  期

D2 皿 状 080× 040X010 褐色シル ト 不 明

E3～ E4 皿  状 150× 080× 013 褐色ンル ト 不 明

。表27 土境一覧

墳

ＫＩ

土

偽
地 区 平面形 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)

埋  土
(シ ,レ ト)

出上遺物 備  考 時  期

| D2 隅丸長方形 皿 状 暗褐色 不   明

D2 隅丸長方形 皿 状 暗褐色 不   明

C2 円   形 橋鉢状 13× 13× 025 暗褐色 SB3内 不   明

4 C2 隅丸長方形 皿 】大 17× 13× 020 茶褐色 不   明

5 C5 円   形 日字状 1 lXl lX0 10 黒褐色 土 師 SB5と 重複 古墳中期

6 D5 惰 円 形 皿 状 黒褐色 土  師 SB5内 古墳前期

7 C5 円   形 皿  状 04X04X020 黒褐色 土  師 SK5と 重複 古墳中期
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●表29 SB5出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

。表28 S B6出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

| 褒 日径 (241)

わずかに内湾する日縁部。

端部は丸みのある「コ」字

状。

①―ヨヨナデ
⑩ 一磨減の為不明

①―ヨヨナデ
⑪一ヘラケズリ

石・長 (1～ 5)

銀ウンモ

○

2 鉢

日径 (142)

器高 50
底径 (34)

内湾する日縁部。端部は

丸い。丸みのある平底。

%の残存。

ナ デ ナ デ
石・長 (1～ 3)

◎

3 鉢 底径 46
平底。粘上紐の巻 き上げ

による成形。巻き上げ痕

IHE者。

指頭圧痕顕者 指頭圧度飯著
石・長 (1～ 3)

◎
黒斑

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

4 褻 口径 (154)

強 く張る肩都。 口縁部は

わずかに内湾。端部は外

方にわずかに突出する。

◎―ヨコナデ

⑪一タサ

O―ヨヨナデ
∽ ―ケズリ→ナデ

⑩ ―ケズリ

砂粒 (1～ 2)

金

◎

5 甕 口径 (144)

内湾 してたちあがる日縁

部。端部は丸 く、一部やや

面をもち内傾。/残存。

①―ココナデ

⑩一ハケ

“

本/1cn
O庁ヨコハケ→ヨコナデ
⑪トナデ

石・長 (1～ 3)

金

◎

6 甕 口径 (156)

内湾 して、外反する口縁

部。端部は一部内側に肥

厚する。小片。

ヨヨナデ

石・長 (1-3)

金

◎

7
小 型
丸底壺

日径

口縁部はわずかに外反す

る。端部は丸い。外面に

接合痕を残す。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎

8
小 型
丸底壺

日径  78

器高  79

肩部が強く張り、底部は尖

底状になる。日縁部はや

や内湾 し、端部は先細 り。

③―ヨヨナデ

⑩―磨滅の為不明
ヨコナデ

石。長 (1～ 4)

○

9
小 型
丸底壷

日径 88
器高 82

完形。口縁部は内湾 し外

反する。端部は先細 り。

①―ヨコナデ

⑩―磨減の為不明

① ―ヨコナデ

⊂⊃―ヨヨナデ

⑩ 一板ナデ

石・長(1-3)

◎

小 型
丸底壷

日径 795

器高 80

完形。胴下半部が張る。

内湾する日縁部。端部は

丸い。器壁厚い。

①―ヨコナデ
◎ 一磨滅の為不明

○―ヨヨナデ
砂粒(1-2)

黒ウンモ

◎

黒斑

小 型
丸底壷

口径 96
内湾する長い口縁部。

端部は先細 り。器壁薄ヤ
ヨヨナデ ヨヨナデ

密

◎

小 型
丸底壷

残高 55
胴最大径以下ヘラ肖1り 。

削 り後未調整。器壁厚い。

廻⊃―ナデ

ω ―ケズリ→ナデ
ナ デ

密

◎

小 型
丸底壷

残高 60
肩部が強 く張る。

器壁厚い。内面に木 日痕。

∽ ―ヨコナデ

⑩ ―ナデ
板ナデ

密

◎

型

壺底

小

丸
口径  96

肩都が強 く張る。日縁部

は長 く内湾する。端部は

丸い。器壁厚い。

○―ヨヨナデ

⑩―ハケ
O―ハケ

⑩―ナデ

密

◎

小 型
丸底壺

日径 i09

器高 103

肩部は強く張り、胴下半

はすはまる。口縁部は長

く内湾。端部は先細り。

③―ヨヨナデ

⑩一板ナデ

◎―ヨヨナデ
⑩―ナデ

密

③
黒 斑
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SB5出土遺物観察表 土製品

。表30 SB5埋土出土遺物観察表 土製品

博味高木遺跡

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

一堕 残高 ユ50
肩部が張り、底部はやや

広めの丸底。内面はす旨頭

痕が全面に残る。

磨減の為不明 ナ デ

密

◎

鉢

日径 100

器高 51
底径 (43)

日縁部はわずかに外傾す

る。端都は平坦な部分と

丸い部分がある。

ヨコチ デ ヨコナデ
石・長 (1～ 2)

◎
黒斑

鉢

日径 108

器高 48
底径 60

内湾する日縁部。端部は

丸い。底部は広い平底で

木葉の痕がつ く。

⑥―ヨコナデ
⑩―ナデ
⑥ ―葉脈痕顕著

◎―ヨヨナデ

⑩―ナデ

密

金

◎

黒斑 45

高17N
日径 169

器高 128

底径 107

完形で不屈曲部は段をも

つ。日縁部はわすかに内

湾。裾部壁厚い。

O― ヨコナデ
他は磨減の為不明

①―ヨヨナデ

①―ヘラケズリ
他は磨減の為不明

石・長(1-5)

◎

高 lTN 口径 269

不屈曲部は段をもつ。

日縁部わすかに外反。

端部丸みのあるコ字状。

O―ハケ→ヨコナデ
⑬―ハケ6本/1cn

O―ハケ
①―ナテ

石。長

○
黒斑

高辱 口径 (202)

不屈曲部は強 くナデられ

凹みとなる。日縁都わず

かに外反。 %残存。

磨減の為不明 磨減の為不明

石・長 (1-2)

金

◎

高 I17N 口径 (160)

邪屈曲部は段をもたない。

口縁部外傾 し、内湾。

端部丸い。 i■は大い。

磨減の為不明
④―磨減の為不明
①―ナデ

石 長 (1～ 2)

◎
黒 斑

高ITN 残高 67
不底一体部の接合部より

下位に屈曲部をもつ。接

合部は、やや凹む。

◎―ヨヨナデ
⑮―ナデ

①―ヨコナデ
⑥―ナデ

石・長 (1～ 2)

金

③

高不 底径 6

大型品。年底部は広 く、

擬 口縁を看守。柱部は大

く裾部は短い。充填。

◎―ハケ0本/1cn
① 一ハケ (9本/1cm)

⑧―ヘラケズリ
⑬一ハケ0本 /1cm)

石。長 (1～ 5)

金

◎

高不 残高 85
指 し込み技法。充壊柱部

は粘土紐のまき上げ。

不一裾部境不明。

磨減の為不明 ナ デ

石・長 (1～ 2)

金

◎

高 lTN 底径 (128)

不底部やや丸い。柱部は

よくらみ、やや長い裾部

をもつ。充壊。

⑧ 一磨減の為不明

⑧―ハケ

“

本/1cm)

⑧―ナデ
①一ヘラクズリ
①―ヨヨナデ

石。長 (1～ 3)

金

○

高不 底径 120
界底部は丸い。裾部は,μ

吉に長 く内湾する。
磨減の為不明 磨減の為不明

石・長(1-3)

◎

高 17N 底径 (88)
脚台の可能性もある。

短 く、厚い裾部。小片。
磨滅の為不明 磨滅の為不明

石・長 (1～ 2)

金

○

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

高邦 日径 (154)

邪屈曲部に段。内湾 して

外反する日縁部。端部は

丸 くIBい。月ヽ片。

ヨコナテ ヨヨナデ

密

金

○

高不 日径 172

lTN屈曲部は指頭痕が残 り

段をもつ。日縁部はやや

内湾する。端部先細り。

①―ハケ0本/1cn
⑬ ―磨減の為不明

磨減の為不明
砂粒

○
黒 斑

高邪 日径 (153)

lTN屈 曲部は、わずかに段

となる。日縁部は外反す

る。日縁端部は丸〈imる 。

ヨヨナデ
密

◎
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遺 物 観 察 表

S B5埋土出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (Cm) 形 態・ 施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図 版

外 面 面内

高不 残高 40 磨減の為不明 磨減の為不明
石・長(1-2)

◎

高邸 口径 (169)

邦属曲部は稜 となる。

日縁部は外反する。端部

は先細 り。一部欠。

磨滅の為不明 磨減の為不明
石。長 (1～ 3)

○

高邪 底径 107
59の不部が同一個体か。

組み合わせ技法。裾部 ld

内湾する。

磨減の為不明
⑧―ヘラケズリ

①―ヨヨナデ
密

○

高邦 残高 77
組み合わせ技法。柱一裾

境の内面に稜をもつ。器

壁は厚い。

磨滅の為不明 磨減の為不明

石。長 (1～ 5)

金

◎

高不 残高 64
三角錐状の柱部。柱一裾

境の内面に稜あり。シポ

リ痕。指 し込み技法。

ナ デ ナデ
密

◎
黒斑

高不 残高 55
指 し込み技法。なだらか

に傾斜する柱部。小片。
ガキ

砂粒

◎

。表31 S K5上 面出土遣物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

鉢
日径 114

器高  53

丸底でやや広い底部。日

縁部はゆるやかに外反q

端部は丸い。

O…ヨヨナデ
⑩―ナデ

O―ヨヨナデ

⑩―ナデ
密

◎

高邪 口径 (214)

不屈曲部は考旨頭痕が残 り

わずかに段をもつ。日縁

部は外反。%の 残存。

磨滅の為不明 磨滅の為不明
密

◎

高邦 残高 40
郭屈曲部は丸みある段。

郷底部は丸みあり。

%の残存。

磨滅の為不明 磨減の為不明

砂粒 (1～ 2)

金

○

高郎 残高 29
辱屈曲部はわずかに段を

もつ。大型品の小片。
ヨコナデ ケヽ→ヨヨナデ

砂粒

○

高不 残高 44 指 し込み技法。充壊。 ナデ
石・長 (1～ 2)

◎

高lTN 底径 (112)

裾部は長 く、内湾する。

柱外面上部に放射状の刻

目あり。

磨減の為不明
⑧一ヘラケズリ

④―ヨヨナデ

密

◎

高郭 底径 101
短 く、やや内湾 し、厚めの

裾部。柱天丼部に径 3 mm

の焼成前小円孔 lヶ 。

磨滅の為不明
⑧一ヘラケズリ

④―ヨコナデ
石・長 (1～ 4)

○

高ネ 底径 98
短 く、やや内湾し、厚め

の裾部。
ナデ

⑧一ヘラケズリ

④―ヨヨナデ

石・長 (1～ 2)

金

○

高不 底径 (136)

太 く、大きく内湾する柱

部。短 く、内湾 し、やや

厚い裾部。 %の残存。

ケヽ→ナデ
⑧一ヘラケズリ

⑬―ヨヨナデ
石・長 (1～ 2)

◎
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●表32 S K5出 土遣物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図 版
面 内 面

嬰 日径 (178)

内湾する口縁部。端部は

内傾する。41と 同一個体

の可能性あり

①―ヨヨナデ
⑪ ハケ●本/1c→

①―ヨヨナデ

⑩―ハケ9本/1cω

石 。長 (1-2)

金

○

壷
径

高

口

器

扁平な体都。 日縁部は長

く外傾。端部は先4Rり 。

一部を欠 く。

ケヽ(7本/1cm) ナデ

粒砂

金

◎

高率 日径 (146)

不屈曲部はわずかに段 と

なる。外反する日縁端部

は丸 く細る。

ヨヨナデ ヨコナデ
石・長 (1～ 2)

◎

高jfN 口径 (153)

郭屈曲部は不底部側が凹

んで段となる。日縁は外

反 し、丸く細い。%残。

ヨヨナデ ヨヨナデ

石・長 (1～ 3)

金

◎

高不 底径 (122)

長く外反する裾部。柱―

裾部境の肉面に弱い稜あ

り。小片。

ナデ ⑬一ハケ→ナテ
石・長(1-2)

○

高17N 残高 65
直立 ぎみの柱部。

短 く内湾する厚い裾部。
磨減の為不明 ヘラケズリ

密

○

●表33 S K5埋 土出土遺物観察表 土製品

檸 味高 木遺 跡

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 画 内 面

褻 日径 (184)

内湾する日縁部。端部は

内傾する。内面は指頭痕

顕者。

①―コヨナデ

⑪―ナデ
③―ヨコナデ

⑩―ナデ

石・長 (1～ 3)

金

○

甕 口径 (173)

内湾する口縁部。端部は

内傾する。顎部に稜をも

たない。%の残存。

①―ヨヨナデ

⑩一ハケ
③―ヨヨナテ

⑩―ハケ

石。長 (1～ 2)

黒ウンモ

○

裂 日径 (162)

磨減著 しい。外反する日

縁都。端都わずかに外方

に突出する。%残存。
磨減の為不明

Θ―ナデ

⑩―ヘラケズリ
石・長 (1～ 4)

◎
黒斑

甕 日径

外反する日縁部。端部丸

く一部平坦部分あり。

内面接合痕あり。

①―ヨヨナデ

⑩―ハケ(5本/6mm)

◎―ヨヨナデ
⑪―ナデ
⑩―ヘラケズリ

石・長 (1～ 3)

金

○

黒斑

甕 口径 (178)

磨減著 しい。内湾するロ

縁部。端部はコ字状で、

やや内傾。

磨滅の為不明 磨滅の為不明
石・長 (1～ 3)

○

壷 残高 60
肩部が強 く張る。胴都削

りの可能性 もある。内面

は接合痕が残 る。

磨減の為不明 ナ デ

密

◎
黒斑

高郭 日径 (224)

不屈曲部は丸みのある段。

深い邦部。

端部ややうすく丸い。

ケヽーヨヨナデ ケヽ→ ヨコナデ
密

◎

高邦

日径 151

器高 117

底径 102

邪屈曲部はわずかに段を

なす。裾部はやや長く、

内湾する。

④―ヨコナデ
①―ヨヨナテ

⑩―ナデ
石・長(1-8)

◎
黒斑

高邪 残高 82
不部はやや大 きい底。

脚部は三角錐状を呈す。

器壁が厚い。

○―ヨヨナデ
①―磨滅の為不明

⑧―ナデ

⑧―ヘラケズリ

密

○

高辱 底径 i04
直立 ぎみの柱部。やや長

い裾部。組み合わせ式。
磨減の為不明

③―ナデ上げ

④―ヨヨナデ

石・長 (1～ 2)

○
黒斑
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遺 物 観 察 表

。表34 SK5関連出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 画 内 面

甕 口径 (170)

やや内湾する日縁部。

端部は内傾する。頸部に

稜をもたない。%残存。

ヨコナデ ヨコナデ

石・長 (1～ 3)

金

○

高lTN 口径 (171)

杯下端に接合の際の擬口

縁を看取。外反する日縁

部。%の残存。

ヨコナデ ヨヨナデ
石。長(1-4)

◎

。表33 S K7出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

壷 日径 100
肩部が張る。内湾する長

い日縁部。端部先細 り。

○―ヨヨナデ
⑪卜磨減の為不明

③―ヨヨナデ

⑤―ナデ上げ

⑮―ヘラケズリ

石・長 (1～ 4)

金

○

鉢
径

高

日

器

わずかに外反する日縁部。

端部は先細り。丸底。
磨滅の為不明 磨滅の為不明

石。長 (1～ 3)

◎

高lTN 底径 96
直立ぎみの柱部。大 きく

長い裾部。柱下部に径 1

cla大 の円子し3ヶ 。

磨減の為不明 磨滅の為不明
密

◎
黒斑
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調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査 に至 る経緯  1987(昭和62)年 12月 、川添政子氏より、松山市博味 4丁 目204番 1

・204番 4における宅地開発にあたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会

文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地『81檸味遺物包含地』内にあり、これまでに

も周辺の地域で調査が実施されており、周知の遺跡として知られている。同包合地内では、

檸味遺跡 (愛媛大学農学部構内)〔宮本一夫 1989〕 があり、弥生時代前期から中世までの

集落関連遺構と遺物を確認している。

周辺には、弥生時代の石手川以北の拠点的集落である文京遺跡 〔西田栄他 1976〕 、弥生時

代から古墳時代の小坂釜の口遺跡 〔岸・長井・大山 1973〕 、桑原遺物包合地、 5C後半とさ

れる前方後円墳の経石山古墳 (第 9章)〔森光晴 1986〕 、同じく6C代の前方後円墳である

三島神社古墳〔岸・森 。長井 1972〕 、 6C代前半東野お茶屋台古墳群〔森光晴 1986〕 などが

知られている。

これ等のことから、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格

を確認するため、1987(昭和62)年 12月 に文化教育課は試掘調査を実施 した。

試掘調査の結果、土師器・須恵器を合む遺物包合層と落ち込みを検出し、当該地に古墳時

代から中世に至る遺構・遺物の存在が明らかになった。

この結果を受け、文化教育課・川添政子・越智住宅産業株式会社三者は、遺跡の取扱いに

ついて協議を行い、宅地開発によって失われる遺構について記録保存のため発掘調査を実施

することとなった。発掘調査は古墳時代から中世における当該地及び周辺地域の集落構造解

明を主目的とし、文化教育課が主体となり、川添政子・越智住宅産業株式会社両者の協力の

もと1988(昭和63)年 4月 1日 に開始 した。

修)調査組織

調 査 地 松山市博味 4丁 目204番 1・ 204呑 4

遺 跡 名 檸味四反地遺跡

調査期間 野外調査 1988(昭和63)年 4月 1日 ～同年 6月 21日

調査面積 1,500m2

調査委託 川添政子 調査協力 越智住宅産業株式会社

調査担当 調査員   梅木 謙一

調査補助員 宮内 慎一、山之内志郎

作 業 員 川井  正、高岡 二郎、田中 国広、玉井 光重、松岡 文一、三江 正則、
山本 富明、古屋 明寿、吉田 智宏、谷久 広之、森田 利恵、松本美知子、

越智美代子、渡部美代子、黒田 令子、山本 好枝
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檸味四反地遺跡

2.層位 (第59図 )

本調査地は、南北幅75mに及び、北辺の微高地端部から南へ向け緩やかに傾斜している。

基本層位は、地表から順に、第 I層が水田耕作土層、第H層が水田床土層である。第Ⅲ層

が黒褐色シル ト層で、第Ⅲ層上面が遺構面となる。第Ⅳ層が責褐色シル ト層、第 V層が砂礫

層である。第Ⅳ層より下位の層は、土層図に示す通りである。第 I層 。第H層 は、約40cmの

厚さを測り、第Ⅲ層が約20～ 30cmの遺物包合層であった。第Ⅲ層は、弥生時代以前に形成さ

れており、少なくとも弥生時代から中世まで存続した遺構面であると推定される。第Ⅳ層以

下は無遺物層で、土層堆積は安定しておらず、正確な時期は判断しにくいが、弥生時代以前

に堆積したものと堆定される。また、(1)地理的環境で前述した通り、調査区北西隅において

AT火山灰土を検出した。検出地点は、調査区北西隅の土層観察用に深掘 りした地点である。
層位的には、第Ⅳ層と第 7層及び第 9。 10層の間の、地表から80～ 90cm、 9o～ 110cmの二層に

わたって確認した。それ以外の地点では確認していないことから、博味遺跡と同様に安定 し

た堆積ではないと考えられる。

3.調査の概要 (遺構と遺物)

主要な遺構は、落ち込み、旧河川、溝状遺構 3条、土羨 1基、ピット74基などがあげられ

る。全て第Ⅲ層から掘 り込まれ、第Ⅳ層に及んでいる。

(1)落ち こみ (第60図 )

落ち込みは調査区北端で検出され、検出された部分だけでも東西方向に16mを越えるもの

である。当初は南肩のみを検出していたが、調査区北西隅を拡張することによって、幅約 2

mを 測ることが明らかになった。ほぼ東西方向を主軸にもち、淡責色粘土が堆積 していた。

本遺構からは須恵器片が小量出上している。

(2)十日1可)||(第 60図 )

この遺構は、一時的な氾濫というよりは、数次の氾濫によって堆積した河,IIの跡であると

推定している。底面はほぼ平坦であるが、中央部付近はやや深 くなる。堆積土層は、粗砂を

合む砂礫層と黒褐色粘質上の互層で形成されている。東西方向へ流れるこの旧河川からは、

主に土師器 。須恵器の流入がみられた (第 63図 4～ lo)。 須恵器の種類には、JTh蓋・無蓋高邪

・醒・高JTh脚部・高台付郭身・甕口頸部などがあり、これらの陶邑編年H～Ⅲ型式段階に併

行する須恵器が広い時期幅をもって堆積 している様子がうかがえた。
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調 査 の 概 要

S  N H 40′ 500m

I

(S=I:40)

I耕作土  H床 土 (ミ ンテ状の上器を含む) m濃 黒掲色シル ト (炭 。鉄分含む)Ⅳ 淡黄色シル ト
5灰色砂  6濃 黄色シル ト十砂レキ±  7黄 灰色砂  8淡 黄色砂質±  9淡 茶褐色砂質上 (微砂 )
10淡黄灰色シル ト II灰色砂  2淡 黄灰色砂  13淡茶褐色粘土 (鉄分含む) 14明 黄灰色砂
15黄灰色砂 (5～ 10Cm大の礫多し) 16黄灰色砂  17淡黒掲色砂  18 AT人山灰

第 59図  西壁土層図 (東 よ り)

(3)溝状遺構

SD-1(第 61図 。図版52)

溝 SD-1は 、調査区やや南寄りに検出した溝である。ほぼ東西に主軸をもち、長さ4.3m、

幅1.3m、 深さ0。 35mを測り、断面形は凹レンズ状を呈している。溝の東端は検出されている

が、西端は調査区範囲外まで伸びている。溝の東端から約 5m西のところで一段,表 くなり、

また西へ向かってゆるやかに深 くなる。溝内の堆積は単層で、微砂を合む嗜茶褐色粘質土で

埋没している。土層の堆積状況から、ほぼ一時期の堆積であると思われる。

遺物は、土師器片が溝のやや上層から一点出上したのみで、それ以外の出土遺物は認めら

れなかった。このため、この溝の時期は、土器が示す時期 と同一であると考えられ、10世紀

代に位置づけられる。

第61図 1は、日径13.2cm、 器高4.3cmを測るほぼ完形品である。形態は、底部より直線的に

立ち上がり日縁部に至るもので、日縁端部を丸く仕上げる。成形手法は、ロクロ成形し、底

部は回転ヘラ切 りによる。内面は、回転ナデ調整が施され、内面口縁直下に凸面がみられる。

日縁部外面は回転ヘラ削り調整される。色調は暗赤褐色を呈し、焼成は良好である。

SD-3(第 62図・図版54)

調査区最南端の溝 SD-3は 、規模確認に努めたが、両端共に調査区外である。この溝は、

わずかに円弧を描 くように南側を内側にして曲がり、東から南西へ曲がるに連れてやがて幅

に広がりを持っている。東北東から西南西方向に主軸をとり、長さ11.5m、 幅2.8m、 深さ0.
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檸味四反地遺跡

25mを測る。溝の幅に対して深さは浅く、その底部はなだらかにレンズ状を呈しているが、

西へ向かいやや深くなる。溝は第Ⅳ層を掘削しており、灰色粗砂を主体とした薄い層が、黒

褐色粘質土層の底部付近に堆積している状況が確認された。調査区南西隅の床面には、握 り

挙大～人頭大の円礫の累積がみられた。これらの状況から判断して、ほぼ一時期の堆積によ

る旧河,IIと もとれ、坦土は河,II堆積層と考えられる。

遺物は、土師器・須恵器などが溝のやや上層から出土している。これらの中で実測可能な

種類として、土師器jThと 土師器皿とがあげられる (第62図 2,3)。 2は土師器の邪である。

日径13.Ocm、 器高4.Ocmを 測る。形態は底部より外方へ向かって広がり、日縁部でやや外反す

る。日縁端部は丸く仕上げられる。全体の約 3分の 1を 欠失している。成形手法は、ロクロ

により成形し、底部は回転ヘラ切 りによって切 り離されたのち、ヨコナデ調整が施されてい

る。また内外面共にヨヨナデによる調整が施され、内面口縁部直下にはススが付着している。

底部外面には粘土巻き上げ痕跡がみられる。色調は、内面が明褐色、外面が淡責褐色をして

いる。胎土は密で、焼成は良好である。

3は土師器の皿である。日径12.6cm、 器高2.Ocmを測る。形態は、器高に比して径の大きな

底部から、浅く斜め外方へ開く体部を呈する。日縁端部は丸く仕上げられる。全体の約半分

を欠失している。成形手法は、ロクロにより成形した後、底部に回転ヘラ削りを行った後、

ヨコナデ調整が施されている。また内外面共に、ヨヨナデによる丁寧な調整が施されている。

色調は淡責色、胎土は密で、焼成は良好である。

上述 した 2点の上師器以外にも、同様の皿や郎が出上している。しかし県内における、中

世土器の時期差による形態や法量の確定化が不十分であるため、同一時期の資料として取 り

扱ってよいものかどうかは不明である。愛媛県の中世土器研究を積極的に行っている中野良

一氏の研究では、愛媛県では、11世紀後半代の上師器椀に、 (底部)糸切 りが一部採用されて

いることを確認していることより、本遺跡出土品が、11世紀後半以前に製作さんたことが判

る。ただ土師器界の形態のみでいえば、石井幼稚園追跡と同時期の10世紀代に比定してよい

ものと思われる 〔中野 1988〕。

催)包含層出土遺物

遺構に伴わない包合層出土の遺物のうち、特筆すべきものとして、有孔円板・銭貨・緑釉

陶器他がある。

有孔円板 (16) 3.0× 2.8cmの楕円形で、厚みは0.3cmを 計る。円孔は、径0.1～ 0.2cmの 小

孔を約1.2cmの 間隔をあけて 2ヶ所に穿っている。なお、表面を丁寧に研磨 し、側面を面取 り

した痕跡がみられる。重さは6.6gで、石材は滑石である。調査区の落ち込み下層から出土し

た。
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第60図

遺構配置図
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調 査 の 概 要

第62図  SD3測量図・ 出土遺物実測図
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H～ 15 包含層

0                     10                   20Cm

(S=|:4)

旧河川・包含層 出土遺物実測図第63図
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調 査 の 概 要

(fFr yゝ//////1b///」    16

0                              5 Cm

(S=2:3)

第 64図 第Ⅲ層・ 落ち込み出土遺物実測図
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迎マz互ヮ>  20

0                              5 Cm

(S=2:3)

第65図 第Ⅲ層出土遺物実測図

銭貨 (図版56)B ll区の第Ⅳ層上面より、 3枚の銭貨が重なった状態で出上した。そのう

ち種類が判別できるのは、開元通費 1枚 と熙寧元賓 1枚の合計 2枚である。勧鋳年代は、唐

時代の開元元 (713)年、北宋時代の熙寧元 (1068)年である。前者の径が2.3cm、 内方形一

辺0,7cm、 厚みが0,lcm、 後者は2.3cm、 0.6cm、 0。 lcmを計る。

緑釉陶器 (図版56)BO区第Ⅲ層下層より出土した緑釉陶器片は、底径約9。 2cm、 残存器高

3.5cmを計り、鉢の形状をもつものと推定される。底部は張りつけによる輪状高台である。そ

の形態から、平安時代に製作されたものと推定される。

石庖丁 (17) 包合層である第Ⅲ層出土品である。 4分の 1の残存である。石材は緑泥片

岩である。刃部を磨きだしている部分がわずかに残る。

敲打具 (18)包合層である第Ⅲ層出土品である。ほぼ完存している。上下端部は平坦で、

側面に敲打痕を残す。長さ14.lcmで、重さ625gを計る。

石斧 (19) 包合層である第Ⅲ層出土品である。刃部と基部を欠く。柱状片刃石斧であろ

う。石材は緑色片岩である。

石鏃 (20) 包合層である第Ⅲ層出土品である。わずかに基部を欠く。
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小     結

4. /Jヽ糸吉

本調査では、(1)古墳時代～中世の遺構と遺物、(2)AT火 山灰を確認した。

(1)調査区中央を東から西に流れる自然流路の検出は、当地が古墳時代において未だ安定し

た土地でなかったことを示す資料となる。また、北及び南で検出した溝状遺構も古墳時代以

降のものであり、当地が古墳時代において水理に深 く関係した土地であったことが知れる。

これ等は、竪穴住居址を合め人工的構築跡の検出が少ないことと呼応するもので、当地が集

落の生産地ないし集落の境界地域であることを想定させる資料ではないだろうか。

この他、注目される遺物には、包合層出上の双子し円板と緑釉陶器片の出土があげられる。

双子し円板は松山平野では 5例 (当遺跡出土品を合む)と 少なく、貴重な資料といえる 〔相田

則美 1991〕 。緑釉陶器片は底部の小片であるが、平野内での出土例が少なく、双孔円板と同

様貴重な資料である。

(動第Ⅳ鳳下で検出した火山灰は、分析の結果AT火山灰であることを確認した。AT火山

灰は調査地oJし端部に検出が限られ、かつ小角礫や砂粒が混合された状況であることより2

次堆積のものであることが知れる。また、この検出状況は偉味遺跡 (愛媛大学農学部構内)

のものと同様であり〔宮本一夫 1990〕 、今後、周辺地域の調査が進めば検出事例は増加する

ものと考えられる。
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員会
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遺 構
。
遺 物 一 覧  (遺 構 一 覧 :宮 内 慎 一 、 遺 物 観 察 表 :梅 木 謙 ― ・ 山 之 内 志 郎 )

(1)以下の表は、本調査検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(動 遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

●)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。 例)日→口縁部、胴中→胴部中位、柱→

柱部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、

密→精製土。 ( )中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 例)砂・

長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

。表36 溝 一 覧

溝

ＳＤ
地  区 断面形

規 模

長さ×幅 X深さ(m)
埋  土 出土遺物 備   考 時  期

I A10 凹レンズ状 430X130X035 時茶褐色ンル ト 上 師 10世 紀

2 A9・ A10 皿   状 610X130X030 黒 褐 色 シル ト 土師・須恵 不   明

3 A・ BoC14 レ ン ズ 状 1150× 280× 025 黒 褐 色 シル ト 土師・須恵 10世 紀

。表37 自然流路一覧

路

耐

流

６
地  区 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備   考 時  期

I A3～ C8 レ ン ズ 状 220X150X030 砂礫 +黒褐色土 土師・須恵 古墳以降

。表38 土城一覧

銚
帥
地 区 平面形 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備  考 時  期

I C9 格円形 皿 状 2_0× 18X022 黒褐色シル ト 不   明
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。表39 旧河 ,II、包含層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 画

I 邪

H径 (132)

器高 43
底径 78

ロクロ成形。

回転ヘラ切 り。

①―ヨヨナデ

◎一回転ヘラ削り
ナ デ

砂粒 (1～ 21

◎

2 郭

口径 (130)

器高 40
底径 68

ロクロ成形。

回転ヘラ切 り。

◎―ヨヨナデ
⑧ 一回転ヘラ切り→ヨヨナデ

ヨヨナデ
密

◎

Ｄ

媒

皿

口径 (126〉

器高 20
底径 (94)

ロクロ成形。

回転ヘラ削り。

③―ヨコナデ

⑧一回転ヘラ音1り→ヨコナデ
ヨヨナデ

密

◎
SD 3

4 jTN蓋
日径 141

器高 42

口縁部は内湾 し垂下する。

日縁端部は丸 く、内lFlに

厚い。

①―ヨコナデ
〇一回転ヘラ削り

◎―ヨコナデ
〇―一部タタキ痕

密

◎

必 身 残高 35 内傾するたちあがり。
ヨコナデ

⑧一回転ヘラ削り
ヨヨナデ

密

◎

高邦
底径 (77)

残高 39
脚端部は、長 くたちあが

る。透 し孔を lヶ 看取。
ヨコナデ ヨコナデ

密

◎

7 不

径

高

底

残

ヘラ切 りの後、高台を貼

り付ける。高台は八字状

を呈する。

◎ ―ヘラ切 り→脚貼付 ナデ

密

③

高不
日径 (127)

残高 64

内湾 してたちあがる日縁

部は、端部がわずかに外

反する。

◎―ヨヨナデ

⑧―ヘラ削り

⑩―ヨヨナデ

ヨヨナデ
密

◎

蜜
口径 (166)

残高 70
日縁端部は、肥厚し、丸

みのある方形を呈す。

◎―ヨヨナデ
Θ ―平行タタキ→回転カキロ

O― ヨコナデ
Θ一円弧タタキ

密

◎

庭 残高 80
底部はヘラ削 り後ナデ調

整。円子Lは直径 1 6cm。

⑤一ヨコナデ

⑩一回転カキロ齢能・横方向)

⑬―ナデ

ヨヨナデ
密

◎

II 壷 口径 (194)
口縁端部に 3条以上の凹

線文。
ヨヨナデ ヨヨナデ

密

◎
十日河川

甕 口径 (203)

口縁端面に 2条の凹線文。

頸部に指頭押圧 しナデら

れた凸帯文。

ヨコナデ ヨヨナデ
密

◎
,日 i可チ11

壷 底径 (80) 平底。
⑩一ヘラミガキ

⑧―ナデ
磨減の為不明 恥

◎
1日 1可 ,II

甕 底径 (72) わずかに立ち上がる平底。 磨減の為不明 ナ デ

密

◎
十日,可ナ||

甕 底径 (55)
厚みのある、 くびれた平

底。
磨減の為不明 磨減の為不明

砂粒

○
十日河川

遺 物 観 察 表

-119-



●表40 皿層。落ち込み出土逸助観察表 石製品

番号 器 種 残 帝 材   質
法 量

備 考 図版
長さ(。m) 幅(Cn〉 厚さ(CII) 重さ(ω

双孔円板 はぼ完形 滑   石 0:35 6.60 落ち込み 56

石 疸.T / 繰 泥 片 着 � 申 層

蔵 打 具 ほ燎完形 4お 僑2.15 W tt H

石  斧 影 緑 !泥 片―岩 139.50 世 下 層

20 石  鉄 曝1灘寇移 サ貫カイト 1.3 013 1.18 匹 中 層

構味四反地追跡
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第 6章

ク ワ バ ラ エ ン イ ナ バ

柔原西稲葉追跡
-1次 調 査 一





調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯

1989(平成元)年 1月 、松山土建株式会社より、松山市桑原 1丁 目981-1・ 2、 982-1

・ 2に東雲短期大学学生寮を建設するに当たり、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教

育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当地は松山市が指定する埋蔵文化財包蔵地の『81檸味遺物包合地』内にあたり、これまで

にも周辺の地域で多くの調査が実施され、同知の遺跡として知られている。同包合地内では、

弥生時代から古墳時代の複合遺跡である檸味四反地遺跡・博味立添遺跡・構味高木追跡 〔梅

木謙- 1989〕 、弥生時代から中世までの生活関連遺構を検出している構味遺跡 (愛媛大学農

学部構内)〔宮本一夫 1989〕 などがある。周辺には東～南東部の丘陵地に経石山古墳 (前

方後円墳)、 三島神社古墳 〔岸・森・長井 1972〕、東野お茶屋台古墳群〔森光晴 1986〕、畑

寺竹ケ谷古墳群がある。このほか、近年の調査により桑原 。構味地域において弥生時代から

中世までの集落関連遺構を多数確認している。

これらのことなどから、当該地における理蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその

性格を確認するため、1989(平成元)年 3月 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査

の結果、土師器・須恵器を合む古墳時代の遺物包合層と土羨 4基、溝状遺構 2条、柱穴 5基

を検出し、当該地の古墳時代の集落関連遺構の存在が明かになった。

この結果を受け、文化教育課・松山土建株式会社三者は遺跡の取扱いについて協議を行い、

学生寮建設によって失われる遺構について、記録保存のため発掘調査を実施することとなっ

0                       50                     100m

(S=|:2′ 000)

第66図 調査地位置図
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桑原西稲葉遺跡

た。発掘調査は、古墳時代を主とする当該地及び周辺地域の集落構造解明を主目的とし、文

化教育課が主体となり、松山土建株式会社の協力のもと、1989(平成元)年 4月 25日 に開始

した。

修)調査組織

調 査 地 松山市桑原 1丁目981-1・ 2、 982-1・ 2

遺 跡 名 桑原西稲葉遺跡 1次調査

調査期間 野外調査 1989(平成元)年 4月 25日 ～同年 9月 30日

調査面積 2,300,96m2

調査委託 松山土建株式会社  田之内 隆
調査担当 松山市教育委員会文化教育課  調査員 梅木 謙一

調査補助員 木下公一・谷久広之・宮内慎一

作 業 員 工藤 賢稔、扶川  博、
森永 純司、宮脇 和人、
提中 健仁、山本  圭、
高橋  恒、仙波 豊子、
渡辺 竜二、森田 利恵、
山本 好枝、立木 住代、
中川 寛也、田本寸 雅愛、

岸  武弘、森田 真司、

吉田 智広、古屋 明寿、亀山 健一、亀山 泰昌、
志賀 夏行、原田 英則、鎌田 譲二、梅本 正則、
藤村 英樹、笠井 啓一、横山  茂、佐藤 健二、
福山 暁子、河本美代子、今井セツ子、向井 一成、
松本美知子、越智美代子、黒田 令子、水日あをい、
西野 貴子、森田 晶子、粟林 千恵、藤沢 真美、
田坂 嘉則、松岡 忠仁、中野  岡J、 渡部孝二郎、
濱田 哲夫、岡田 浩明、安永 浩二、上岡 光彦

日 38′ 500m

I

H

III

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

表 土 (耕作土)

黄灰色土 (水田床土)

黒褐色～黒色上

暗茶褐色土

暗茶褐色砂礫

火山灰

褐色土 (微砂層)

S=%

第67図 基本層位図
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○
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掘立IO

つ
□

0         5        10m

(S=I:300)

37′ 600m  37′ 500n 37′ 400m

第68図 遺構配置図
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桑原西稲葉遺跡 1次調査

2.層位

本遺跡は、石手川左岸の沖積世扇状地上の標高38mに立地する。

基本層位は (第67図 )、 第 1層表土 (耕作土)、 第H層責灰色土 (本田床土)、 第Ⅲ層黒褐色

～黒色土、第Ⅳ層暗茶褐色上、第V層暗茶褐色砂礫層である。第 I層及び第H層 は20～ 25cln

の厚さを測る。第H層 中には小量ではあるが、土師器片 。須恵器片が合まれる。第Ⅲ層黒褐

色～黒色土は調査区全域でみられ、厚さ25～30cmの堆積で、弥生土器 (中期・後期)、 土師器 (

古墳時代 。古代 。中世)、 須恵器 (古墳時代 。古代)を包合する。第Ⅳ層暗茶褐色土は無遺物

層で地山と呼ばれるものである。第Ⅳ層上面での地形測量では、調査区中央部が高く、南東、

北西に緩傾斜をもっている。さらには、調査区西半部において、第V層 と第III層 の間に火山

灰の堆積がみられた。厚さ約25cmで あり、火山灰及び火山灰の上下層からの遺物の出土はな

い。

遺構は第Ⅳ層上面での検出である。古墳時代から中世までの遺構を確認した。掘立柱建物

2棟、棚列 1列、溝状遺構14条 (自 然流路 9条を含む)、 土羨27基、柱穴114基 (掘立柱建物

柱穴を合む)他である。遺構はいずれも近現代の造成により遺構上部は削平されており、各

遺構の現存状況は深さ10cmに満たないものが大半である。また、遺構からは、遺物がほとん

ど出上しないために遺構の時期や性格の特定は難しい。

本調査区の中で北西隅は、第Ⅳ層暗茶褐色土堆積以前に、すでに北西に向けて緩傾斜をな

している。このため同地点の第Ⅲ層黒褐色～黒色土、及び第Ⅳ層は他の地点よりも厚い堆積

となっている。この地点が傾斜地でなくなったのは、第Ⅲ層堆積以降であり、かつ現在のよ

うな平坦地を形成するようになるのは近現代の耕地整備時以降であると考えられる。この地

点は第Ⅲ層堆積中及び堆積以後、自然流路 6条、溝状遺構 6条が形成されている。このうち最

古の流路 SD5か らは 5世紀末～ 6世紀前半の須恵器が溝底より出上している。
なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた。

3.調査の概要 に構と遺物)

(1)掘立柱建物址

I号建物址 (第69図 )

調査区南側中央に位置する。規模は3× 1間で、桁行7.23m、 梁間2.40mを測る。出土遺

物はない。時期不明。

2号建物址 (第69図 )

調査区北側中央に位置する。規模は1× 1間で、桁行2.90m、 梁間1,80mを測る。出土遺

物はない。時期不明。
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調 査 の 概 要

荼 峯

17穫

U1000′ 8ε H

Ｅ

０
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∽

〓
帥

凹
Ｈ
Ｉｌ
ｍ

拳

掘立 I

掘立 2

本           
一tu 000′ 88H

H38′ 000m

学          幸

0     1     2    3m

(S=|:80)

第69図 掘立柱建物 測量図
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修)溝状遺構 (第70。 71図 )

溝状遺構は自然流路を合め14条を検出した。調査地北西隅は、北西方向に傾斜をもち(小谷)、

自然流路が流れていたことを確認した。流路は当初は幅 8mであったものが、沖積作用の後、

小河チIIが北西部ないし南東部を流れるようになったことを確認した。北西部では少なくとも

3回 (SD6。 10・ H)、 南東部では 6回 (SDl～ 5。 8)の流れを確認した。 SD7・ 12

・ 13・ 14は断面形や埋上、流路位置より人工的な溝の可能性が高い。各溝からの遺物は少な

く、時期決定に有効な資料ではない。

SD4出土品 (12・ 25) 12は 複合口縁壷片である。複合部が欠落し、一部に擬口縁を看

取する。弥生時代後期後半。25は不身片である。日縁端部は段をもち、受部は水平に近い。

6C前葉。

陀
①
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桑原西稲葉遺跡 1次調査

SD5出 土品 (15。 23・ 27) 15は 二重口縁壼である。二重回縁部は外傾 し、日縁端部は

内傾する。 5世紀。23は JTh蓋で 1/3の 残存である。ヘラ削 りの痕が顕者。日縁部は外方に

小さく突出する。 6C。 27は lTh身 で、小片である。内傾 し、直立するたちあが りをもつ。 6

C後半。

SD7出 土品 (26。 29。 32。 33) 26は ITx身 片である。たちあがりは強 く内傾 し長い。 6

C。 29は短頸主でほぼ完形品である。日縁部は丸 くおさめ、体下半部はヘラ削 り痕を残す。

6C後半。32は台付長頸壺である。肩部は屈折 し、櫛描きの「ノ」字状文を施す。 7世紀。
33は長頸壷の体部である。扁平な体部は、肩部が丸い。 7世紀。

S D13出土品 (9) 9は 高辱形土器のlTh部片である。日縁外面に凹線文を 3条施す。弥
生時代中期後葉。

S D14出土品 (30) 30は 高台付の不片である。高台は「ハ」字状を呈 し、端面は水平となる。

8世紀。

俗)土羨 (第70図 )

27基の土羨を検出した。 SKl・ 5。 6・ 8・ 10に は埋土中に土師器片が検出されたが、

時期決定に有効な資料ではない。他の遺構は、無遺物ないし細片が小量出土したにすぎず、

時期決定はできなかった。ただし、調査地北西隅のSKl・ 2・ 5・ 6・ 7は流路が埋没し

た後に掘削されたものである。本調査地検出の土羨は、いずれもその性格は不明である。

SK6出土品 (5) 5は三形土器の日縁部分である。口縁端部は上下拡張され、端面に
凹線文を3条施す。弥生時代後期中葉。

SK8出 土品 (17) 17は 手控品である。日縁部は指によりひねりだされる。内面に指頭
痕著しい。古墳時代か。

僻)その他 の遺構 と遺 物

包合層出土品 (第 70・ 71図 )

包合層 (第Ш層)か らは、弥生時代～古代までの遺物が出土した。

弥生時代 (1～ 4・ 7・ 8・ 10。 11・ 13・ 14) 13・ 14は弥生時代後期で、他は中期後葉

のものである。

古墳時代 (16・ 24) 16は 土師器の椀で、日縁部が内湾ぎみにたちあがる。 5世紀。

飛鳥・奈良 (20～ 22。 28。 30・ 31・ 34) 高台付の邪身片が多く出上している (20～ 22・

30・ 31)。 脚端面が水平のもの (20～ 22)と わずかに外傾するもの (30'31)がある。28は底

部にヘラ記号が施される (図版63)。 34は長頸壺片で、肩部は丸みをもち、沈線が 2条施され

る。
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調 査 の 概 要
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12 SD4  6 SDII
9 SD13 5 SK 6

0                     10                   20Cm
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第71図 出土遺物実測図 (2)
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結/Jヽ

4. /Jヽ糸吉

本調査では、古墳時代以降の生活関連遺構と弥生時代中期～中世の遺物、AT火山灰を検

出、確認した。

(1)遺構は、近現代の耕地整備のため全てその上部は削平されていた。このため、現状は深

さ10cmに満たないものが多く、よって完全に削平されたものも多数あると思われる。

調査地北西隅で検出した緩傾斜地と流路は、時期特定はできなかったものの、当地の集落

経営、特に水田経営に関連する可能性は高く、調査区北側地は注意を要する地域となるであ

ろう。さらに、調査地北東700mの構味四反地遺跡でも古墳時代の流路が検出されており、当

地域は古墳時代においては充分に安定した土地ではなかったことが知れる。

は)第Ⅲ層より弥生時代～中世の土製品が出土した。石器・鉄器の出土はきわめて少ない。

遺物の出土量は少なく、これは単に包合層及び遺構が削平されていることによるものでなく、

北西隅に流路が存在することより集落経営に要因がある可能性も考えている。出土品はいず

れも小片で磨減が者しい。

(3)第Ⅳ層上面の地形測量では、調査地は北東から南西に向けて尾根状の微高地が走ること

を確認した。この微高地は、北東30mの調査地点でも確認されており、当地域の旧地形復元

の一資料になるものである。

は)第Ⅵ層はAT火山灰であることを確認した。AT火山灰は、博味遺跡 (愛媛大学農学部

構内)、 博味四反地遺跡等、近年、当地域で検出例が増加している。いずれも、砂粒を含む二

次堆積層で、AT層中及び上下層に遺物を合まないことを共通とする。

以上、本調査では、時期や性格を特定する遺構が希少であったが、当地域の集落経営を考

える上では一つの資料となるものである。本調査では確認できなかったが当地を合め周辺地

は水田経営に適した土地であるため、今後、周辺の調査では古墳時代の水田跡が検出される

可能性は高く、慎重な調査が望まれる。
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。表41溝 一 覧
,寺

(SD)
地  区 断面形

規       模

長さ×幅×深さ(m)
埋 土 出土遺物 備 考 備  考

I A3～ A12 舟 底 状 145X08X0 灰  色  砂 土師・須恵

A3～ A12 舟 底 状 暗 灰 色 砂 土師・須恵

A3～ A12 舟 底 状 OX0 10 暗 褐 色 上

4 A3～ A12 舟 底 状 145× 3X0 黄 灰 色 粗 砂 弥生・土師・須恵 古 墳 以 降

A3～ A12 舟 底 状 145× 1× 030 暗 灰 色 細 秒 土師・須恵 古 墳 後 4q

A5～ A21 逆台形状 10 5 4X060 暗 褐 色 土 弥生・土師・須恵

7 A5～ B6 舟 底 状 215× 8× O 暗 灰 色 砂 土師・須恵 古 墳 後 期

A5～ Bl 搭 鉢 状 240X06X040 暗 褐 色 土 弥生・土師・須恵

CH～ C12 レンズ状 32X04× 020 時 褐 色 土 S D14を 切る 弥生中期以降

A2-All 逆台形状 98X13X050 灰色砂 +黒色砂 土 師

A2～ All レンズ】大 98× 07× 010 暗 灰 色粘 質 砂 土師・須恵

A～ B レンズ状 400X0 2X0 15 暗 褐 色 土

C ll～ C14 舟 底 状 162X08× 015 暗 灰 色 砂 土師・ 須恵 弥生中期後棄

4 C ll～ C15 舟 底 状 OX0 暗 灰 色 砂 土師・須恵 SD9に切られる 古 墳 以 降

桑原西稲葉追跡 1次調査

●表42 土残一覧

土壊

(SK)
地 区 平面形 断面形

規      模
長さ×幅×深さ(m)

埋  土 出土遺物 備 考 時  期

I A3 円  形 皿  状 OX0 8X0 15 黒 色 土 土 師 古墳以降

A8 指円形 逆台形状 黒 褐 色 土

Dl 不定形 皿  状 3X10X005 黒 色 土

召 D12 円 形 椿 鉢 状 1× 10X040 黒 褐 色 土

A13 円 形 逆台形状 3X13× 0.45 黒 色 土 上 師 古墳以降

A12 惰円形 皿  状 0× 07X015 暗灰色粗砂 土 師 古墳以降

7 A3 楕円形 舟 底 状 3X09X018 黒 褐 色 土

B3 円  形 舟 底 状 6× 16X020 黒 色 土 土 師 古墳以降

脂円形 レンズ状 4× 12X010 黒 色 土

A12 円  形 レンズ状 3X10X010 黒 掲 色 土 弥生 。上師 古墳以降

C17 楕円形 皿  状 6X08X010 暗茶褐色土

C22 楕円形 皿  状 8X06× 010 果 色 土

楕円形 逆台形状 OX1 0X0 40 黒 色 土

椿円形 皿  状 3X06X005 暗茶掲色土

椿円形 皿  状 3X09× 010 暗茶褐色土

楕円形 逆台形状 5X12X020 黒 色 土

D18 三角形 搭 鉢 状 OX1 3X0 32 黒 褐 色 土

円 形 搭 鉢 状 3Xl lX0 50 黒 褐 色 土

円  形 搭 鉢 状 3X12X052 黒 褐 色 土

惰円形 舟 底 状 5 2X025 暗茶褐色土

長方形 舟 底 状 2X0 暗茶褐色土

円 形 皿  状 8X08X020 黒 色 土

D15 三角形 皿  状 5X15X020 黒 褐 色 土

●表43 掘立柱建物址一覧

建物

番号
規模 (間 )

行桁 梁 行 床面積

(ma)
時  期

実長 (尺 ) 柱間寸法 (尺 ) 実長 (尺 ) 柱間寸法 (尺 )

I 3Xl 723(241) 77・  7 ・94 240(3) 8 17 35 不明

lXl 290(97) 97 180(6) 6 5 22 不明
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●表44 出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

I 壼 口径 (10「ol

頸部に三角凸帯を貼 りつ

ける。日縁端面に 2条の

凝凹線文。顎部木 口刻み

⑩ ―ヨコナデ→施文

⑮―ヨコナデ
①―ヨコナテ

⑤―ナデ

石。長 (1～ 4)

◎
Ⅲ 2層

2 一霊 日径 (156)

口縁端部は上下拡張。

端面に 2条の凹線文。

小片。

⑩ ― ヨコナデ→施文

⑮―ヨコナデ
①―ヨコナデ

砂粒

(石・長1-2)

◎

m2層

3 甕 日径 (170)

日縁端部はナデにより上

方に拡張。器壁厚い。

%の残存。
⊂⊃―ヨコナデ 磨減の為不明

砂粒

③
J12層

4 甕 日径 (131)
口縁端部はナデにより上

方に拡張。小片。

⑩ ―ヨコナデ→施文

O―ヨヨナデ
①―ヨヨナデ

⑪―ナデ

密

◎
I12層

5 壷 日径 (170)

口縁端部は上下に拡張。

端面に凹線文 3条。

Mの残存。
⑩ ―ヨヨナデ→施文

C⊃―ヨヨナデ
◎―ナデ上げ

石。長 (1～ 3)

◎
SD6

6 壷 口径 (168)

く字状 口縁。ナデにより

日縁端やや拡張。頸部に

指頭圧痕 をもつ凸帯。

○―ヨコナデ
①―ヨコハケ→ヨヨナデ

⑩―ヨコナデ

密 (石・長1)

◎
S Dll

7 甕 口径 (175)
く字状日縁。日縁■Fiは ナ

デにより面を取る。小片。

O―コヨナデ
⑩一磨減

①―ココナデ

⑮―ケズリ
砂粒

◎
Ⅲ 2層

8 甕 日径 (155)
日縁端は上方に拡張。

2条の凹線文。

⑩ ―ヨヨナデ→施文

⑬―ヨコナデ
①―ヨコナデ

⑩―ナデ

密

◎
1112層

高邦 口径 (176)

口縁外面に凹線文 3条。

日縁端部は、丸みをもつ

コ字状。小片。

O―ヨコナデ→施文 ヨコナデ
密 (石・長1)

◎

黒 斑
SDユ 3

甕 底径 (66)

大きなくびれの上げ底。

脚端面はコ字状で内傾す

る。
1/3の
残存。

⑩―タテハケ

⑩―ヨヨナデ

廼D―ヨヨナデ
ケヽ→ナデ

石・長 (1～ 2)

◎
Ш 2層

II 甕 底径 5 0

平底。わずかによんばり

をもつ。器壁は薄い。

%の残存。

⑪―ヘラミガキ

⑬―ナデ
磨滅の為不明

密

◎
m3層

壷
二重日縁。擁日縁を看取。

%の残存。器壁厚い。
◎―タテハケ

◎―ハケ
(7～ 8本/1cm)

石。長 (1～ 3)

◎
SD4

壷 頸径 (128)

磨減苦 しい。顕部に帯状

の凸帯。凸帯上は、木口

による斜格子文。%残存。
磨減の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 5)

○
Ш  層

壺 底径 10
大 きい平底。内面に刷毛

目痕顕著。

⑩一ハク→ヘラミガキ
⑬―ナデ

ケヽ
石・長(1-7)

◎
m2層

壷 日径 (182)

内湾する日縁部。端部は

外方に突出する。端面は

内傾する。小片。

O―ヨヨナデ
◎―ヨコナデ

①―ヨコナデ

◎―ヨコナデ

密

◎
SD5 61

鉢 口径 (114)

内湾する日縁部。端部は

丸い。番壁は厚い。

/の残存。

O―ヨヨナデ
⑩―ナデ

①―ヨコナデ

⑩―ナデ

密

◎
Ы12層

ミニチユア
日径 35
器高 36

わずかにしまる頸部。

日縁部は丸い。手裡ね。

内面に指頭痕顕者。

ナ デ ナ デ
石。長 (1～ 2)

◎

黒 斑
SK8

61
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番 号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 画 内 画

皿

日径 (17.1)

器高 30
底径 (122)

磨減。外傾 し外反する日

縁部。 日縁部は丸い。

%の残存。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

　
△

Ш 3層

皿 底径 (104) 小片。ヘラ切 りか。
ヨコナデ

◎一未調整
ヨヨナデ

密

◎
Ⅲ 層

ネ身 底径 (108)

輸高台付。脚端は外方に

わずかに突出する。端面

は水平。小片。

ヨヨナデ ヨヨナ デ
密

◎
砂  層

ITN身 底径 (74)

高台付。脚端は面を取 る

部分 と丸 く仕上げる部分

がある。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎
砂 層

lTN身 底径 (64)

高台付。脚はやや内傾す

る。端面は水平。回転糸

切 りでナデ。

ヨコナデ ヨヨナ デ
密

◎
血 2層

不蓋
口径 (129)

器高  39

口縁部は外傾する。端面

は平坦で、内傾する。

%の残存。

①―ヨヨナデ

⑮ ―%回転ヘラケズリ
ヨヨナデ

密

◎
SD5

邪 身

日径  96

器高  43

底径  55

内傾するたちあが り。端

部はやや凹み内傾する。

ヘラ記号あり。

◎―ヨヨナデ
⑧一%回転ヘラ切り

ヨコナデ m3層

邦 身 日径 (104)

内傾する日縁部。端部は

四み内傾。受部は上外方。

泌の残存。

ヨコナア ヨコナデ
密 (長 2)

◎
SD4

ITN身 口径 (105)

内傾する日縁部。端部は

丸い。受部は上外方。

児の残存。

ヨヨナデ ヨコナデ
密

◎
SD7

lTN身 口径 (134)

内傾、外反する口縁部。

端部は丸い。

受部は三角形。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎
SD5

椀

日径 (108)

器高  40

底径  50

底部にヘラケズリ痕顕者。

日縁端部は平坦。

底部にヘラ記号。

ヨコナデ ヨコナデ
密

○

小型

茎

日径 (41)

器高 61
底径 27

直立 ぎみに立つ口縁部。

端部は丸い。端部下部は

ヘラケズリ。

O―ヨコナデ◎―未調整
延⊃―ヨヨナデ

∽ ―ヘラ削り→ヨヨナデ

ヨコナデ
密

③

自然釉

SD7

不 身 底径 (133)
高台付。脚部外傾。端面

は逆 く字。小片。
ヨコナデ ヨヨナデ

密

△
S D14

不 身 底径 (116)

高台付。脚部外傾。端面

は内傾 し、凹みをもつ。

小片。

ヨヨナデ ヨヨナテ
密

◎
m 層

壷 底径 76
台付長頃部。屈曲部は稜

をもつ。クシ歯のノ字状

文。属曲部下に凹線文。

延⊃―ヨコナデ⑬…ヨヨ″

⊂⊃―ヨヨナデ

ω 一回転ヘラ肖Iり→ヨコ″

ヨコナデ 蠅
◎

自然釉

SD7

壷 残高 78
届曲部は稜がな く丸い。

ヘラケズリは底部付近に

残る。 %の残存。

∽ 一姥ヨヨナデ

ω ―/回転ヘラ削り
ヨヨナデ 眺

◎
SD7

壷 残高 45
屈曲部に稜をもつ。屈曲

部上に太沈線文 1条。属

曲部下に回線 1条。小片。

ヨコナデ ヨコナデ
密

◎
ⅡI 層

出土遺物観察表 土製品

桑原西稲葉遺跡 1次調査
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第 7章

柔原西稲葉追跡

-2次 調 査 一





調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査 に至 る経緯  1989(平成元)年 12月 、松元幸不1氏より、松山市桑原 2丁 目971番 2

号地内における宅地開発に当たって、当該地の理蔵文化財確認願いが松山市教育委員会文化教

育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当該地は、松山市が指定している埋蔵文化財包蔵地『157桑原遺物包合地』内に位置し周辺

地域には、弥生時代から古墳時代にかけての複合遺跡である構味遺跡・檸味四反地遺跡・博

味立添遺跡・構味高木遺跡・桑原田中遺跡、また平成元年に行われた当地西側隣接地の西稲

葉遺跡第 1次調査地など多数の遺跡が散在しており、近年の宅地開発による発掘調査の事例

により注目されてきた地域に存する。これらの追跡からは、竪穴式住居址 。土渡 。溝などの

集落に係わる遺構を多数検出している。また南には経石山古墳・三島神社古墳、東には東野

お茶屋台古墳群・畑寺竹ケ谷古墳群などの追跡が確認されている。

よって、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格を確認する

ため、1990(平成 2)年 1月 25日 から27日 までの間、文化教育課によって試掘調査を実施し

た。その結果、弥生土器・土師器・須恵器及び遺物包合層(2層 )、 溝状遺構 1条などを検出

し弥生時代から中世に至る追跡があることを確認した。

この結果を受けて、文化教育課と松元幸利氏の二者は、宅地開発によって失われる遺跡の

取 り扱いについて協議を行い、記録保存のため発掘調査を実施することとなった。発掘調査

は、弥生時代から中世にかけての周辺地域と当該地との集落構造の解明を主目的とし、文化

教育課 (松山市立理蔵文化財センター)が主体となり、松元幸利氏・株式会社 リビング椿の

協力のもと1990(平成 2)年 7月 14日 に開始された。

修)調査組織

調 査 地 松山市桑原 2丁 目971呑 2号

遺 跡 名 桑原西稲葉遺跡 2次調査

調査期間 野外調査 1990(平成 2)年 7月 14日 ～同年 9月 17日

室内整理 1990(平成 2)年 9月 18日 ～同年10月 24日

調査面積 1,143m2

調査委託 松元 幸利   調査協力者 松元幸利

調査主体 松山市教育委員会 教育長職務代行者

調査担当 調査員補 高尾 和長
〃  真木  潔

作 業 員 高市 英治、山邊 進也、肌野 祐治、

仙波 ミリ子、仙波 千秋、乃万富美子、

金子 育代、高尾 久子、猪森 しげ子

株式会社 リビング椿

井上 量公

志賀 夏行、原田 英則、増元  忍、

池内カヨ子、白井あさ子、田頭 まき、
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調 査 の 経 過

0                            100m

(S=1:2′ 000)

第73図 調査地測量図
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桑原西稲葉遺跡 2次調査

2.層位 (第74図 )

本遺跡は、松山平野を流れる石手川左岸の沖積扇状地上 (38m)に立地している。

基本層位は、第 I層表土 (耕作土)、 第H層本田床上、第Ⅲ層暗灰褐色上、第Ⅳ層暗茶褐色

上、第V層暗責茶褐色上、第Ⅵ層責色土僻占質)。 第 I層及び第Ⅱ層は地表下20cm～ 40cmま で

開発が行われている。第III層 、第Ⅳ層、第V層 は調査区の北西にしか確認されなかった。こ

の第Ⅳ層、第V層 は包合層であり遺物は、弥生土器・土師器・須恵器を検出し厚さは、西側

の厚い所で40cmである。第Ⅵ層～第�層は無遺物層であり、第Ⅵ層は火山灰と思われ調査区

の南東隅以外では全面に検出された。又、本調査区は南東部が 1番高く北西部に向って緩傾

斜をもつ調査区である。

遺構は第Ⅵ層を切る形で検出した。土羨 9基 (弥生 1基、時期不明 8基 )、 溝状遺構 2条 (中

世 1基、時期不明 1基 )、 円形特殊遺構 1基 (時期不明)他である。

38,60mぃ ___

第 I層

耕作上

第 H層

黄掲色土 (床土 )

第Ⅲ層

暗灰褐色土

第Ⅳ層

暗茶褐色土

第 V層

暗黄茶褐色土

第Ⅵ層

黄色土 (粘質 )

第Ⅶ層

黄色土と赤茶褐色上の混合

第Ⅷ層

赤茶褐色砂質土

第Ⅸ層

第�層より明るく砂質

第 X層

青灰黄色上、赤茶褐色上の混合

m  第�層
黄色土、青灰色上の混合

第74図 基本層位図
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第 75図 調査地区割図
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桑原西稲棄遺跡 2次調査

第76図 遺構配置図
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調 査 の 概 要

3.調査の概要 催構と遺物)

本調査において、弥生時代、古墳時代、中世の遺物を検出した。ほとんどの遺物は第Ⅳ層

第V層の中からの出上である。遺構としては弥生時代の遺構 (SK-1)を 検出している。
また中世の遺構では溝状遺構 1条を検出した。

(1)土羨

土境 SK― I(第 77・ 78図 )

土羨 (SK-1)は 、調査区内の最も低い北西隅 (N3W5)に 位置する。規模は、最も

広い所で240cmで狭い所で230cmあ り、西側が直線的にはなっているがほぼ円形に近い平面形

である。断面形は深さ60cmの舟底状である。覆土は 1層は暗茶褐色土、 2層黒色土、 3層茶

褐色土、 4層 は3層 より明るい砂質土、5層黄灰色砂質土、 6層黒色粘質土であり、1層、2層

より遺物を検出している。

第 I層

暗茶褐色土

第 2層

黒色土

第 3層

茶褐色土

第 4層

第 3層より明るく

砂質を含む

第 5層

青灰色砂質土

第 6層

黒色粘質土

第 7層

黒色土と黄色土の

混合

第 8層

灰色砂質上

o           1          2m

(S=|:40)

第77図  SK― I測量図
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桑原西稲葉遺跡 2次調査

(2)出土遺物

土壌 (SK-1)出 土遺物 (第79図 )

甕形土器 (1・ 2) 1は 頸部径 11.2cm、 胴部径20.Ocm、 底部はコイン大の平底であり胴

部は球形状である。日縁端部は欠損 している。外面口頸部と底部にヨヨナデが見られそれ以

外の外面にはタタキ痕が顕者に残っている。内面に指頭圧痕が見られナデ仕上げである。 2

は日頸部から胴部にかけての破片である。頸部径は12.2cmで ある。外面 口頸部にヨヨナデが

見られる以外はタタキ痕が全面に残っている。内面に指頭圧痕が見られ口縁部にヨヨナデ、

胴上にナデ、胴下に板ナデが見られる。

重形土器 (3・ 4・ 5・ 6) 3は 日縁端部を欠損 している頸部片である。頸部径が1lcm

で頸部に断面三角状凸帯を 2条施 している。外面上部と頸部にヨヨナデ、日縁部にヘラミガ

キ、内面曰縁にヘラミガキ、頸部にナデ、 しばり痕が見られる。 4は 日縁部片である。日縁

第78図  SK I遺 物出土測量図

(S=I :20)
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調 査 の 概 要
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第79図  SK― 1出土遺物実測図

-145-

(S=|:4)



桑原西稲葉遺跡 2次調査

部は粘土紐を貼 り付け上方に拡張 し、擬凹線を 3本施 している。内外面ともヨコナデである。

5は頸部片である。頸部に凸帯を貼 り付け器面調整用の木口で斜格子紋を 1条施す。内外面

ともナデ・ハケの仕上げである。 6は底部片である。底部に手の上で調整を行ったと思われ

る 3ヶ 所の凹みが見られる。内面はハケである。

他の出土遺物 (第80図 )

甕形土器 (7～ 9。 11～ 13) 7・ 8・ 9は 口縁部片である。日縁部を「 L」 字状に折 り

曲げて端部をわずかに拡張 している。 頸部にす旨頭圧痕を施した突帯を 1条持つ。 9は 口縁端

部 の拡張部に凹線紋を 2条施 している。内外面ともにヨヨナデ仕上げである。11は底部であ

り、底径6.2cm、 残高3.4cmで ありゆるやかに内湾 し上げ底である。内面に指頭圧痕が見られ

る。12は底部であり1/2の残存で端部が欠損している。やや内側にくびれ浅い上げ底であ

る。内面に指頭圧痕が見られ外面に黒斑があり、胎土は、石英・長石を多く合み焼成も不良

である。13は底径5.8cm、 残高5,8cmの底部片で 1/2の残存である。形態はくびれて上げ底

であり外面 くびれ部に指頭圧痕が見られ底部にナデ仕上げが見られる。

壷形土器 (10・ 14～ 18) 10は頸部片である。頸部に貼 り付け凸帯の押圧紋を 1条施して

いる。内面は指ナデである。14は底部片であり底径7.8cm(堆定)であり平底より外に立ち上

がる。外面はヘラミガキである。15は底径3.2cm、 残高5,Ocmで ある。底部が少しつぶれた平

底より、内湾しながらゆるやかに立ち上がる。内面に指頭圧痕と指ナデが見られ外面はハケ

調整である。16は底部片である。少し丸みをおびた底部を持ちゆるやかに立ち上がる。17は

底部片である。18も 底部片であり底径は7.4cm(堆定)である。内面と外面上部、底部にナデ

仕上げが見ら紀、外面下部は指ナデである。

高不形土器 (20) 20は脚部である。脚柱部外面の施文は 3区画されており1/2の所に

10本の沈線上部に 7本の沈線を施し、その間に縦描の沈線 3本を7方行に施している。裾部

に 3条の凹線紋があり、その間に矢羽根状の透かしを6方行に切 り取られているが貫通はし

ていない。裾部端面にも1条の凹線紋が見られ、裾部はすこし内側に肥厚している。内側に

指頭圧痕、しばり痕が見られ、内外面の調整はナデ仕上げによるものである。

21は高不形土器の須恵器の脚部である。底径9。 2clll、 残高4.Oomであり脚端内面に凹面がみ

とめられ脚端部がひずんでおり少し外反している。内外面ともにナデ調整が行われている。

輯輯回転は逆時計回りである。

不 (19) 19は土師器のJ7X片である。底径は5.Oc/m(推定)であり胎土 。焼成ともに良好で

ある。

高台付椀 (22・ 23) 22・ 23は土師器の高台付椀の底部片である。22は内面に炭素を吸着

させた黒色土器A類の高台付椀である。
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桑原西稲葉遺跡 2次調査

I次調査地

38 20m

|

3810m

|

38 00m

38.lo m

2次調査地  |
38 20

|

・ 2次調査地形測量図
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/1ヽ

4. /Jヽ糸吉

(1)層位

平成元年度に実施 した本調査区西側に隣接する西稲葉遺跡第 1次調査区は、古墳時代から

中世に至る生活関連遺構と弥生時代以降の遺物が存在し、桑原地区のほぼ中央に位置する。

その一次調査区の第Ⅲ層に対応する 2次調査区の層位が、第Ⅳ層の遺物包合層と考えられる。

また、本調査区の第Ⅵ層から確認された火山灰は、怜味遺跡、博味四反地遺跡、桑原遺跡、

そして桑原西稲葉遺跡第 1次調査区などに認められるものと同様の火山灰と思われ、松山平

野における火山灰の分布形態、堆積状態などを知る上で好資料になるものと確信する。なお

土壌分析による詳細な考案は、今後の課題としたい。

磁)遺構 と遺 物

今回の調査において、土羨 9基、溝状遺構 2条、ピット状遺構 4基、円型特殊遺構 1基ほ

かを検出した。土羨 9基のうち 1基 (SK-1)の みが弥生時代と時期設定が推測できるに
止まり、他の上羨については遺物が全く存しておらず時期や性格などは不明である。ただ S

K-1に しても遺物が遺構上層部での検出であり、さらに遺物も弥生中期～弥生後期末と時
期差が広範囲に及ぶため、時期設定は非常に困難な遺構である。調査区東部にあり北東から

南西へと注ぐ溝状遺構 (SD-1)に ついては、土層・出土遺物から中世のものと考えられ
るが、もうひとつの溝については、土羨と同様に遺物が全く検出されておらず、詳細は不明

である。またSK-1の 南側より検出された円型特殊遺構 (SX-2)は 、幅50～ 200cmの溝
が直径400cmの ドーナツ状に回っており、こうした遺構は今までに類例がなく、時代を確定す

る遺物も含まれないことなどから、周辺遺跡との係わりのなかで、今後、解明していきたい。

遺構全般については、第81図のコンタ図からも明らかなように、本調査区は西方向に、 1次

調査区は東方向になだらかに落ち込みを形成しており、両調査区の間に溝状遺構が存在する

可能性もあるが、現状が道路のため確認できない。これが水路ということになれば、土壌分

折の結果を待たなければはっきりとしたことは言えないが、水田遺構ということも考えられ

る。

検出された遺物は、ほとんどがSX-2周 辺の低地に集中しているが、下層部、即ち床面
直上からの出土遺物は発見できず、遺構に直接関係した遺物とは考えにくく、自然の流込み

により堆積した土器溜りを形成したものと思われる。

また、調査区S3E3グ リット (第75図参照)の第Ⅵ層上面において、旧石器を 1点検出
したことは、今回の調査に於て特筆すべき事柄として付記しておく。

結
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桑原西稲葉遺跡2次調査

遺構 。遺物一覧 (遺構、遺物一覧 :高尾和長・真木潔)

(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

は)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。
例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

(3)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。 例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→

柱部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、
密→精製土。 ( )中 の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 例)砂・
長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多く合む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

●表45 溝一覧

溝
働

地  区 断面形
規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備   考 時  期

| S3-El～ N2E5 皿 状 1800X055× 010 暗灰砂質上 弥  生 奈良以降

N卜W4～ N2W5 皿  状 6 50X0 50× O 05 黒 色 土 弥  生 SX2を切る 不   明

。表46 土llB覧

婦

ｒ

土

体 地  区 平面形 断面形
規 模

長さX tt X深 さ(m)
坦  土 出土遺 物 備  考 時  期

I N3-W4～ W5 円  形 舟底状 230× 230× 060 暗茶褐色土 弥  生 弥生中期後棄以前

N2-W2～ Vヽ3 不定形 舟底状 255× 115× 075 暗茶褐色土 不   明

Nユ ーEl 不定形 舟底状 260X130X060 黒 色 土 不   明

4 S2-El 不定形 皿  状 125X070X010 灰 色 土 不   明

S2-E3 不定形 皿  状 1 60X0 40× 0 10 灰 褐 色 土 不   明

S2-S3-E3 不定形 皿 状 150X085× 020 暗灰粘質土 不   明

7 Nl～ N2E4 不定形 皿  】大 250X080X020 黒 色 土 不   明

N3-Ⅲ V3・ W4 円  形 皿  状 1 50X1 05× 0 10 果 色 土 不   明

Nl― M14 円 形 皿 状 100× 090X016 暗茶褐色土 SX-2に切られる 不   明

●表47 SX一 覧
と蜆
地  区 平面形 断面形

規 模

長さ×幅X深 さ(m)
埋  上 出上遺物 備   考 時  期

| S3-E6 不定形 皿  状 210X060X025 灰 色 土 弥生・須恵 不   明

2 Nユ ーM5 円 形 舟底状 350× 300× 040 暗茶褐色土 弥生・須恵 SDlに切られる 不   明
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。表48 SKl出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

| 姿 器高 198 胴部が球形
タタキ (5cm-16本 )

底部―ナデ
ナ デ

石・長(1-5)

◎
黒斑

2 姿 残高 165
日頸部が くの字で日縁部

は胴部 よりは外反 しない
タタキ(5cm-9本 )

口縁 ヨヨナデ

胴部 ナデ

石・長(1-4)

銀ウンモ

◎

一霊 頚部径(110)
断面三角状凸帯紋を二本

施 している。

ヨヨナデ
ヘラミガキ

ヘラケパリ

指ナデ

し1まり痕

石・長(1-2)

◎

壷 口径 (131) 日縁部に 3本 (条 )の 流線

を施す。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

③

壷 顕部径(208) 凸帯紋 を一条施す。 ケヽナデ (lcm-7本 )
ナデ 指圧FR

ハケ (lcm-9本 )

石 (1～ 3)

長 (1-4)

金ウンモ

◎

壷 底部 (84)

手の
「
で調 4rkを したと思

われる。指の痕 (3カ所

の窪み)有 り。

ヘラミガキ 磨減のため不明
石・長 (1-2)

多量に合む
黒斑

●表49 包含層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 土

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

7 姿 田径 (265)

口縁部を「 L」 字状にお り

曲げ口端を拡張 している。

頸部に押圧紋。

ヨコナデ ヨコナデ
石・長 (1～ 2)

◎

簑 耳径 (258)
日縁部を L字状にお り曲

げ頸部に押圧紋を施す。
ヨヨナデ ヨコナデ

密 砂粒

石⑫

③

簑 口径 (238)
口縁部に 2本の凹線。

日頸部に押圧紋。
ヨヨナデ ヨコナデ

密 砂粒

長(2)

◎

壺 残高 40 日頸部に押圧紋。 磨減のため不明 指ナデ
石・長 (1～ 4)

◎

蟹 底径 (62) ヒげ底 磨減のため不明 す旨庄痕が見られる 石・長 (1～ 6) 黒斑

姿 残高 38 上げ底 磨減のため不明 指圧痕が見られる 石・長 (ユ ～5) 黒斑

蜜 底径 (58) JJす底
ナデ

指庄痕が見られる
磨減のため不明 石・長 (1-4)

壺 底径 (78) 平底 ガキ 磨減のため不明
石。長(1-5)

◎

壷 底径 (32) 底部カセ歩しつぶオ生る。 磨減のため不明 指圧痕が見られる

石・長 (1～ 3)

雲母を含む

◎

黒斑
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包含層出土遺物観察表 土製品

番号 器量 法量 (Cm) 形 態 。施 文
調 整 上

上

胎

焼 備 考 図版
外 面 内 画

蔓 残高 20 丸  底 磨減のため不明 磨減のため不明

石・長 (ユ ～ 3)

銀

◎

黒斑

範 底径 (47) 平  底 磨減のため不明 磨減のため不明

石。長 (3-5)

金雲母含む

③

内面に

黒 斑

一霊 底径 (74) 平  底 指ナデ ナ  デ

密 ,石 長¢)

砂粒

◎

ス 底径 (50) 平  底 磨減のため不明 磨減のため不明 密 (砂粒 )

高邦
器高 113

底径 (ユ 08)

7本の沈線 とヘラによる

とO本の沈線。矢羽根スカ

シ、回線紋。

ナ  デ
ナ デ
指圧痕、 し1より痕

細砂 ◎ 黒斑

高郭
器高 4_0

底径 (92)

端部が少 し外反する。

軽転回転左回 り。
ナ  デ ナ  デ

長 (1～ 2)

◎

椀 底径 高台付 磨滅のため不明 磨減のため不明
石

◎

椀 底径 (77) 高台付 磨減のため不明 磨減のため不明 ◎
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1.調査の経過

〔1〕調査に至る経過
昭和63年 3月 、松山市桑原 5丁 目1-10、 木村正則氏が所有する桑原 6丁 目499-1に、共

同住宅建設の申請が出された。当地域は、松山市が指定する『83枝松遺物包合地』内にあた

り、昭和51年度以来数々の調査が行われている地域である。これまで弥生時代後期を中心に、

中世に至るまでの主要な遺跡が周知されている。

松山市教育委員会は、昭和63年 3月 22日 に申請に基づいてトレンチ調査を行った。その結

果、東西 4条の試掘溝の内、南端部より2条目の試掘溝より多量の土器が検出された。52年

度に松山市教育委員会が調査した桑原高井・桑原小石原・束本の各遺跡は、当該地より半径

500m内 に位置しており、ベッド状を備える住居址・河,II遺構・祭万E的濃厚な集合的遺構など

が確認されており、様々な形態の変化がみられる地域性の主要性から、歴史的解明や資料収

集を図ることの重要から、本調査を実施することとなった。

〔2〕調査組織
調査期間 昭和63(1988)年 9月 19日 ～同年H月 12日

調査面積 409。 71m2

調査委託 株式会社ディック不動産部

調査協カ ー条工務店松山支店

調査担当 調 査 員  池田

調査補助員

松村

大森

福田

山本

松友

松岡

松本

近藤

藤家

高岡

森

西田

兼久

佐 ,||

作 業 員

学

写

一成

宏志

健一

利夫

欣弘

正義

茂

厚美

義綱

隆

竜一

一郎

正行
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〔2〕遺跡の概要

(1)遺跡の立地と歴史的環境

桑原田中遺跡は、松山城の南を流れる石手川の上流岩堰から、南西一帯に広がる西傾斜し

た緩斜面に位置している。緩斜面は、四国山地の石鎚山より分岐した山系端部にあって、分

岐山系は、観音山。杉立山の各峰をすぎ起伏を減 じながら芝ヶ峠・淡IEI峠へと下 り、東野お

茶屋台地へと続き、洪積台地の山麓地帯を形成している。台地より更に南へ延びる丘陵は、

南端部で東西に分岐し、東の分岐丘陵の微高地には、 6世紀前葉の三島神社古墳が知られ、

さらに西の丘陵先端の苦状台地には、 5世紀中葉の前方後円墳経石山古墳が存在している。

東野台地丘陵部には、東野古墳群、溝辺古墳群、東野お茶屋台古墳群がある。丘陵部の南

西方向に開いた南に緩傾斜の地形をなす扇状地には、博味遺跡群、中村遺跡群、桑原遺跡群、

東本遺跡、小坂釜ノロ遺跡、枝松・松末の追跡群などが知られる。このように当地域は、聖

域、墓域、集落域に分けられる政治色の強い地域性がうかがえる。扇状地に立地する多くの

遺跡のうち桑原田中遺跡より北へ1.5km、 石手川左岸の構味遺跡群内には昭和62年 10月 、愛媛

大学埋蔵文化財調査室が調査を行った愛媛大学農学部構内、さらには、62～ 63年度に松山市

教育委員会 (松山市立埋蔵文化財センター)が調査を行った、檸味四反地遺跡、檸味立添遺

跡、檸味高木遺跡などがある。また桑原遺跡群に合まれる田中遺跡の周辺部は、桑原高井遺

跡、柔原小石原遺跡、東本 I・ H遺跡などが昭和50年以降現在まで松山市教育委員会の調査

によって確認されている。

これらの扇状地に立地する集落は、当地域が古くより集落を形成するにあたって、自然的

立地条件が作り出されていた背景がうかがえる。弥生時代中期から中世に至るまでの生活址

が営まれた地域社会の中に、桑原田中遺跡は存在している。さらに南西に緩傾斜する山麓部

に広がる洪積台地は南端部で、川付サIIに よって境がつくられ、両岸部には、広 く集落の存続

がみられる。中でも釜ノロ遺跡は、松山平野の南東部における主要な位置にあり、弥生時代

後期を主体とする遺跡群である。このような状況に囲まれた東部のやや高い位置に、桑原田

中遺跡は立地している。

(2)調査の経緯

調査地は、住宅街にあって、南面する東西道路には、小売店の並ぶいわゅる町はずれの商

店街の一画の角地に位置している、従って道路に面する東西、南北線は調査地を控える結果

となった。 トレンチ調査によって、ある程度の廃土容量の計測や、立地条件との兼ね合いも
あって、廃土置場を広く確保する結果となり、調査面積も400ド余となった。

発掘調査日誌抄

昭和63年 9月 19日 、本日より重機により表土削除を行う。 21日 、削除終了後平均地なら
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しをし、基準点などのポイントを設置する。 22～ 24日 、土層観察用畦を残し、第Ⅲ層灰褐

土の削土をする。 26～ 30日 、続いて第Ⅳ層責褐土の掘り下げを行う。遺物出上し始める。

10月 1～ 5日 、 Sl～ El区、 Sl～Wl区に溝状遺構 (SDl・ 2・ 3)を検出、上層
面に出土の遺物実測及び溝の検出面の平板測量をする。 Sl～Wl区のグリット北位置に遺

物の小片の堆積を検出。 5日 、雨天により表採土器の洗浄をする。  6～ 11日 、出土遺物

の測量 S1/20、 Sl～Wlに、溝状 SD-2の 延長部を検出。 12日 、N2～ El区に土

羨状検出SK-1と し掘り下げる。 13～ 15日 、Nl～ Elに浅い溝状遺構 (SD-4)掘
り下げ、周辺部に小柱穴群を検出。N2～ Elに更に澪状検出 (SD-6)と する。N2～
Wlに小溝を検出(SD-7)と する。N2～W2,3の 掘り下げを行い北東方向の溝状 (S
D-9)及 び、土羨状 (SK-2)を 検出。更にW3区で、 SD-9と 合流する東西溝 (S
D-8)を 検出。 21～ 25日 、各遺構の掘り下げ、及び出土遺物の測量をする。 〔池田〕
10月 26日 当日より、調査地は松村が担当する。 SD-2・ 5'7,8の 掘 り下げをする。
27日 ～31日 、 Sl～ El区のSD-2と SD-3の 合流する地点に、 SK状 を検出SK-3

として掘 り下げる。 SK-1及 びSD-7・ 8の出土遺物の測量、 SK-1の 遺物取 り上げ

(弥生後期の二重日縁壷、高lThな ど)Sl～ Wlと Nl～Wl区にかかるSD-2と SD―
5の接点に遺物の堆積が者しい。D列、E列の南北上層畦の断面層序の計測を始める。

11月 1日 ～5日 、 SD-5と SD-6の 間に有段を検出、 SD-5の 2と する。各土層の

掘 り下げ、出土遺物の測量、断面層序の計測、土層観察畦の撤去。 4日 、Dベル トにて土

製紡錘車出土。Nl～W2区にて、 SD-5～ 2は消滅し段落ちとなる。これらの溝の端末
周辺に柱穴群を検出。一部の柱穴内より獣歯出土。 6日 ～10日 、Nl～W2の落ち込みの

掘 り下げ、出土遺物の測量。N2～W2の SD-7・ 9の切 り合い部の測量、南壁断面の計

測、ともにS1/20。 全面測量開始 S1/50、 西壁断面の計測 S1/20。 出土遺物整理をし

搬出に備える。 H日 、晴。各遺構の補定測量、出土遺物及び、発掘諸材料を搬出し、当遺
跡調査を完了した。

当調査区の地区割は第83図に示すように東端部より西へ 6m隔てた南北軸と南端都より北

方向に6m隔てた東西軸の両主軸線が交わる点を基準点とした。基準点より放射状の東西南

北区をさらに、 6m× 6mのグリットに小区分し数字を付し、方位は磁北を採用した。また

土層観察用の畦をEl列 とWl列の西側に、最長径が計測できる2条を残した。

調査区の南面及び東面は、当地域における主要枝線であり、 したがって調査区域を北と西
方向にせばめる形となった。さらに調査地の北部は廃土置場に使用したため確認はされてい

ない一画である。
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第83図 調査地区割図
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2.層位

調査地の地形は、図84。 図85に示すように、東から西へ緩傾斜し、また南から北へも緩傾

斜の傾向がみられる。従って調査区の南東部から北西部に向かい緩傾斜する台地の微高地が

考えられる。層位は、上から、第 1層 造成上、第 2層耕作上、第 3層灰褐色土、第 4層黄色

土、第 5層暗褐色土、第 6層地山の順に堆積している。第 1層の造成上は厚さ50cmが測られ、

数次に且る造成がみられる。第 2層の耕作土には、上面の耕作土、下面における床上の分層

が困難で、攪舌とがみられ厚さ70cmが測られる。発掘調査例から観案すると、耕作±20cm、 床

± 5～ 10cm、 残厚40cmが表土と推定される。第 3層の灰褐色土は粘質で厚さ20cmが測られる

が調査区南西部では、下層第 4層の黄色上下面にもみられ氾濫がみられる層である。従って

第 3層 は、A・ Bの 2層 に分けられ、A層 は無遺物層、 B層 は遺物包合層とするのが妥当と

考えるが、包合遺物は僅少である。第 4層の黄色土は薄く厚さ5～ 10cmで若千の遺物が含ま

れている。第 5層の暗褐色土は調査区中央よりにみられ、扇状に北西へ拡がり北西端部で20

cmが測られる。遺構の内部、または南東隅にもみられる遺物包合層である。基盤面となる地

山も、東から西へさらには南から北への緩傾斜を呈しており、遺構は地山面に掘 りこまれた

もので、洪積台地に被覆された沖積層の下部に検出されている。

遺構内部の堆積土は、

南側の 3溝 (SD-1～ 3) 暗灰色、青灰色、灰褐色の砂質上の堆積がみられる。

中央の 3溝 (SD-4～ 5の 2) 暗褐色、黒色、暗褐色の砂質土。

北側の 4溝 (SD-6～ 9) 暗褐色土が多い。

というように簡略されるが、氾濫の様相が随所にみられるものが多い。この様相が最も顕著

にみられる溝に、 SD-5が ある。検出された溝状のうち最大のもので、全長24m、 幅1.6m

が検出され東端部の落ち込み部 (N3El)よ り端を発している。このSD-5の 堆積土の

中位に前述の南側の 3溝にみられる灰褐色のしかも粗砂混じり上がみとめられる。またSD

-1の北壁、図84にみる南壁の南端部、図85にみるSD-5の 北壁や、 SD-8の 周辺の基

底面における黄色土は、反転がみられる。

これらから察すると、あきらかにこの調査地は、氾濫による攪乱をうけた地域が考えられ

る。

- 160 -



W― E L=33.Om

N― S

勿

第84図 西壁 (N― S)層位図

灰褐色粘性± 4黄 色粘性上  5暗 褐色粘性± 6黒 色土
暗灰色土   10暗 黄灰色微砂 H灰 色粗砂   12黄 褐色ブロック粗砂

第85図 南壁 (W― E)層位図

“

______…
._~~~~~― ―ィーー

~~~~~―
F~~~~~― ―¬

「

――――――どIm

(S=I:80)

L=33.Om

I 造成上    2耕 作土
7灰褐色砂質上 8青 灰色粘性土
i4暗褐色砂

6 7 4 10 5     6

-161-



N S 6

第86図  D列 (N― S)層位図
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第87図  E列 (N― S)層位図 〔計測点は第89図に示す〕
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3.遺構 と遺物

〔1〕 遺構

本調査で検出された遺構は、図88に示すように、土羨 SK3基、溝 S D10条、掘立柱建物
址 SB2棟、柵列 SA2条、落ち込みSX2基が検出された。

(1)土羨 :SK(第 88・ 89・ 92・ 93図 )

SKlはNlElに あって、南をSD3、 北をSD4に囲まれた位置で検出された。祭万巳
的要素のみられる弥生後期後半に比定される土器が、一括出土した貯蔵穴である。堆積土は

3層からなり、上層は遺物を包合する暗褐色土、中層は黒色無遺物上、最下層の 3層 は黒色

と責色のブロック層の底上げ土となる。壁体中位に有段の掘り込み (図 11)がつくられてい

る。類例には松山市教育委員会が調査した、釜ノロ遺謝第 4次調査にみられるが、この土羨

からは、有段下に杭穴痕跡や植物遺体の検出が報告されているが、 SKlに は検出されず差
異がみられる。

SK2は、第88・ 89。 94図のように、N2W2の SD9に接して検出されたもので、 立地
条件や共伴遺物の観点から、自然掘り込みが考えられる土羨である。SK3も SK2同様の

性格がみられるSlElに 検出されたものである。溝 SDlと SD3に接 した北下りの傾斜
面に位置している。図95に示すように不整形の床面 2段で構成される掘 り込みである。

(2滞手メ犬iSD(第 88。 90。 96～ 98図 )

溝状は調査地全域にみられ、図のように、南 。西走向する10条が検出された (SD5-2
を加算して)。 SDlは SD2と 切 り合い、SD2は SD3と切 り合いが示される。三者の内
SD2が先行するが、 SDlと 3と の先行形態は不明である。 SD4は SKlの北部に位置
するT字形の溝である。両端部は削平による不明の、深さ 6 cmの浅いものである。周辺には

柵列状の小穴群がみられる。 SD5は SD2を吸収する大溝である。随所に水流によるえぐ
りがみられる。

SD5-2は 、 SD5と 伴走するもので、 SD5に 伴う氾濫原が考えられる溝である。西
端は削平され自然消減する傾向がみられる。 SD6は東の延長部も考えられ、西端部は落ち
込みによって削平される溝である。調査地を南北に区分する様相がみられる。調査地北部の

SD7-9は 図97に示すように小振りの溝である。ともに浅 く自然流路が考えられ、東部か
らの搬入土器が混在出土している。
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(3)掘立柱建物址 :SB(第 91。 99。 100図 )

建物址はNIW2区 の氾濫原に位置する。SBlは桁行 2間、梁行1間で、柱間2.8m～ 1.3m
×2.8mが測られる主軸北北東の長方プラン、SB2は桁行 1間、梁行 1間の柱間3.8m× 2.8m

の主軸東北東の方形である。第91図に示す柱穴 P2は併用がみられ建て替えも考えられる。

立地点やプランの不整形さ等の観点から、建物址とするには疑問が残る遺構である。遺物は

P3の東に位置する横列 2基の柱穴から、車食動物の歯牙が検出されたのみである。

は)棚状 iSA(第 88図 )

柵状はNlEl区の平坦面、 SKlの 周辺部の径20帥から 5 cmま での小穴群である。 SAl

はSD3の 北縁から僅か離れた位置の直線状のもの、 SA2は 「 J」 字状に弧を描 くものの

2条である。 SAlは 土留めが推定されるが、 SA2は 不明である。小穴群における径・深
さなどの点から、線引きをこころみた。

(5)落ち込 み :SX(第 88・ 90図 )

SXl(第 88図 )は調査区北東隅に、 SX2(第 90図 )1ま SlW2と NlW2区 にまたがって

検出された。 SXlの 全容は解明されていないもので、土器類は検出されていない。 SD5

及び SD5-2は この地点より派生 している。 SD6の 延長部が北肩部に若千みられる。 S
X2は調査地西端に位置する氾濫壕である。 SD5、 SD6を 寸断削平 し東部は緩 く下降を

示 し、西部に高い土堤がつくられる。

各遺構出上の上器には、 SKlの 複合口縁主、甕、高 lTh、 支脚などの一括遺物、 SX2、

3では主口縁、底部、須恵lThな どの細片がある。 SKlの 土器は、弥生後期後半に比定され

る。 SDlの 上器は少なくSD2に は土器の堆積があり(第 96図 )、 複合日縁、大型器台、支

脚が出上 している。 SD3か らは、複合口縁、沈線 4条 2段施文の壼頸部、竹管文、刺突文

併用の高 lTh屈 曲部、舌状突起付支脚などがある。 SD2を 吸収 し合流するSD5か らは、須
恵器構形甦の出上があり特色される。他に石斧などが出土 しており、 SD2と 差異が認めら

れる。また大型器台の出上が少ない点にも異なりがみられる。 SD5-2か らは檸形甦の細

片が出上 しており、 SD5と 共存関係の氾雄原と解釈される。 SD6に は鉢形、長頸主、支

脚がみられる。 SD7に は複合日縁、 SD8に は複合口縁、高辱、鉢底部、支脚、器台の細

片が、 SD9は SD8と 類似 し、他に甑底部の底面に、×印記号がみられるものがある。 S

D7～ 9に 出土する土器には、搬入物も混在するが、溝底面の土器に限定 し図に示 した。
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第89図 土墳配置図

各溝における堆積土を分類すると、 1,灰褐色砂質土の SDl～ 3、 2,暗褐色、黒色粘

性土のSD6～ 9、 3,暗褐色砂質土の SD4、 SD5-2と SD5の上層部、 4,黒色砂

質上のSD5下層部の 4種に大別される。従って 1を 弥生時代後期末～古墳時代、 2を弥生

時代後期後半、 3を後期後半、 4を後期後葉～古墳時代中期と推定する。遺構 。遺物の総合

的感知から、弥生時代後期後半～中世13世紀頃までの氾濫遺構とするものである。

0                            10m
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第90図 溝状遺構配置図
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第91図 掘立柱建物配置図
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O                         Im

(S=1:20)

第92図  SKI 測 量 図

第92図はSKlの平断面図、第93図は堆積する土器の平面図を明示した。

遺構は、平面図でみる限リフラスコ状にみれるが、尖底丸く逆台形を示す。南北95cm、 東

西が中絞 りの85clnのほぼ円形の上羨である。深さ90cmが浪1られるが、20clnの底あげがされて

いる。壁部中位における有段は、性格不明で再検討が考えられる掘 り込み部である。

内部の堆積する密度の濃い土器は、第93図に示した。この平面図は出土土器の全てではな

い間引き図である。出土遺物は第101～ 109図のものである。図示の断面図上位に破線部分が

記入されているが、当初掘 り込み面の検出が、遅れた理由によるものである。破線は遺物出

土面に相対して記入した。

熱

ト ー _
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第93図  SKI遺 物出土測量図
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第95図  SK3測 量 図
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〔2〕 遺 物

(1)SKl出土遺物 (1～ 32)

1～ 3は複合日縁主である。日縁部の接合は輪積手法によるもので、接合後指撫でが施 さ

れている。日唇端部は直立 し丸 くおさめられている。日辺部には円形浮文を貼 り付け、頸部

には凸帯が貝占り付けられる。凸帯上面には箆押圧による格子目文が刻まれる。内面は横方向、

外面は縦方向のあらい刷毛 目が施される。一部に箆削 り痕が残る。体部は球形でやや締 る下

面の底面は平底を呈す。2は短形の日縁部が内傾 し立ち上がる。接合部は内外面 とも粗雑で、

特に外面にも指圧痕がみられる。頸部に断面台形の凸帯を付 し、斜行文が刻まれている。内

外面異方向の刷毛が施される。 3と 8と 同一個体である。日唇端部は内傾 し丸 く、接合部は

肉厚である。接合部外面にはつまみが施される。 4は胴長で他の複仝口縁壷とは体型を異に

する。日唇端部は平たく内外面に凹線がみられ、内面には稜状を作 り出している。接合は輪

積で接合部内面は、縦方向のi旨圧痕が明瞭に深 くくい込み一巡 している。頸部には断面カマ

ボコ型の凸帯を付 し、斜格子文が刻まれる。 5は長頸化がみられ、日唇部はつまみが施され

突出する。内面は横方向に、外面には 2 mm巾 と 4 mm巾の刷毛撫で痕が顕者にみとれる。 6は

接合部に押圧痕が強 くみられ、凹みを呈する。内外面には幅広の刷毛目が施され撫で消 しが

みられる。 7は 1よ り更に球形で、日唇端はにな く丸みを呈 し、内面は鋭角な面をもつ。内

傾する日縁部の接合部は丁寧な撫でが施され、入念に仕上がる。頸部凸帯には、箆による斜

格子文が刻まれる。内外面とも縦・横・斜めの三方向の刷毛が施されている。球形の器表面

は手1離が多くみられ、砂粒が露出し凸凹である。 8は前述の 3と 同一個体で、頸部凸帯が一

段 と低 くみられ削 り出し状にみえる。凸帯上面の斜格子目文にも細い櫛目跡がみられる。他

の施文と異なりを見せる凸帯である。内面には指押圧痕がみられ、両面共に異走行の刷毛 目

が施される。器表面は 7に似て凹凸面を呈する。

9～ 11は長頸壺、小型壺である。 9は SKl出 土品の内、唯―の長頸壺である。口唇面は

丸 く内傾させ稜をつ くる。頸部内面は、外方向に膨 らませ胴部との境には↓旨圧調整が施され

る。日唇端には撫で消しが行われ、器表面 1/2上 は粗 く下は細かく刷毛撫でが施される。

色調はやや赤味を帯びる。10は小型こで直立ぎみの頸部を呈し、日縁端部は外反 し広が りを

みせる。頸部と胴部の境には 4条の沈線を施 している。内面下部には箆削 りが施され、上部

は刷毛撫でが施される。器表面は縦方向の箆磨 きが見られる。Hは土羨の堆積遺物のうち、

最下位で検出した小型壺で 1/4の 残量である。頸部に 3条の沈線が巡る。内面には、す旨圧
痕がみられ、外面肩部より上位は丁寧な撫でが施されている。内面下部は灰白色を呈 し、外

面は赤褐色を呈する焼成の甘さがみられるこである。

12～ 16は甕形土器である。14は形態が鉢形にも似る甕形土器である。

12は頸部は直立ぎみに立ち上がり、中位より緩 く外反する。日唇端部につまみがみられ、

外面に僅かに凹状がみえる。日縁内部はシャープで撫でが施される。外面には一部叩き痕が
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0                                          20Cm

(S=I:4)

第 101図  SKI出 土遺物実測図 (1)

僅かに残る。13は焼成果斑が多くみられ灰色を呈する。内面には指圧調整痕がみとられ、外

面は横方向の刷毛撫でが施される。焼成の甘い口縁である。14は 口縁部中位が肥厚し、日唇

面両端部につまみが施される。内面は日縁部を横方向に、下部は縦方向に指押圧され、あと

刷毛撫でが施される。外面には上から下に向けて撫でが施される。鉢形土器の可能性もある。
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0                                         1 20Cm

(S=1:4)

SKI出 土遺物実測図 (2)第 102図
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第 103図  SKI出 土遺物実測図 13)
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0                                           20Cm

(S=I :4)

第 104図  SKI出 土遺物実測図 (4)

15は 日縁部、底部が欠損するもので、器厚は平均 し丁寧さがみられる。内面は調整痕がみ

れず撫で消 しが考える。外面は磨 きが施され焼成果斑がみられ、祭万巳的要素のみえるもので

あり壷形土器の可能性 も考えられる。16は外反する「く」の字状口縁を呈 し、 日唇端部を垂

下させる。肩部内面には粘土帯の接合部が残 り、凹凸面がみられる。粗雑である。

17、 18は甕形土器である。最大径が器高の中位に下る傾向がみられる。よって口径が小さ

く感 じられる。右図17の甕は、中間位が接合されないが同一個体である。「く」の字状を呈

する日縁部は、肥厚 し先端部を垂下させている。内面には異方向の撫でが施され、中間部は

撫で消 しがみられる。外面底部上には叩き目痕が残る。18は更に胴に膨らみがみられ、器高

にも差異がみられる胴長である。両者の器高は40cmと 43cmが推定される。18の 内外面には撫

で消しが施されている。

′′

　

弥
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第 105図  SKI出 土遺物実測図 (0

(S=1:4)
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第 106図  SKI 出土遺物実測図 俗)
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0                                           20Cm

(S=|:4)

第 107図  SKI出 土遺物実測図 (7)

19。 20の甕形土器は、 17、 18に比 して小型といえる。器高も20～ 30cm以 内に納まる。最大

径は日径を凌ぎ、 20、 21の 回唇端には、垂下がみられる。19にはツマミ上げがみられる。 19、

20の内面には、粘土帯の接合に粗雑さがみられ、つなぎ目が稜を呈 している。19,20の内面

は掻き上げ状に、21は粗 く刷毛が施される。20の内面には砂粒がみられ整形の方向が窺える。

丸底の底部には上げ底の形骸化がみられる。

22は鉢形土器、23は椀形土器、24は鉢形土器が推定される。22は 日唇端面が垂下する。底

部は台付 も考えられるが、定かでない。23は椀形である。底部は丸底が推定される。24は形

態が不明であるが、内傾 した直立ぎみの日縁が考えられる。
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22の 内面には粗い刷毛が施され、外面は刷毛後撫でがみられる。内外面は、下位に焼成果斑

が広 くみられる。23は内外面に撫で消 しが施されている。24は裾部内面に横方向の刷毛が施

され撫で消しがみられる。色調は内面全体に黒色である。外面は縦方向に刷毛撫でが施され

ている。

25～ 30は高辱形土器である。形態により分類すると円柱をもたないもの25を A類、円柱を

もつもの26、 27を B類に分けられる。28は接合部の状況からA類が推定される。25(A)は小

型で、日唇端面は粗雑な↓旨撫でがみられる。脚部には 2段に径の異なる円孔を穿つ、上段に

は大小の円孔が交互に 5穴が穿たれ同数でない。下段には 5穴の小子とが穿たれる。脚部内面

上位に絞 り痕がみとれるが、全体に粗雑さが日立つ。 B類 26は、日唇面に 3連の箆描き沈線

を巡らし、上面に円形浮文が貼 り付けられる。円柱部には円子しを穿ち、屈曲する裾部が接合

される。裾都中位に有段状の屈曲部がみられ、屈曲部の上下段面にも円孔が施される。細

く外反する日縁部先端には膨 らみがみられる。内外面 とも箆磨きが施される。 B類27が同形

の26と 異なる点は、円柱部の穿子し、屈曲部に竹管文による装飾性の 2点に差異がみられる。

更には屈曲部の形態にも異なりがみられる。28は A類が考えられるlTh受部の破片である。日

縁端部は水平面状を呈 し、水平の内端面に稜がみられる。内外面 ともに箆磨きが施される。

29。 30は受部欠損の脚部で、29の脚部には 3段に同径の円孔が、上段より3・ 4。 4の比率

で穿たれる。脚内面には絞 りがみられ、外面には箆磨 きが施される。30に も同径の円孔が 2

段に、上段 3、 下段 4の比率で穿孔される。内面に絞 り痕 と昂1毛 目痕がみられ撫でが施され

る。外面は箆磨 きが施される。裾端部に29と 差異がみられる脚部である。

31,32は支脚である。鼓形を呈する円筒形で、32は上部を欠損するが31と 同形が考えられ

る。31の完形品の上下端部はつまみが施され、内面両端面には刷毛が施される。中空の内面

中位は平滑に撫でられ、絞 り痕がみとれない。32は31に比 して肉厚で、内面は指撫でが施さ

れる。両者の外面には指押圧痕が、斜めに絞 り状に顕著にみとれる。

以上32点が SKlに おける一括遺物で、図示されない破片も出上 している。これらの土器

には、複合回縁壷の長胴化 (4)、 鉢形土器に類形する甕形土器 (14)、 胴張長胴の甕形土器

(17・ 18)形態の差異がみられる。

複合口縁壷の盛行期、高 JTh形土器の円柱部の多用イと等は、弥生時代後期の特徴が示され、

当貯蔵穴の廃棄 。埋没時期は弥生第 V様式第 4型式段階 (後期中葉から後半)と 考えられる。

(2)そ の他の SK出 土遺物 (33～ 35)

33～ 35は、33が SK2、 34・ 35が SK3の 図示できる破片である。

33は赤色を呈する重口縁である。刹離摩耗が著 しく調整痕はみとれない。内外面 ともに砂

粒の露出が著 しく、焼成の甘いものである。34は大型の董底部で内面は刷毛撫でが施される。
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32

0                                                20Cm

(S=I:4)

出土遺物実測図 (3)第 108図  SKI

SK2 〔33)
SK3 〔34・ 35〕

第 109図  SK2-3出 土遺物実測図

底部平面はシャープさがみられる平底である。

35は灰色を帯びた須恵不である。

く
三〒
===r=千

ミ垂三こ≡≡ン

'35

外面には縦上向に掻き上げ成形がみられる。

乳
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(3)SD。 その他の出土遺物 (36～ 108)

36～ 108は、 SD。 その他の出土である。

36・ 37・ 43・ 45は SD3、 38・ 39。 41・ 461ま SD5、 40・ 42は SD2、 44は SlW3区 の

出上の複合口縁壷の破片である。36は肥厚 した日縁部に 5条の箆描沈線を施 し波状文が刻ま

れる。更に縦 2列の棒状浮文が貼 られ、浮文上面に指頭圧痕が施される。この棒状浮文は、

当平野に出土する楕円形の胴張 りの長頸この胴部にもみられる。

37～39は 口辺部に円形浮文のみられる一群である。37は 日唇面はシャープに内面のやや下

がった位置に稜がみられる。38の接合部内面には、強い押圧がみとれる。39は広い口径をも

ち、口縁部内面が肥厚される。40は頸部である。 1本の凸帯が 2条に分けられる特色がみら

れる。 2条の凸帯には、箆描斜 4子文が施される。41～ 44は施文形態を図示 した。41・ 42・ 44

は波状文、43は粗雑な山形文である。波状文は平均 して深 く刻まれている。41は 日径 9。 5cmの

小型である。42は器厚で方形につ くられる。43の接合部は垂下させ上面には、凹線 1条が巡

る。44は接合部がみとれない位入念に仕上げられる。45の頸部凸帯の斜格子文の刻み目には、

櫛状の条痕がみられる。46は幅広の凸帯で、刻日も大きく施されている。

図111は、61を のぞき、こ形土器の、甕形土器の底部である。47～ 51は壷、57～ 60は甕であ

る。47は黒斑がみられる。48は 中心位に↓旨圧による凹みがみられる。内面にヘラ刺突痕がみ

られ、横方向に撫でが施される。49の内外面には顕者に指頭痕が残される。50の底面に粗痕

状の痕跡が残存する。51の 内外面には撫で消しが施され、外面に黒斑がみられる。

52は内外面 とも撫で消 しが施され、調整痕はみとれないものである。53～ 55は底部面に、

それぞれ異なる箆記号が施されるさらに、53には焼成前の穿子とがみられる甑の底部である。

56は内外面に粗い刷毛 目がみられ、底都貼付接合が考えられる器厚の底部である。57～ 60

はあげ底、その形骸化がみられる甕底部である。59は先行形態を示す弥生中期後葉段階が考

えられる底部である。61は手ず くね土器で、外面下位には板状工具による叩き痕がみられる。

内外面には指押圧後、撫でが施される。

主形・甕形 。椀形・高不形土器 (62～ 69)

62は SD2、 63は SD3、 64・ 68は SD9、 65は SD6、 66は SlヽVl区、67・ 69は SD

5の出土である。62は 「く」の字口縁をなす甕である。日唇部に凹線が巡 り有段状を呈す。

63は三日縁である。日唇部に箆描き沈線を 1条、頸部には 4条の沈線を 2段に施す。色調は

茶褐色で、焼成があまい。64は鉢形土器である。日唇にはつまみがみられ、口唇面には 2条

の凹線を巡らし稜状がつ くられる。内面は横方向の撫でが施される。 1部には指頭圧痕が残

る。65は 日唇面に 2連の凹線が施される。凹線は不整列で回唇部も粗雑さがみえる鉢日縁で

ある。66は鉢形土器で日唇に稜がみられる。内外面は箆磨きが施される。67は高JThが考えら

れる。邪部の充填が顕者にみとれるが粗雑である。箆状による撫でがみられるものである。

外面の 1部に赤色顔料様が残存する。
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SD2〔 40,42〕   SD3〔 36・ 37・ 43・ 45〕
SD5〔 38,39。 41・ 46〕 包含層 〔44〕

第 |10図  SD2・ 3・ 5・ 包含層 出土遺物実測図
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SD2 〔47・ 48・ 49・ 54・ 55。 61〕   SD6 〔51〕
SD5 〔50。 52・ 57・ 58・ 60〕      SD7 〔56〕

SD9〔 53・ 59〕

61

0                                         20Cm

(S=I:4)

第 HI図  SD2・ 5。 6・ 7・ 9出土遺物実測図
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『

澤 ブ6

SD2〔 62〕    sD6〔 65〕
SD3 〔63〕      SD9 〔64・ 68〕
SD5〔 67・ 69〕 包含層 〔66〕

第 I12図  SD2・ 3・ 5。 6。 9,包含層 出土遺物実測図

68は小型品で、残存量 1/4の破片である。内面は指頭撫でがみられる。外面縦方向の用J

毛撫でが僅かにみとれる。69は台付小型鉢が考えられる。「ハ」の字に広がる裾部外面には、

撫でがみられる。摩粍のため、調整痕などは不明である。

70～ 79は高17x形土器片である。

70・ 72・ 75。 79は SD3、 71・ 74・ 77・ 78は SD5、 73は SD8、 76は NlEl区 の出土

遺物である。70は SKl出土の26の邪口縁に類似するが、円形浮文がみられないもので、日

唇部には 4条の沈線がみられる。内面には縦方向に箆磨きが施される。71は不部の破片であ

る。摩耗によって調整痕などは不明である。72の脚部には中位の下部に4円孔が穿たれる。

内面の上常[に絞 り痕が顕著にみられ、下部には用1毛口が施される。刷毛目は外面にもみとれ

る。73の脚部は接合部より裾端部に向け、極端に器厚がうすくつくられる。内面には砂粒が

軍
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0                                          20Cm

(S=1:4)

- 193 -



桑原 田 中遺 跡

ヽ
ヽ
十

′

ξ

、
、

＼ヽ
―

‘

‐

，

上

＼
＼

/ ヽ
―

SD3〔 70。 72・ 75,79〕
SD5 〔71 ・74・ 77・ 78〕
SD8〔 73〕
包含層 〔76〕 0                                              20Cm

(S=I:4)

第 H3図  SD3・ 5。 8包含層出土遺物実測図

多くみられ、横方向に箆削り痕がみられる。74は赤橙色を呈し、内外面は刷毛撫でが施され

る。75は SKl出上の27の屈曲部に類似 し、箆先による刺突文が 2段に、さらに上位には竹
管文が亥1ま れ、円孔もみられるものである。

高不76の脚部の中位には、日径 4 mmの小円子しが 2穴巡る。中空の内面には箆削りが施され、

外面には刷毛撫でがみられる。77は肥厚する脚部に日径 2 clnの 円孔が穿たれる。円孔は 2段

が推定される破片である。内面には指頭撫でがみられる。外面は箆磨き、刷毛撫でがみられ

る。78は邪部である。日縁接合外面に 1連の凹線が巡る。内外面に横走向の刷毛撫でがみら

れる。79の脚部は中空の内面先端部が極端に狭まる。横走向の箆削り後撫でが施される。外

面は刷毛撫でがみられる。
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第H4図  SD2。 SX2出土遺物実測図

大型器台 (80～ 83)

80は落ち込みSX2、 81～83は SD2の出上である。それぞれ破片で上下端部及び器高は

不明である。体部に沈線が施される80は、箆磨きが施され仕上げは丁寧である。81～ 83は胎

土も異なり、ザラつきがみられる。赤褐色を呈する器面は磨減がみられる。

支脚 (84～ 89),土製品 (90。 91),石製参考品 (92)

84,89は SD3、 85は NlW2区 、86は N2Wl区 、87・ 88は SD2の 出土遺物である。
支脚には台形状と、円筒形がみられ、台形状のものに84～ 86,89が あり,円筒形に87・ 88

がある。台形の上面は平滑につくられ、傾斜角度をもつものもみられる。上面には円子しが中

空部に向かい穿たれる。さらに端面より突起する舌状の支え手がつく。85は裾部、89は上面

が欠損しているが同形と考える。87,88は 円筒で、87の外面には斜行の叩き目痕がみられ、

裾端部にはつまみが施される。88には中空内面に絞 り痕がみられ、外面に指頭圧痕がみられ

る。90は N2W2区 出土の土製紡錘車である。端面の素げ離は後出の完形品である。法量、直
径3.3om、 厚み1.3cm、 重さ16.9gである。黒色を呈する器面中央に、径 6皿mの焼成前一方向

の円孔が穿たれる。一部に箆削り痕がみとれる。91は NlWl区 出上の上玉である。断面形
は算盤球状で法量、直径2.6cm、 厚み 2 cm、 重さ13.4gで ある。指圧痕がみられ、器表面は凹凸

がみられる。92は NlEl区 より出上したもので、参考品として図示した。石質はチャー ト
で先端部を欠くが、石錐状を呈する。

担
――〔‐―
出
口
‐

・82・ 瑚          m

(S=I:4)
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第 117図  SD5・ 包含層 出土遺物実測図

(S=I:3)
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石製品 (93～ 97)

93は NlEl、 94,95は SD5、 96は N2W2、 97は N2Wlの 出土遺物である。

93は両面使用のもので、表面は悟り鉢用に、裏面は叩き用に使用されたと考えられる。

表面中央部には径3.7cm、 深さ l cmの 凹みがみられ、すりつぶし用のものと推定される。凹み

周辺部には、楕円に広く研磨されている。裏面はレンズ状の凹みがみられ、使用痕がみられ

る。石質は凝灰砂岩で亀裂は、打撃によるものと考えられる石器である。94は石斧の折損品

である。直線の背部端から、弧を描く外湾部に刃部をもつ。刃部は両面研磨され、刃部先端

には傷痕が僅かにみとられる。石質は粘板岩が考えられ暗緑色を呈する。95は砥石である。

石質は流紋岩とみられ、使用面は山形が推定され使用面には条痕が残存している。96,97は

石斧の折損品で、石質は斑岩質の硬質で両者とも研磨仕上げがみられる。

須恵器 (98～ 103),施釉陶磁 (104)

98は主にSD 5出上の細片と、周辺部出上のものを合わせ復元した。99は SX 2、 100,103・

104は SD5、 101は NW区、102は SD3の 出土遺物である。98は俵童とも云われる構形込で

ある。復元範囲において推定計を出し図示した。日緑部は欠除するが、阻の口縁部が考えら

れる。体部と頸部の接合は破片により、「 L」の字状にみとれる。体部には、縦方向に 3条の

凹帯を施 し、中央凹帯の左右に櫛描き波状文を縦に帯状に巡らす。文様は左右 1条の凹帯に

限定される。円子し注目部の破片もあるが、接合困難である。当地域における検出例も少なく、

陶邑窯址T K208出 上を類例とした。時期は古墳時代前期 5世紀末と考えられる。99は甕日縁

の破片である。全体にスリムさが感じられる。内面には同心円文がみられる。外面に平行叩

きしめ痕が 1部残る。100,103は lThである。日唇端面は丸く細く、真下に稜がみとれる。

101は台付椀が考えられる。輪高台の裾端面は丸く、接地面に水平がみられる。102は込の破

片である。注目部、日縁部、底部が欠損する。内面には粘土帯接合がみられ、 6世紀木が考

えられる。104は短頸壺である。施釉陶器が考えられ、外面頸部、体部を限界とし体部一面に

釉がみられる。

土師器 (105～ 108)

105,107は SlW2区 、106は SlWl区 、108は SD5の 出土遺物である。
105,106,108は 年、107は高台付椀が考えられる。105の底平面には、回転糸切 り痕がみら

れる。他は磨滅が著しく調整痕などはみとれない。糸切 り痕のみられるところから、12世紀

代のものと考える。
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SD3〔 102〕 SD5〔 98・ 100。 103・ 104〕 SX2〔 99〕 包含層 〔101〕

第 H8図  SD3・ 5。 SX2・ 包合層 出土遺物実測図
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~~1∝     106 ~107
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SD5〔 108〕
包含層 〔105～ 107)

0                                           20Cm
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第 119図  SD5・ 包含層 出土遺物実測図

4. /Jヽ糸吉

今回の調査によって、扇状地における河川氾濫遺構が確認された。更に集落形成に適しな

い一画があることも判明した。北東扇頂部周辺の構味遺跡から南西下する扇状地形に呼応す

るように、各自の集落が北に古く、南に新しく連綿と存続している。南西面に位置するとこ

ろの桑原遺跡群には弥生時代後期～古墳時代初頭の住居址の存在が知られ、束本遺跡におけ

る祭祀址などは重要性がみられる。この祭祀址の共伴遺物は非常に少ないと報告されている

点も特色である。当遺跡における遺物の出土量に示される祭万E的な遺物の検知から、これに

まつわる遺構が、近辺のさほど遠 くない位置に存在することも裏付けられた。

また当遺跡と近接する桑原小石原遺跡の相対距離や同じ性格のみられる河,II遺構の観点か

らすると、集落形成に不適合な地点、いわゆる度々繰り返される氾濫の流路にあたっている

と推測される。つまり谷筋の周辺部に位置していると推定される。然しながら縁辺部におけ

る水田llLや それに伴う遺物も今回は検出されていない。これらから当地形の自然的条件の悪

さが挙げられる。また当地域における遺跡が示すように、聖域、墓域、集落の政治行政的区

画があるとするならば、大溝であるSD5は それにあてはまる境界的な意味あいをもつもの

かも知れない。

松山平野 (道後平野)は、重信チllと 石手川の二大河サIIに よって形成された沖積平野であり

両河川は度々氾濫を繰り返す荒川とされる。現在の石手川は下流において、天丼川と化して

いる。この状況からも氾濫の発生が多くみとられる。

永禄年間 (1558年～70年 )に濯漑用の堰や流路が、東野、桑原、畑寺 (経石山古墳の東に

あたる地域)に構築されたと地誌に記述されるところから、少なくともこの時代には利水に

苦しんだことがうかがえる。当遺跡の出土遺物の中にも、13世紀前半代の瓦器片もみられる

ところから、それ以前にも洪水があったことが立証される。洪水被害に直面 した桑原田中遺

跡は、弥生時代後期から中世に至る氾濫河川遺跡とされる。
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以上まとまりのない文章に終わったが、筆者の浅学の為であり反省を感 じています。多く

の問題点の指摘をいただく事を、喜びと致します。今後とも御教示、御指導を厚くお願いす

る次第であります。終わりに↓旨針をいただいた梅木謙一君に感謝申します。
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遺構・遺物一覧  (遺構・遺物一覧 :松村 淳)

(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

は)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

(3)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値

形態 。施文欄 土器の各部位名称を略記① 例)口→口縁部、胴中→胴都中位、柱→

柱部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、

密→精製土。 ( )中 の数値は混和剤粒子の大きさを示す。例)砂・

長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒・長石を多く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

。表50 溝一覧

溝

ＳＤ
地 区 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備 考 時  期

I NlEl― SlE] 舟 底 状 95× 130X035 暗灰色砂質土 弥  生 SD2を 切る 弥生後期以降

2 NlEl― NlE] 舟 底 状 114× 160× 03～ 4 青 灰 色 砂 弥  生 SD1 3に 切られる 弥生後期

3 NlE,一 SlヽV] 舟 底 状 170X150× 045 灰掲色砂質土 弥生、土師、須落 SD2を 切る 弥生後期以降

4 NlEl― NlヽVl 皿   状 70X040× O06 褐色砂質土 T字形 不 明

5 N3El― NIW2 舟 底 状 240× 160X045 黒色砂質土 弥生 土師、須恵 SD2を
'及

J又 弥生後期

N3El― NlW2 レンズ状 170× 120× 040 暗褐色砂質と 弥生、須恵 SD5と 併走 弥生後期

6 N3El― NIW2 舟 底 状 黒 色 土 弥  生 SD9を吸収 弥生後期以降

7 N3Wl― N2ヽV3 皿   状 185X035X035 協色十黒色上 弥生、土師 SD2を切る 吉墳時代

8 N3ヽV2-N2W3 レンズ状 60× 070× 013 暗褐 色 上 弥  生 SD9と 合,荒 弥生後期以降

9 N3ヽV2-N2Wi 舟 底 状 90X060X060 賠褐色十黄色土 弥生、土師 SD7に 切られる 古墳時代

●表51 土蠣一覧

墳

Ю

土

ＩＳ
地  区 平面形 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備 考 時  期

I NlEl 円  形 U字形 095X085X08 暗 褐 色 土 弥生 弥生後期

2 N2W2 橋円形 皿  状 185× 085X007 褐色砂質土 弘生 SD9に 接する 弥生後期以降

3 SlEl 格円形 皿  状 140× 120X013 掲 色  土 弥生、須恵 S Dl-3に 囲まれる 弥生後期以降
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。表52 SKl出 土遺物観察表 土製品

桑 原 田中遺 跡

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・ 施 文
調 欺

二 土
成

胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 画

I
十笙

口径 (160)

器高 373

底径 (63)

複合口縁。貼付凸帯。

(国 )貼付円形浮文。 (頚 )

Ll面三角凸帯、余斗格子文

平底。

徹 今部D粗いハケ

ω ハクナデ (丁宰 )

上下ハケ指ナデ

⑩ ヨヨハケ

Θ指圧痕
板状工臭ナデ→指ナテ

石。長 (1～ 3)

良好
黒斑

2 一霊
口径 (151)

残高 76
複合 H縁。

(頸 )貝占付凸帯、斜行文。

彼今椰ド)ハケナデ (斜め )

④ タテハケ

Oヨコナデ⊂IDヨヨナデ
微介笥うヨヨナデ

は合部ド)ヨ ヨナデ

石 長 (1～ 3)

金

良好

3 蔓
口径 (154)

残 高  58

複合日縁。

一部_ヒ リに、施文状残

るが不明。

磨減のため不明
Oヨ ヨナデ

③ヨヨナデ

石・長 (1～ 6)

金

良好

4 士霊

口径 145

器高 465

底径 65

複合 H縁。

(頸 )Я古付凸帯、斜格子文。

丸底。

Oヨ ヨナデ

廻)ヨ ヨノヽケ、 タテタヽケ
m叩 き→組いハケ

Oヨ コナデ
⑩ ハケナデ⑩ 指圧
①ナデ上げ 延 Dナデ

石。長 (1-3)

良好
黒斑

5 壷
口径 (1351

残高 110

複合日縁、貼付凸帯僅残。

接合部凹線 1条。

日唇部ツマ ミ。

Oヨ ヨナデ

⑩ ヨヨハケ⊆D斜ハケ

⑮ タテハケ(4本 /ユ cm)

〇 ヨヨナデ、ハケ

⊂下の斜ナス指圧痕ハケ

徹 介部 0斜ハケ(6本 /1cm)

石 '長 (1～ 2)

良好

6 一霊
口径 (155)

残高 84
複合日縁。

日唇部内傾。

① 斜ハケ、ヨヨナデ

(6本/1cn)

⑭ハケGttAcml

ヨヨナデ、ハケ
ヨヨナス ハケ(3本 /1cm)

石 (1～ 3)

長 (1-2)

良

黒斑

7 一霊

日径 ●23)

器高 368

底径 61

複合日縁。

頸部貼付凸帯、斜格子文。

日唇端部内傾。平底。

③磨減で不明

∽ 斜ハケ、僅かに残を

ω 粗いタテハケ

①ヨコナデ
延⊃ 紹かい斜ハケ

∽ 組いタテハケ

石 長 (1～ 4)

金、多

良 /1

74

8 一霊
底径 54
残高 320

口唇端部内傾。平底。
磨減者 しい

縦ハケロ残存

③ナデ〇ハケナデ「げ
ω 斜ハケ

⑩ タテハケナデ

石・長 (1～ 4)

多

良好

暴斑

9 壷
顕

口径 (95)

器高 237

底径 50

頸部沈線 4条。直立、外反。

突出平底。

Oナデ消し
⑩粗ヽ 斜ヽハケナデ
⑮タテハケナデ

指圧痕

⑩粗いハケナデ

〇ナデ

石 (1-3)

良

． 軍

打、型

口径 72
器高 120

底径 29

底

部

丸

頃 lt線 3条。

(■ iり )タテナデ→ヘラミガキ

嘔三D タテハケ→ヘラミガキ
(工 iり )コ ヨナデ

⑩ ナデ

〇 ヘラ削り、指頭Ft

石 長 (1～ 3)

良好
黒斑

小型

口径 (80)

残高 104
丸底。

顎部 洗線 3条。

⑬ 3条沈線 (ハケロ)

磨減 (ヘ ラ磨 きの様相有 )

磨減

(ナ デ仕
「
げか ?)

石・長 (1～ 3)

良軒

甕
口径 (169)

残高 72
頸部下位にタタキロ残。

ハケナデ

①ナデ

③叩き→斜めハケ0本Дem)
Oヨ コナデ

③斜ハケナデ
石・長 (1-2)

良好

】同音[下

欠損

甕
日径 (151)

残高 70
球形。

Q:「 り)磨減

⑤す旨庄ヨコナデ
磨減のため不明

指庄痕残

石 (1～ 2)

良

胴部下

欠損

甕
日径 (177)

残高 190
口唇上端突出。最大径か

日径をi麦 ぐ。

磨減は「 り)岩千斜 (横強ll

(10本 ～12本 )

⑤若千斜、電⊃タテ

⑩ ヨヨナデ

αIド瑞)ツマミ出し

⑦斜ハケナデ⑩ ナデ

石・長 (1～ 3)

良好
底部欠積

士軍
　
，
残高 130 胴部球形。ヘラ削 り

ヨコナデ

⑩ ハケ→磨き
ナデ

石 (1-2)

良好

黒斑

日縁、底

部 欠 損

賽
口径 (244)

残高 102
口唇端部垂下。「 く」の字

状口縁。
駅 二ζ:好↑格)
◎斜ハケ優D叩 き→斜ハケ

(立 たり)外面 と同 じ。

⑤ハケ→ナデ

砂・ 多

石。長 (1-4)

良

胴部 ド

欠損

17 姿

日径 l186)

器高 40

底径 (63)

口唇端部垂下。最大径胴

部%位、ヘラ削り痕残。
平底、上部絞 り。

③ ハケナデ

⑩ 粗ハケロ

叩きしめ

Oヨ コナデハケ

⑩余斗ハケナデ
指圧痕残

石・長 (1～ 3)

良
票斑
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番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 画

裂
口径 (205)

器高 395

平底。

月同径力f日 径を1菱 ぐ。

最大径が%よ りやや I

Oヨ ヨナデ

⑩タテ、ヨヨナテ

〇タテカキ上げ

①ナデi肖 し

⑩ ナデ消し

C同～底)タテ、ヨコ、斜、粗ハケ

石 '長 (1～ 3)

密

良好

黒斑外

底部欠損

雙

日径 (152)

器高 242

底径 50

平底。上部絞 り。肩部粘

■巻上げ残。
〇ハケ、ナデ

Oヨ ヨナデ

('「 り)ヨ ヨナデ、稜はっきり

している。

石・長 (1～ 2)

良好

黒斑 外

媒

箋

口径 (156)

器高 266

底径 44

僅か上げ底状。肩部粘 i

巻 卜げ痕残。若千 ■げ底。

上部絞 り。

③タテナデ

〇タテ、ヨヨナデ

⑩タテ、ハケナデ

Oヨ ヨナデ

◎ハケ→ナデ

⑩ヘラ音1り

石・長 (1～ 3)

金

良好

黒斑

媒

築

口径 (165)

器高 317
底径 (40)

「く」の字状 口縁。若千上

げ底、上部絞 り。

③工具により描きとり
′サヨコナデ⑩ハ家タテナデ
⑧2cmハ ケヨコナデ

①ハケヨヨナデ
Θハケ、ナ粛旨圧
⑩ハケ斜、タテ、混

石・長 (1～ 3)

良好
媒 76

鉢
日径 (150)

器高 90
町縁外反。 日唇端ツマ ミ

垂下。底部台付 ?
細いハケ→粗いハク ①ヨヨナデ

石・長 (1～ 3)

良好

黒斑

底部欠損

椀
H径 (173)

残高 66
器外面凸凹苦 しい。日昼

端部丸みをもつ丸底 ?
ケヽ→一部ナデ ハケ→ (斜め)ナ デ

石・長 (1～ 3)

密

良好

黒斑

底部欠損

鉢
底径 114

残高 120
脚部「ハ」の字状。 タテ′、①タテフ帥

ケ(4～ 5本 /1cm)

ケヽ(4-5本 /1em)

③ ヨコハケ

丁宰なナデ、下部指頭圧
石・粒 (2～ 3)

良好

1同上部

欠損

高 lT

日径 156

器高 123

裾径 123

Π縁外反。上下 ?段 に径

の異なる円孔脚部内面に

絞 り痕。

①ヨヨナデ→ヨコ→斜
〇 細かいハケ→ヘラ磨き

外面と同 じヘラ磨き痕が

多くみられる。

金粒
　
　
好

砂

密

良

高燃

口径 324

器高 213

裾径 (253)

口唇 3条 lt線 、円形浮文

貼付。円柱穿子し。裾部「

下段円穿了し。

① ヨヨナデ

ヨコナデ

ヘラ研き

鋤 滅、①ナデ
〇 ヘラ磨 き

石・長 (1-3)

良好

一局

口径 (320)

残 高 210

裾径 (256)

屈曲部竹管文、円柱無穴。

裾部_L下 2段円子し。

(I需稜、庶)
ツマ ミ出 し、ヨヨナデ

mヘ ラ磨 き

ナデ、ヘラ磨 き

口唇欠損

石・長 (1-2)

砂粒

良

高不

(不部 )

口径 (268)

残高 56
日暮部内厚、水平。

ラ ノパ状に開 く脚部 ?
ヘラ磨 き ヘラ磨 き

金・密

良好
脚部欠損

高邦

(脚部)

裾径 (205)

残高 141 �郎池
。
r鞘 ヘラ磨 き

絞 り痕

タテナデ

裾ヨコナデ

秒 (1～ 2)

良好
邦部欠損

郭

削

一励

脚

裾径 (179)

残高 130

阻2段虹
停
詢
翻

脚部内面に絞 り痕。

ヘラ磨 き、タテ
絞リナデ

ヨコナデ

石・長 (1～ 3)

金

良好

不部欠損

支脚

径

高

径

口

器

裾

10 5

15 7

鼓形円筒形。上下端部開

く。上下端部開口。下部

肉厚。

右下 りす旨圧絞 り状

裾部ツマ ミ

〇 タテ絞 り痕 (ヨ ヨナデ )

Oタ テナデ

①ヨヨナデ

石・長 (1～ 2)

金

良好

支脚
残高 127

裾径 109
鼓形円筒形。

平均肉厚。

右下 り指圧絞 り状

③斜ハケナデ

ヨコナデ

①′サ→ナデ

⊂⊃ヨヨナデ

石・長 (1～ 2)

金

良好・粗製

上部欠損

SKl出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表
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●表田 SK2出 上遣物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 画 内 面

(H縁 )

口径 (213)

II縁 高28
「
IIt灘∫、 1勺 1早。

頚部内面、鋭角状。
部に斜めナデ残る。

一部にハケヨヨナデ

斜めナデ残る。

石 (1-3)

不良

口縁 都

19X10

粘土混る

桑原 田 中遺跡

。表54 SK3出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

一霊
螂

底径 (126)

残高 44
平底シャーブ ハケロ 糸‖離のため不明

τi・ 氏(1～ 2)

良好

ナ不
口径 (114)

残高 18
H縁端丸くつ くられる。 ザラつき

ヘラ痕
′ヽケナデ

密

良好 徽
鵬

。表55 S D2・ 3・ 5。 包含層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

士霊
聴

口径 (250)

残高 64

複合口縁、 5条沈、波状
文。棒状凸帯。縦列 2条。

H唇端部内厚内傾 (若千光

子1離 し、顕著でなヤ

①磨滅
4段～ 5段の1'1-15の

ナデ痕

石・長 (1～ 3)

良好
SD3

〓鉦
醜

日径 (160)

残高 75
複合日縁、口暮部直立。

円形貼刊浮文 (2ケ 横列 )
ヨヨナデ

①ナデ
ll iう 3段に分けてナデ

石・長 (1～ 3)

令

良

SD5

壷

(日縁)

日径 (159)

残高 33
複合口縁。円形貼付浮文

(2ケ横列 )
①ナデ

σ下詢ヨコナデ

Oナデ
徹「
IDナデ

部指圧猿

石。長 (1～ 3)

良好
SD5

壺

(日縁 )

口径 (195)

残高 38

複合Π縁。日唇都 imく 丸

い。円形貼付浮文 (2ケ 横

列兆口唇端ツマ ミ。

∽ ヨコナデ

⑬ヨヨナデ
①タテナデ

石・長 (1～ 2)

良好

SD5
頸、胴、底

欠損

壷
螂
頸都径 (130)

残高 33

復合口縁 ?貼 付 1条 を 2

条に沈線で分離。凸帯斜

4子文。

ヨヨナデ
指ナデ
‐部指顎痕、残存。

長 (1～ 3)

石 (1-2)

良好

SD2
預、日、胴

欠損

(日縁 )

日径 (92)

残高 58

複合口縁。口径せ まい。

日唇部 1条 凹線稜 をもつ

波状文 (5連 】

③ヨヨナデ

⑩ヨコナデ

mつ まみ出し状
ナデ

部に指庄

石・長 (1～ 2)

金

良

日径小型

SD5

壺

(口縁)

口径 (92)

残高 35
復合回縁。 4条波状文。

[]唇 部肉厚方形状。

は今部つ磨減不明

e美令部ド)ヨ コナテ

①ヨヨナデ

は今司;L)ヨ ヨナデ

徹企割∫ド)ヨ ヨナデ

石・長 (1～ 2)

良好
SD2

(日縁 )

口径 (185)

残高 47

複合口縁。不整山形文。

接合部外面 1条凹線下垂。

Π唇端ツマ ミ出 し。

ナデ ?
右・長 (1～ 3)

良好

SD3
口縁以外

欠損

壺
臨

H径 (195)

残高 73

3条に大きく波】大文力{亥 1
まれる。接合部は判別不

明。人a仕
「
げ。日縁立

Lり 内湾。

磨減のため不明 部に斜めハケロ残存。
石・長 (1-3)

良好
SlヽT3

〓空
略

口径 (146)

残高 80

貼付凸帯文 (斜格 子文 )、

斜格子文刻み目にハケロ

痕が残る。 日縁立 L接 合
部不明。日縁内傾直立状。

①ヨヨナデ
磨減者 しく不 HH

一部にヨヨナ,壊残存。

磨滅告 しい

部にヨコナデ痕残

石・長 (4)

金

良

SD3
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●表56 S D2・ 5・ 6・ 7・ 9出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

壷
螂
頸巾径 0901

残高 40

複合口縁

幅広の貼付凸帯 (斜格子

文 )

凸帯路付後タテナデ
指ナデ

ー部指頭痕

石 (1～ 4)

長 (1-5)

良

S D5

壷
醐

底径 (68)

残高 36

平底

ゆるく外反し立上る。

内面、外面に売填がみられる。

ナデ

底面ハケボデ斜め

〇ハケ0本 /1em)
ヨヨナデ

石。長 (ユ ー3)

金

良好

部

斑

Ｄ

底

黒

Ｓ

壺
醐

底径 (58)

残高 36

平底、体部立上 り器薄

着地部は、ナデ仕上げ

中央部外に向い傾斜

ナ デ

ハケ(5本/1cm)

タテ、ヨコ

石・長 (1～ 2)

良好

底部

S D2

壷
劇

底径 (49)

残高 26
丸底、底端部が丸く仕上

がる。

○情ナデ
(立上り)ユ cmま で指圧痕

⑩ 審減のため不明

指チデ

ー部に指圧痕残

石・長 (1～ 2)

良

部

Ｄ

底

Ｓ

壷
醐

底径 40
底厚 26
残高 45

平底、肉厚若千上げ底状

底部平面に秘痕状
粗ハケ 良

底部

S D5

小型

(底部 )

径

吉
同

底

残

(24)

3 6
小型丸底 磨減のため不明

ナデ上げ

一部にコヨナデ度

指圧痕

石・長 (1～ 3)

良好

底部

黒斑

S D6

壷
購

底径 (54)

残高 83
平底 磨滅のため不明 磨滅のため不明

石 (1-3)

長・金 (1～ 6)

良好

鉢形

SD5

甑

？

径

高

底

残 2 6

平底、底面 X字ヘラ記号

底部中央に円孔

焼成後穿子し

裾立上 り斜めハケ ナデ
石。長 (1～ 3)

良好

穿孔は

焼成後

黒斑

SD9

椀

(底部 )

径

一島

底

残

3 5

5 8

平底、底面 X字ヘラ記号

底端面上部絞 り

磨減のため不明

一部にハケ痕

磨滅のため不明

凹凸大

石・長 (1～ 3)

良好

鉢形

SD2

重
醐

径

高

底

残

6 0

52
平底の底面に直線のヘラ

記号
タテナデ

ナデ

ー部ハケロ残

石 (1～ 5)

良

斑

Ｄ

里
ヽ
Ｓ

壷
醐

底径 (70)

残高 38

平底

大型の壷が推定される。

内、外部充壊状

(底立上り)l c14指ナテ'

①タテタサ●本/1cn

ハケタテヨヨナデ

(4本/1 4cm)

長 (1～ 4)

石 (1～ 0
良

甕
劇

底径 (52)

残高 39
平底、上部絞 り

◎ナ〕位上り)Icmま で,証
ハケでヨコナデ、 l cm上
からタテハケ(4本 /1cr)

板状 と指ナデ併用

一部に指圧痕

石・長 (1～ 3)

金

良好

底部

S D5

甕

(底部)

底径 (50)

残高 48
若千上げ底状

底部内面中心部肉厚
磨滅のため不明 ケヽヨヨナデ

石・長 (1～ 4)

良好

底部

S D5

甕
麟

底径 (525)

残高 45
上げ底、底端部突出 ツマ ミ出 し→ ヨコナデ

ナデ上げ、ヘラ痕一部残

指圧、ナデ

長 (1～ 4)

石 (1～ 7)

良好

底部

黒斑

S D9

鉢

(底部 )

底径 (76)

残高 24
者干上げ底

(立上り)ナテ

指圧痕残

舘1離にて不明

一部指圧疲残

石・長 (1～ 3)

良好

底部

S D5

椀

テズクネ

(完形 )

一局

径

器

日 66

尖底

板状工具によるタタキし

め日縁先端細 く尖 り状

指ナデ ナデ、指圧痕残
密

良好

形

斑

Ｄ

完

黒

Ｓ

肇

(口縁 )

Π径 ●33)

残高 58
日唇面凹線 1条

端面垂下

口上、下ツマミ出し

ヨコナデ

Fgぃハヶ

ヨヨナデ

ナデ

石・長 (1～ 2)

良好

口縁都

S D2

遺 物 観 察 表
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。表57 S D3・ 5。 6・ 8。 9・ 包含層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

(口縁 )

口径 (180
残高 65

口唇面 1条 凹線

頸部中段 4条沈線

頸部下段 4条沈線

@トヨヨナデ
磨滅のため不明

ナデ
石。長 (1～ 4)

良好
S D3

鉢

(日縁 )

日径 (230)

残高 51
日唇面 2条 凹線

器肉均等がみ られる。

(口 真下)一 ヨコナデ

〇 ―磨減

⑩ ―上下つまみ出し状

ヨヨナデ、指ナデ

指ナデに凹凸有

一部指頭痕

石 (1～ 5)

長 (1～ 7)

良

口縁 部

S D9

鉢

(口 縁 )

口径 (186)

残高 54
日唇面回線 2条

日縁肉厚外形段状
ケヽ、ナデ、ヘラ

石・長 (1)

良

口縁部

斑点

S D6

鉢

(日 縁 )

口径 (190)

残 高  45
日唇端に稜をもち有段状

⑭ →後

ヘラ磨 き

ヨヨナデ

①―ツマミ出し

石・長 (1大 )

密

良好

口縁部

SlWl

高17N

(脚部 )
残高 80

17N部 の充壊が顕著高台で

ある。
磨滅のため不明

ナデ

∝ ナデ

台と底部の接合あり

石・長 (1～ 5)

全

良好

日縁底部

欠損

S D5

小 型 頸径 91)
残高 45

小型壷

ハケヨコナデ

(5本 /1 cm)

磨滅多し

〇―ヨコナデ
ー部す旨頭痕

長 (1～ 2)

石 (1～ 2)

良

小型、頸都

日、胴、底

欠損

S D9

台型

然
残高 40 」ヽの字高台 一部にナデ痕残 磨減

石・長 (1～ 2)

多

良好

口、厄ф常

欠損

S D5

高不

(口 縁
日径 976)

日唇面貼付 4条沈線ヘラ

磨 きが施される。

ヨヨナデ

(口上→―ツマミ出し
一部にタテヘラ痕残

金・密

良好
醐醐購朗

71
高イ

(邦部 )
残高 33

邦部屈曲部絞 り器肉平均

化 。

磨減のため不明
磨減のため不明

稜合部不明

石・長 (1～ 25)

良好

受部

口縁、脚、

底部欠損

S D5

高不

(脚部 )
残高 102

円形穿子し1段ハの字開 く

裾部。
指圧痕あり→ハケ→ナデ 絞 り度ナデ (上 )

石・長 (1～ 3)

良好

脚部

S D3

高杯

(脚部 )
残高 75

裾端部は非常に薄い。内

面砂粒がみ られる。 (左

回転〉

(接合部)―ヨコナデ

○―ナデ
⑪―チデ

⑩―ヘラ削り、回転
密

良好

脚部

S D8

高郭

(脚部 )
残高 55 中空部先端尖 り状 磨滅のため不明

⑩―タテナデ
絞 りみられない

石。長 (1～ 3)

粒

郭、裾

欠損

S D5

高)る

(屈曲部)

残高 30
屈曲部径(180)

屈曲部に 3条の竹管文と

ヘラ刺突文が刻まれる。

磨減のため不明

ヨコナデー部に認められ

る。

Crtよ り下→tED―粗いヨヨナデ

〇―ミガキ

石。長 (25)

秒粒

良好

裾部

S D3

高JIT

(脚部 )
残高 65

小円孔 1段に 2穴スリム

に仕上がる。上師器への

移行期 ?

ナデ

石・長 (1-9)

金

良好

脚部

然、裾

欠損

NlEl

高杯

(脚言耐
残高 64

円孔径2 0cm

円孔何段か不明
タテハケロ ナデケシ

石。長 (1～ 3)

良好

磨減

受部、裾

部欠損

S D5

高年

(ナ不部 )
残高 40 罫屈曲部外面 1条凹線

ナデ

(立上り～下 )一磨滅

(立上り)―ヨヨナデ

①―ナデ
石・長 (1～ 3)

良好

用己曲部

以外欠損

S D5

高イ

(脚菩耐
残高 74 脚上面中位に接合痕状残 'ヽ ケ (5本 /1 cm)→ナデ 削 り→ナデ

石・長 (2)

良

ナ不、裾

欠損

S D3

桑原 田 中遺跡
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遺 物 観 察 表

。表58 S D2・ 3・ S X2・ 包含層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

侑 考 図版
外 面 内 面

器台 残高 80
ヘラ描き沈線、条数不明。

円子し3段直列。

ミガキ

磨減
ナデ上げ

石・長 (1～ 2)

良好

片

S X2

器台 残高 50
上段 4沈線、下段 3沈線

沈線の上、下に円子し。
磨減のため不明

磨減のため不明

一部にヘラ痕残

石・長 (1～ 2)

金

良

片
「
Ｓ

器台 残高 86
円形穿子し(15径 )交互直
列。

磨減のため不明 争1離のため不明
密

良好

片
【
Ｓ

器台 残高 95 円子し (18径 )直列穿孔。 磨減のため不明
磨減のため不明

一部ナデ残存

石・長 (1～ 4)

良好

片

Ｓ

支脚

(台形 )

底径 (88)

器高 86
台形、舌状支え手 1本

中空部貫通子し(17径 )
ナデ凸凹残 全面ナデ

石。長 (1～ 5)

銀

良

斑

Ｄ

黒

Ｓ

支脚

(台形 )
残高 86

台形、舌状支え手 1本

中空部貫通孔
指押圧 ナ デ

石・長 (1～ 2)

良好
NlW2

支脚

(台形 )

一局

径

器

底

台形、舌状支え手 1本

中空部、貫通孔

中空部上面極細

ナデ デ
膝
ナ

指

石・長 (1～ 8)

良

中空

ハの字状

N2Wi

支脚

(円 筒 )

底径 (105)

残高 125
円筒、上下端部開H
叩きしめ痕残

叩き→ナデ、凸凹著しい

⑬―ツマミ出しヨヨナデ

下より、指圧痕

ナデ上げ

ヨコハ ケ

長 (1～ 25)
石 (1～ 3)

金

良好

上部欠損

S D2

支脚

(円 筒 )
残高 90 円筒、上下端部開日 指頭庄痕

ナデ上げ

一部に絞 り痕

長 (1-2)

石 (1～ 3)

金

良好

黒斑

上部、下部

態

SD2

支脚

(台形 )

底径 (80)

残高 80

バチ形を呈す。

舌状突起 (欠損 )

凸凹署 しい

ナデ、一部に指頭痕

ナデ

ー部に指頭痕

石・長 (1～ 5)

銀

良好

●表59 包含層出土遺物観察表 土製品

番号 品種 法量 (Cm) 形 態・施 支
調 整 土

成
胎
焼

備 考 回 版
外 面 内 面

紡錘車

直径 37
厚さ 12
重さ 169g

円孔 1穴

円盤状
ナデ ナ デ

石。長 (1大 )

良好
N211r2

土玉

径

さ

さ

直

厚

重

2 6

2 1

13 4g

円孔、ソロバ ン玉状

表面全体に指圧がみられ

る。

手ず くね

一部板状叩きしめ
ナデ

石・長 (1-2)

良好
NlWl
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●表60 S D5。 包含層出土遣物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材   質
法 量

備 考 図版
長さ(Cm) 幅 (Cm) サ享さ(Cm) 重 さ(g)

不 明 ‰ チャー ト 15 0 35～ 0 20 NlEl

叩き石 % 凝灰岩 4 3～ 4 5 734 5 NlEl

石斧 % 粘板岩 2 3 284 4 SD5

砥石 % 流紋岩 2 0 157 0 SD5

石斧 % 斑岩質 円形 1 N2Wげ 2

石斧 握 斑岩質 60 格円形 122 5 N2ヽVl

桑原 田 中遺 跡

。表61 S D3・ 5。 S X2・ 包含層出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
詞 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

大型聴

口径 (80)

体径 (23)

高さ(210)

俵壷 と呼ばれる。中央部

と左右に凹帯。櫛描 き波

状文を縦方向帯状に施す。

注目部

側部貼付け

粘土帯による凸凹顕著に

みれる。

ナデ

良 好
須恵器

S D5

襲
日径 (220)

残高 110

平行叩き日痕の消しがみ

れる。

磨減がみられる。

タタキロ後ケシ
ヨコナデ

同心円文

甘い

良

須恵器

S X2

邦

口径 142

器高 39
底径 83

粘土紐の接合明 1寮

内外面積が多い。

ヨヨナデ (一部 )

鱗 減
ヨコナデ (一部 )

石 (1-3)

不良

須恵器

S D5

鍋
椀
高台径は50)

残高 55

貼付高台

不 B、 高台厚 く外方へ開

く。

ヘラ削 り

ヨコナデ
ヨヨナデ

石 Q)

良好

須恵器

NW2

慮 残高 445 粘上紐状残 ナ デ ヨコナデ
密

良好

須患各

口、底欠嶺

S D3

郷

径

高

径

口

器

底

13 6

3 3

8 6

稜 2条がみ られる。
ヨコナデ

磨滅
ヨコナデ

石 (1～ 2)

良

須恵器

S D5

104 籟
壷

日径 (119)

残高 465
頭部以外施釉 施釉口唇残 してナデ ヨヨナデ

砂粒 (1～ 2)

良好

土師

不

底径 (68)

残高 16
底面、回転糸切 り 磨減のため不明 磨滅のため不明

密

不良
SlヽV2

『
不
底径 (71)

残高 12
平底 磨滅 磨減

密

不良
SIWl

鰤
椀

台径 (64)

残高 24
高 台 磨滅 磨滅

密

不良
SlW2

鰤
郷

口径 050)
器高 34
底径 (ユ 00)

平底

口縁部 肥厚
磨減 磨減

密

不良
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調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査 に至 る経緯

1990(平成 2)年 5月 、株式会社ホテル茶春 (代表取締役川本栄次)よ り、松山市桑原 4

丁目410-1におけるマンション建設に当たって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教

育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

本調査地は松山市が↓旨定する埋蔵文化財包蔵地『84経石山古墳』内にあたり、周知の遺跡

として知られている。この経石山古墳は、北東方向から延びる東野洪積台地の先端部 (海抜

40m)に位置し、周辺には、畑寺竹ヶ谷古墳 〔西尾幸則 1986〕 、東野お茶屋台古墳 〔森光晴

1986〕 や本墳とほぼ同時期の二島神社古墳 〔岸 。森 。長井 1972〕 などが存在する。また、

前述の如く、近年宅地開発による遺跡発掘調査は桑原地区においても激増しているが、その

中でも殊に当該地は、経石山古墳後円部北東裾に当たっているため、本墳との関連する遺構

・遺物の確認が期待できた。

これらのことより、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格

を確認するため、1990(平成 2)年 6月 に文化教育課は試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、土師器 。須恵器を合む遺物包合層と経石山古墳の周溝と思われる溝状遺

構があることを確認した。

この結果を受け、文化教育課と伽ホテル茶春の両者は、発掘調査についての協議を行った。

発掘調査は、南西方向に隣接する経石山古墳の周溝 (ま たは空濠)の確認をとおして、本墳

の規模と構造の解明を主目的とし、松山市埋蔵文化財センターが主体となって、佛ホテル茶

春の協力のもと、1990(平成 2)年 10月 17日 に開始した。

磁)調査組織

調 査 地 松山市桑原 4丁 目410-1

遺 跡 名 経石山古墳 1次調査

調査期間 野外調査 1990(平成 2)年 10月 17日 ～同年12月 19日

調査面積 567m2

調査委託 株式会社ホテル茶春 代表取締役 川本栄次

調査担当 調査係 主任 田城 武志

調査員補 高尾 和長
〃  大森 一成

作 業 員 高市 英治、山邊 進也、福田 宏志、仙波ミリ子、乃万富美子、仙波 千秋、

高尾 久子、金子 育代、猪森しげ子、池内カヨ子、白井あさ子、田頭 まき
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第 120図 調査地位置図 (I)(S= :2′ 500)
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調 査 の 経 過
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第 121図 調査地位置図 (2)
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経 石 山 古 墳

2.層位

本調査地の基本層位は、第 I層表土、第Ⅱ層黄灰色土、第III層黒色土、第Ⅳ層暗褐色土、

第V層茶褐色土、第Ⅵ層明灰茶褐色土である。第 I層 は、宅地造成による真砂土と造成以前

の耕作時における灰色上で地表下30～ 40cmを測る。第H層 は、厚さ3～ 10cmの堆積層である。

第Ⅲ層～第Ⅵ層は、周溝内埋土となり厚さ40～ 50cmで各層ともに弥生土器 (後期)、 須恵器(6

～ 7世紀)、 土師器、瓦器片 (12～ 13世紀)を包合しており、墳丘からの流れ込みあるいは墳

丘削平時に攪乱されたものと推測される。ただ、第Ⅲ・Ⅳ・ V層 は周溝内側裾部より約 lm

に渡って黒色傾向が見受けられ、特にV層 より下層は比較的安定した層であるが、遺物を伴

っていないのが残念である。

第Ⅵ層下層より土羨状遺構 2基、ピット状遺構42基、柵列状遺構 1条 (第 125図 )の遺構を

検出している。殊にピット状遺構は、埋土の相違により3つ に分類できる。

①周溝内部裾部周辺から検出されたピット状遺構一一黒色傾向の茶褐色土 (第 V層 )

各層位より検出された遺物は、いずれも時期的に大きな広が りがあり、各かくの層位の時

期設定は困難であつた。

なお、調査に至って調査区中央部に基準杭を施 し、 3m四 方のグリットに分割 した。

②周溝中央部で検出されたピット状遺構

③周溝内北東部の柵列状遺構

E W

一―暗褐色土 (第Ⅳ層 )

一―明灰茶褐色土 (第Ⅵ層 )

H 40′ 000m

I― I

-2

H― I

-2
-3

マサ土

灰色土

黄灰色上

黄灰褐色土

灰褐色土

黒色土

暗掲色土

茶褐色土

明灰茶褐色粘質土

(S=1:20)

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

第 122図 基本層位図
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経 石 山 古 墳

3.調査の概要 に構と遺物)

(1)検出遺構

本調査において、経石山古墳の周溝、周溝床面から土羨状遺構 2基・ピット状遺構42基・

柵列状遺構10基を検出した。周溝の規模は、上端部は調査区西壁において南北に幅 7m、 南

東壁は東西に幅1l mと 西から東へ向けて広がりを見せ、基底面も東方向へ緩傾斜している。

しかし、上端部の幅については、調査区南西部の墳丘が近・現代の耕作時にカットされてお

り、先に述べた数値は、あくまでも現状のものであり、正確な規模とはいえない。因に、下

端部最大幅6.5m、 最深部0.5mで あった。周溝内埋土は暗褐色土が主体であるが、同溝内郭

裾部は茶褐色系の黒色傾向にあり、これは墳丘版築からの流れ込みによるものと思われる。

また、柵列状遺構を周溝北東部に東西に走る形で一条検出した。平面的には、長軸0,7m、 短

軸0。 4mの楕円形を呈し、0.3mお きに計10基、全長 6mに わたっていた。これは第124図に見

られるように周溝を切る形で検出されていることから、周溝との関連性は薄いと思われる。

ピット状遺構についても、土師器片が含まれていたものの、掘立柱建物に結びつくプランも

呈していないことから自然の凹地と考えられ、具体的な時期設定をするための有効な手がか

第 124図 遺構配置図
(S=|:I′ 500)
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りには成 り得なかった。
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経 石 山 古 墳

12)出土土器

弥生 1は弥生の甕形土器の口縁部片で、日縁端部に刻日、日縁下部にi尤線を施す。 2は

甕の底部片である。やや上げ底で少しくびれて立ち上がる。器表面は内外面ともマメッの為

調整は不明である。 3は壷の日縁部の小片で、日縁端部は九く仕上げられ、沈線が一条施さ

れている。 4～ 6は底部片で、いずれも平底である。尚、 4は甕、 5・ 6は壺のものである。

須恵器 7は邪蓋の宝珠つまみの部分を残しあとは欠損している。つまみ中央部はくばみ、

中央部分が尖っている。 8は 日縁部片である。日縁は外下し、端部は丸く仕上げており、日

縁部と体部の境界には粘土による継ぎ目が見られた。器厚は日縁端部のみ肉薄である。 9・

10は不身の日縁端部から体部にかけての残存部である。立ち上がりは長く、やや内傾し、先

端は先細りし、丸く仕上げている。受部は外上方にのび丸くおさめる。10は 9に比べ立ち上

がりが非常に短 く、受部は水平ぎみである。体部と底部の屈曲部は鈍い稜が見られた。11・

12は広口主片である。11は日端部から日頸部が残存しており、日頸部から外上に緩やかに外

反する。日縁端部には沈線を一条施す。12は体部から底部の残存片で、底部はやや扁平にな

ると考えられる。11。 12は、双方の出土位置 。胎土 。焼成の具合いから、同一個体と思われ

る。13・ 14は高不片である。13は受部上面に凹線を二条施している。口縁立ち上がりは内傾

し、邪部にはヘラ調整がみられた。14は脚都片で三角透かしを施す。脚部全体は内外面とも

ヨヨナデしている。

土師器 15。 16は椀である。15は日縁部片で、端部は丸くおさめ、内外面ともヨヨナデし

ている。16も 日縁部片で、体部から日縁部にかけてやや屈曲後、外反する。端部は尖りぎみ

である。17～ 19は土師皿の底部である。17の底部はやや上げ底である。18は平底で、底部の

中央部が肉薄になる。19の底部は平底で、日縁端部は丸くおさめられ、外面はマメッの為判

別できないが、内面はヨヨナデしていた。20～ 22は高台付椀である。いずれもやや丸底。高

台は断面三角形で21はやや外方向にふんばる。

瓦器 23。 24は皿である。23は体部は肉厚だが口縁部に向かい肉薄になり再び厚くなる。

端部は丸くおさめる。24は、やや丸底気味の底部から屈曲し、日縁部がやや外上方へ開く。

25～ 29は高台付の椀の底部片である。25はやや丸底。高台は断面三角形。日縁部外面には指

押えが見られる。26・ 28の高台は逆台形である。27は高台の内側が内傾し外方向へふんばる。

29も 内側が内傾するか27の ような外方向への伸びはみられない。
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経 石 山 古 墳
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結/1ヽ

(S=I :2)

第 129図  出土遺物実測図 (3)

4. /Jヽ糸吉

松山平野東部松山市桑原 4丁 目 (字名 桑原西新開)に位置する経石山古墳は、周囲を三

島神社古墳や溝辺古墳等の古墳群および弥生期の集落に囲まれ、古来松山平野で数少ない前

方後円墳として県指定有形文化財となり知られるところである。墳丘は、三島神社古墳同様

全面盛 り上によって築造されてはいるが、未調査のため全貌は明らかにされていない。但 し、

墳丘部の測量については、位置的に不明瞭な点もあるが1972年に発行された報告書『三島神

社古墳』に収録された実測図があり、今回の調査では、それを参考にした。

因に、現在まで本墳の規模について、調査した過去のデータを紹介しておくことにする。

1968年発行の正岡睦夫著『愛媛県前期古墳集成』によれば、「全長40m、 後円部径22m、 同

高5.5m、 前方部幅16m、 同高3.5m、 (主軸)方位は前方部を西より20度位北に向けている」

とし、また1980年発行の『松山市史料集 第 1巻 考古編』によると、「墳丘全長約49m、 前方

部長さ20m、 同高 3m、 後円高さ5m、 (中略)主軸方向はWO.2Nと なっているようにほぼ

西向き」と記している。

本調査地は、経石山古墳後円部の北東裾部に当たることから、正岡氏による後円部径22m

を基準に後円部のみの調査報告とする。

|

I

＝

ヽ
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経 石 山 古 墳

調査区南西部より、当古墳の周溝と思われる溝状遺構を検出、規模は幅 7～ 1l mで西壁よ

り南東壁に向かって広が りを見せており、1条さ20～ 50cm、 南東に緩傾斜 している。周溝の内

側肩部より墳丘裾部までの距離約 7mを確認 した。ただ、元来墳丘 と思われる責色シル ト面

のすぐ上層が耕作土となっているため、本墳後円部東部は、近・現代において削平されたも

のと推測され、周溝幅の正確な復元は困難である。

このことから、本墳後円部の直径はおよそ29m、 全長は少なくとも56mあ ることが確認さ

れた。経石山古墳の規模が、一部分ではあるが確かなものとなったことは、今回の調査成果

である。

その他の遺構 としては、不整形のプランで自然の凹地 と思われる土羨状遺構、掘立柱建造

物等に関連性の薄いピット状遺構がある中で、特筆すべき柵列状遺構を検出した。周溝内北

東部より東西に延び、長軸70cm、 短軸40cmと 南北に長い楕円形をなし、各ピット間隔約30cm

である。同様の遺構が、平成元年度に調査した福音小学校構内遺跡 〔武正良浩 1991〕 より

確認されていることを付記しておく。周溝と柵列については、明確な回答が得られず今後の

課題とする。

出土遺物は、各層ともに時期的なまとまりが見られず、また定説とされている本墳築造時

期 5世紀末～ 6世紀初を裏付けるものは確認できなかった。よって周溝内出土土器より本墳

の時代設定は困難ではあるが、一方では鉄斧などの鉄器類を検出し本墳との直接関連を伺わ

せるものも出土しているので、今後、主体部の調査の機会に明確なものとしたい。

〔文献〕

岸 郁男・森 光晴 。長井数秋 1972『三島神社古墳』松山市教育委員会

武正良浩 1991「福音小学校構内遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』松山市教育委員会

西尾幸則 1986「畑寺竹ノ谷古墳群」『愛媛県史 資料編』愛媛県史編纂委員会

森 光晴 1986「東野お茶屋台古墳群」「経石山古墳」 F愛媛県史 資料編』愛媛県史編纂室

遺物観察表 (作成 大森一成)

(1)遺物観察表の各記載について。

法量欄

形態・施文欄

胎土・焼成欄

( ):復元推定値

土器の各部位名称を略記。例)日→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱

部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土I関では混和剤を略記 した。例)砂→砂粒、長→長石、石→石央、

密→精製土。 ( )中 の数値は混和剤粒子の大きさを示す。例)砂 。長

(1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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0表 62 出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 画 内 面

I 甕 日径 (285)
沈線

口縁部にキザ ミロ。
ヨヨナデ (口縁部)

指頭圧痕

ヨコナデ (口縁部 )

石・(1～ 3)

O

2 嚢 底径 45 やや上げ底。 ナデ
磨減のため不明

指頭圧度

石・長 (1～ 4)

③

3 壷 日径 (226)
日縁端部に沈線を一条め

ぐらす。
ヨコナデ (日縁部)

ヨヨナデ (口跳 部～口縁部)

,ヽケ (口 縁部)

石・長 (1～ 4)

金

○

4 甕 底径 53 平底。 ナ デ 指頭圧痕
石・長(1-4)

○
黒斑

5 壷 底径 (72) 平底。 磨滅の為調整不明 ナデ
石・長 (3)

O

6 壷 底径 735 平底。 磨滅の為調整不明
磨滅の為調整不明

指頭圧痕

石・長 (1～ 4)

○
黒斑

7
不蓋

(つまみ)
径 35

つまみ中央部分はくはみ

中心は尖っている。

指ナデ

ヘラ削 り調整

石・長

◎

8 不蓋 口径
口縁部は外反 し、日縁端

部にて内薄。

口縁端部は丸くナデ仕上げ

ヨヨナデ
ヨヨナデ

石・長 (1)

◎

9 不身 口径 (108)
口縁部内は内湾 し先細 り

する。

口縁端部丸くナデ(内外面)

日縁部ヨコナデ
ヨヨナデ

石・長 (1)

◎

邪身 口径
受部上面に釉かと思われ

るものが付着。
口縁部ヨヨナデ ヨコチ デ

石。長 (15)

◎

II 壷 口径 (148)
日縁端部に沈線を一条施

す。

口縁部～日縁端部にヨコ

ナデ (内外面 )

密 (長 1～ 2)

童 残高 90 邪部/残存。
ハケ (4本 /1 cm)

ナデ
指頭圧痕顕著

密 (長 1～ 2)

高不 残高 47 受部、上面に凹線 2条。
日縁部ヨヨナデ

ヘラ後ナデ

石・長 (1)

◎

高郭 底径 三角透か し ヨコナデ ヨヨナデ

石。長 (1)

金

◎

椀 口径 Π縁部%残存。
日縁端部はヨヨナデ

ロ縁部～体部は縦方向のナア

口縁端部はヨヨナデ

日縁部～体部は縦方向のサデ

密

◎

椀 口径 (158) 口縁部ン後存。 磨滅の為不明 チ デ

石・長

密

○

17 皿 底径 底部/残存。 磨滅のため不明 磨減のため不明

石・長

密

○
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番号 器種 法量 (Cm) 形 態 。施 支
調 整 土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

皿 底径 69 磨減のため不明 磨滅のため不明

石・長

金

○

皿 口径  9 回転による糸切 り 磨減のため不明 口縁部 ヨヨナデ
密

◎

皿 底径 52
高台

断面三角形
ナデ 磨滅のため不明

石・長 (1)

金

○

皿 底径
高台

断面三角形
高台 ヨヨナデ ナデ

密

◎

皿 底径 6
高台

断面逆台形
高台 丸 くナデ仕上げ 磨減のため不明

石・長 (1)

金

○

皿 日径 (9) 口縁部/残存 ナデ ナデ
密

◎

皿
口径  91

器高  14
日縁部%残存 ナ デ ナ デ

密

○

皿 底径 5
高台

断面三角形
ナ デ ナ デ

石。長

金

○

皿 底径 (46)
高台

断面逆台形
指ナデ ナ デ

石・長 (2)

金

○

皿 底径 (54)
高台

断面菱形
高台 ヨヨナデ ナデ

石・長 (1)

◎

皿 底径 (48)
高台

断面逆台形
高台 つまんでナデ ナデ

密

◎

皿 底径 (46)
高台

断面逆台形
高台 ヨヨナデ ナ デ

石・長 (1)

○

出土遣物観察表 土製品

経 石 山 古 墳

。表63 出土遣物観察表 鉄製品

番号 器  種 残  存 材   質
法 量

備 考 図版
長さ(Cm) 幅 厚 さ(Cm) 重さ(g)

斧 鉄   製 107 1

平根鏃 鉄   製

釘 鉄   製 3 7
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第 10章

エダ枝 松 追 跡
マ ツ

-3次 調査 ―





調 査 の 経 過

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯

1989(平成元)年 6月 、株式会社エス・アイ・ピー (秒,原敏宣)よ り松山市枝松 3丁 目310

1地内における宅地開発にあたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文

化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『83枝松遺物包合地』内にあたり、周知の遺

跡として知られている。同包合地内ではこれまでに、弥生時代後期の集落関連遺構と遺物を

検出している束本遺跡がある。周辺地域には、本調査地北東約 l kmの地点に、弥生時代前期

から中世までの集落関連遺構を検出している博味遺跡 (愛暖大学農学部構内)〔宮本一夫

1989〕 や、弥生時代後期から古墳時代の複合遺跡である檸味立添遺跡・博味高木遺跡 〔梅木

謙- 1989〕 などがある。東接する丘陵地には、本調査地東南東約 l kmの地点に経石山古墳

(前方後円墳)〔森光晴 1986〕 や二島神社古墳 〔岸 。森 。長井 1972〕 などがある。また

本調査地南西部には釜ノロ遺跡 〔岸・長井 。大山 1973)な ど弥生時代から古墳時代にかけ

ての集落遺跡がある。

1989(平成元)年 8月 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査の結果、弥生土器・

土師器を合む遺物包合層と遺構 (柱穴 3基・落込み 1基)を確認した。

この結果を受け、文化教育課・株式会社エス・アイ・ピーニ者は遺跡の取扱いについて協

議を行い、宅地開発によって失われる遺構について記録保存のための発掘調査を実施するこ

ととなった。発掘調査は弥生時代から古墳時代の当地及び周辺地域の集落構造解明を主目的

とし、文化教育課が主体となり、株式会社エス・アイ・ピーの協力のもと1989(平成元)年

10月 5日 に開始した。

第 130図 調査地位置図  (S=|:5′ 000)
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枝 松 遺 跡

骸)調査組織

調 査 地 松山市枝松 3丁 目310-1

遺 跡 名 枝松遺跡 3次調査

調査期間 野外調査 1989(平成元)年 10月 5日 ～同年10月 28日

調査面積 348ぽ

調査委託 株式会社エス・アイ・ ピー 柳原敏宣

調査担当 調査員  梅木 謙一

調査員補 宮内 慎一

作 業 員 宮協 和人、古屋 明寿、梅本 正則、岸  武弘、藤村 英樹、高橋  恒、

山本  圭、原田 英則、安永 浩二、志賀 夏行、吉田 智広、山本 好枝、

松本美知子

2.層位

本遺跡は石手川扇状地上の標高33.5mに立地している。調査区は調査以前は耕地整備され

た水田であった。基本層位は、第 I層表土、第Ⅱ層水田床土、第Ⅲ層果褐色～黒色粘質土、

第Ⅳ層茶褐色上である。第 I層 及び第H層 は近現代の造成工事により地表下50～ 60cmま で開

発が行われている。第Ⅲ層は遺物包合層であり、調査区ほぼ全域でみられる。北から南へ向

けて緩傾斜をなし、厚さ50～60cmの堆積で弥生土器・土師器を包合する。第Ⅳ層は無遺物層

であり地山と呼ばれるものである。第Ⅳ層上面の地形測量では調査区北側が高く漸次南側に

向けて緩傾斜をなしている。他に、調査区南西隅にて第Ⅳ層下に火山灰の堆積がみられた。

E W H 33′ 500m

I  表土
H  水田床土
HI―① 黒褐色粘質土

ΠI―② 黒色粘質±  5暗 茶褐色粘質土
11-③ 褐色粘質上   6黄 褐色シルト
Ⅳ  茶褐色土(地山)7黄 色シルト

第 131図 南壁土層図
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調 査 の 概 要

3。 調査の概要 催構と遺物)

遺構は第Ⅲ層中及び第Ⅳ層上面での検出である。第ⅡI層 中にて竪穴式住居址 (ベ ット付設)

1棟、第Ⅳ層上面にて柱穴49基 (住居址内 9基を含む)を確認した。

遺物は遺構及び第Ⅲ層包合層からの出土であり、第Ⅲ層内からは弥生土器・土師器が混在

して出土した。住居址内からは弥生土器のほか石器類として石庖丁が出上したが、各柱穴内

からは遺物の出土はほとんどみられなかった。

(S=I:800)

第 132図 調査地測量図

0                     5m

(S=I:100)

第 133図 遺構配置図
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枝 松 遺 跡

SBI号 住居址 (第 134図 )

調査区南側中央部に位置し、住居址南半部は調査区外へ続く。平面形は検出面から想定す

ると隅丸方形を呈すると考えられ、規模は現存東西幅5。 4m、 南北幅4.2m、 壁高は検出面か

ら約30cmを測る。床面は平坦で比較的硬質である。覆土は黒色粘質土であるが、床面付近に

て一部黄色上の混入がみられる地点がある。主柱穴はSPl・ 2・ 3・ 4の 4本を確認した

が、住居址内に同規模の柱穴 SP5があり、 5本柱の可能性も考えられる。各主柱穴は円～

楕円形で径40～ 70cm、 深さ40～ 50cm、 柱穴間は220～ 230cmを測り、柱痕径は12～ 15cmを 測る。

また各主柱穴ともi果さ5～ 7 cm程度の円～楕円形の柱穴を伴っている。内部施設としては、

周壁に沿って幅65～ 70cm、 厚さ15c7m程度の貼り付け (一部削り出し)のべ ンヽト状施設を付設

している。掘 り込みの炉は未検出ではあるが、住居l■南側柱穴間の中央部床面付近にて、径

¬

却 傘予

匡

〇
〇
〇
、
∞
∞
　
エ

P-3
フ

∞ I

ヽ
ＳＰ・２

黒色粘質土 (白色砂粒含 )
黒色粘質土 (炭化物混入 )

3黒色粘質土 (黄色土混入)
4黒色粘質土と褐色上の混合は

第 134図  SBI測 量図

0       1      2m

(S=I:60)

H 33′ 000m
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調 査 の 概 要

第 135図  出土遺物実測図

ヽ
、

膨

ヽヽいで

＼」婆身
/uジ

II＼

＼
』 彰七 ＼彪 43

sBI  I～ 5
包含層  6～ 14

0                     10                   20Cm

(S=1:4)
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枝 松 追 跡

150cmの範囲に炭化物の集中がみられた。

遺物は床面付近及び覆土中からの出上であり、床面にて壷の底部 (P2)や、円孔のある

高不の脚部片 (P3)を、覆土中より弥生土器片と石庖丁 1点を検出した。出土遺物等から

本住居址は弥生時代後期後葉に位置づけられるものである。

第135図の 1～ 5は SBl号住居址、 6～ 14は第III層 包合層からの出土遺物である。

4.小結

今回の調査において弥生時代後期の竪穴住居址 1棟、柱穴49基、他に弥生土器・土師器を

含む遺物包合層と火山灰を確認することができた。 SBl号住居址は、 4本柱を持った 1辺

約 4mの方形住居址にベット状の造り出しを設けた構造となっている。本調査区周辺におい

ては、桑原高井遺跡や束本遺跡で検出された住居址に、時期や規模・規格等で関連性が強く、

当地及び周辺地域の弥生時代後期における集落の広がりや、同集落の継続性を裏付けする好

資料であるといえるだろう。

また、当地周辺において火山灰は、構味四反地遺跡や桑原西稲葉追跡 1次調査 〔梅木謙一

1989〕 で確認されており、本調査検出の火山灰は、その出土状況や色調より同様のAT火山

灰であると考えられる。石手川扇状地左岸には、このAT火山灰が広く分布しているようで

ある。

(文献〕

梅木謙一

岸 郁男・

岸 郁男・

宮本一大

森 光晴

1989「博味四反地遺跡」「博味立添遺跡」「博味高木遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報H』

松山市教育委員会

森 光晴 。長井数秋 1972『三島神社古墳』松山市教育委員会

長井数秋 。大山正風 1973『釜ノロ遺跡』松山市教育委員会

1989『檸味・鷹子遺跡の調査』愛媛大学考古学研究室・愛媛大学埋蔵文化財調査室

1986「経石山古墳」『愛峨県史 資料編』愛媛県史編纂室

遺物観察表 (作成 :水 口あをい)

(1)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ( ):復元推定値

形態 。施文欄 土器の各部位名称を略記。 例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→

柱部、裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。 例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、

密→精製土。 ( )中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。例)砂・

長 (1～ 4)多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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。表64 S Bl出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (Cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 画

I 壷 頸径 (75〉

頸部に櫛描沈線文を 6条

以上 と 9条施 しその間に

半裁竹管文を一列施す。

⑬―焼文

Oヘラミガキ
⑮―ナデ

∽ トナデ

∽ ―ハケ

密循・長1～り

◎
黒斑

重 底径 23
胴部の最大径は上部にあ

り、底部は不安定なもの

である。

∝ ハケ→ヘラミガキ

⑬一未調整
ナデ

石。長 (1～ 3)

金

◎

黒斑

3 高不 残高 136
中空の脚柱部で 1 6cm大

の円孔 を 2段看取。
ハケ→ヘラミガキ Oナデ

③―ハケ

密

③

甕 底径 (30) 不安定な平底。 ナデ ナデ
石・長 (1～ 3)

◎

調 査 の 概 要

●表65 S Bl出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残   存 材   質
法 里

星
備  考 図版

長さ(Cm) (Cm)幅 厚さ(Cm) 重さ(g)

5 石庖丁 ほぼ完形 緑泥片岩 4 7 47 1

。表66 包含層出上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (Cm) 形 態・施 文
詞 整 生

成
胎
焼

備 考 図版
外 画 内 面

6 壷 頸径 (10)
頸部に断面三角形の凸帯

を貼付け刻目を施す。
⑬―タテハケ 磨減のため不明

石・長 (1～ 2)

③

7 壷 頸径 (11_8)

頸部に台形状の凸帯を貼

付け斜格子文状に押圧文

を施す。

⑬―タテハケ→凸帯文

Θ―タテハケ
ナ デ

石・長 (1～ 2)

◎

8 鉢 口径 (18)
頸部内面に稜をもち、日

縁端部は九 く仕上げる。

⊂⊃―ヨヨナデ

O―タテハケ

“

本/1cln)
⑩ ―ヨヨナデ

O―ナデ
密・金

◎

9 甕 口径 (137)

口縁端面はナデによりわ

ずかに拡張され下方に張

り出す。

ヨヨナデ ヨコナデ
石・長 (1～ 6)

◎

壷 底径 (74)

安定 した平底。体部へは

大きく外反 しながら立ち

上がる。

磨滅のため不明 ハケ (0本/1c l)
石。長(1-3)

◎

II 壷 底径 (5)
平底。外反して立ち上が

る。
磨滅のため不明 ナ デ

石。長(1-3)

◎

甕 底径 (72) やや上げ底状の底部。 磨減のため不明 磨減のため不明
石・長(1-2)

◎

褒 底径 (30)
不安定な平底。体部へは

内湾 ぎみに立ち上がる。
ヘラミガキ ナ デ

石。長 (1～ 3)

◎
果斑

褒 底径 (52)

平底。体部へはやや内湾

ぎみに斜上方へ上ち上が

る。

磨滅のため不明 ナデ
石・長 (1～ 3)

③
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第11章 松山市桑原地区におけるテフラ分析調査
古環境研究所 早 田 勉

1.分析の目的

松山市とその周辺では、ガラス質火山灰の堆積が認められる。ここでは、遺跡の発掘調査

で認められた火山灰層について、テフラ検出分析を行ってその特徴を明らかにする。そして

特徴から、すでに噴出年代が明らかにされている示標テフラとの対比を行い、テフラの起源

を明らかにする。分析の対象とした資料は、檸味四反地遺跡、西稲葉遺跡 1次調査、枝松遺

跡 3次調査 (以上各 1点 )、 釜ノロ遺跡 7次調査 (2点 )で採取された合計 5点の試料である。

2.分 析 方 法

分析は、次の手順で行われた。

(1)試料20gを袢量。

(動 超音波清浄装置により、泥分を除去。

●)80℃ で恒温乾燥。

“

)実体顕微鏡下で、特徴を観察。

3.分析結果

(1)檸味四反地遺肋

火山ガラスが多く合まれている。火山ガラスは透明で、平板状のバブル型ガラスに富む。

バブル型火山ガラスには、ごく少量であるが褐色がかったバブル型ガラスも認められる。ま

た軽石型ガラスも認められる。合まれるガラスの最大径は、0,72mmである。最大 4 mmの岩片

も、少量合まれる。さらにごく少量であるが、重鉱物として黒雲母が合まれている。

修)桑原西稲葉遺跡 1次調査

火山ガラスが多く合まれている。人山ガラスは透明で、平板状のバブル型ガラスに富む。

バブル型火山ガラスには、ごく少量であるが褐色がかったバブル型ガラスも認められる。ま

た軽石型ガラスも認められる。合まれるガラスの最大径は、0.62mmである。さらにごく少量

であるが、重鉱物として黒雲母が含まれている。

●)枝松遺肋 3次調査

火山ガラスが多く合まれている。人山ガラスは透明で、平板状のバブル型ガラスに富む。

バブル型火山ガラスには、ごく少量であるが褐色がかったバブル型ガラスも認められる。ま

た軽石型ガラスも認められる。合まれるガラスの最大径は、0.53mmである。重鉱物として、
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黒雲母や斜方輝石がごく少量合まれている。なお、ほかに最大径 8 mmの岩片が認められる。

に)釜ノロ遺肋 7次調査 〔高尾 。真木 1991〕
11層 には、火山ガラスが多く含まれている。火山ガラスは透明で、平板状のバブル型ガラ

スに富む。バブル型火山ガラスには、ごく少量であるが褐色がかったバブル型ガラスも認め

られる。また軽石型ガラスも認められる。合まれるガラスの最大径は、0.58mmである。重鉱

物として、黒雲母がごく少量合まれている。なお、ほかに最大径 9 mmの岩片が認められる。

一方、13層 にも火山ガラスが多く合まれている。火山ガラスは透明で、平板状のバブル型

ガラスに富む。また軽石型ガラスも認められる。ただし上位の11層 に比較して、若干軽石型

の占める割合が大きい。バブル型火山ガラスには、ごく少量であるが褐色がかったバブル型

ガラスも認められる。合まれるガラスの最大径は、0.62mmである。重鉱物として、黒雲母や

角閃石がごく少量合まれている。

4.考 察

構味四反地遺跡、桑原西稲葉遺跡 1次調査、枝松遺跡 3次調査、釜ノロ遺跡 7次調査で採

取された 5試料には、いずれも透明のバブル型火山ガラスが多く合まれている。火山ガラス

の色調および形態から、この火山ガラスは約2.1-2.2万年前に南九州の姶良カルデラから噴

出した姶良Tn火山灰 〔AT町田。新井 1976〕 に由来するものと考えられる。火山ガラス

が多く合まれることから、特にle味四反地遺跡、桑原西稲葉遺跡 1次調査、枝松遺跡 3次調

査、釜ノロ遺跡 7次調査11層の 4試料はおそらくATの純層と考えてよいと思われる。また、

釜ノロ遺跡 7次調査13層 は、後述の大隅降下軽石層に対比される可能性がある。いずれの試

料でも認められた黒雲母は、基盤岩からの混入物である可能性が示唆される。ただし斜方源

石や角閃石については、直接マグマに由来する「本質物質」かも知れない。

5。 おわりに

さて、テフラが 1次堆積か否か、また純層か否かの最終的な判断には、野外での観察結果

が重要な資料となる。たとえばATについては、南九州においてのATの直下にATに先行

して噴出した大隅降下軽石 〔Kobayashi et al.1983〕 の存在が知られている。この大隅降下

軽石の噴火は非常に大規模で、その噴火で噴出したテフラは93附にも達する。この量は、こ

れまで知られている日本列島における軽石噴火 (プ リエー式噴火)の中で、支笏第 1軽石 (Spfa―

1)に次いで 2番 目の規模である〔Hayakawa, 1985〕。大隅降下軽石層と入り戸火砕流に伴

うATと の間には、数ヶ月以下のごく短期間の時間間隙が存在すると考えられている (た と

えば、荒牧 1983)。 しかし、両者の間に土壌などは認められず、時間↓旨標として考えた場合、

この時間間隙はほとんど考慮しないでもよいものと思われる。
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松山市桑原地区におけるテフラ分析調査

大隅降下軽石の層厚は、姶良カルデラから約60km離れた宮崎市付近でも50cln程度あり、300

kmほ ど離れた松山市付近でも肉眼で確認できる可能性が大きい。さらに四国地方から中国地

方にかけての全域で、このテフラがATの下位に認められる可能性も考えられる。このテフ

ラがATの下位に存在する場合には、大隅降下軽石およびその上位のATが撹舌L作用を受け

ていないと判断できる。これらの条件が整って初めて、 1次堆積のテラフの純層と認めるこ

とができるのである。以上のことから、試料採取に先だって野外調査を行い、層序や層相に

ついて丁寧に記載しておく必要がある。
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第12章 石手川水系に於ける旧石器文化
重松 佳久

1.は じめに

石手川水系に於ける旧石器文化の研究は、現在皆無に等しく流域としての全体把握すら意

味を持たない状況にあるかもしれない。

しかしながら、石手川水系は、幾枚かの洪積世河岸段丘をもち松山平野を貫1荒する主河川

流域であることからも、文化層の存在は、全く否定されうるべきものではなく洪積台地端部、

埋没段丘等に残る旧石器文化の痕跡の確認作業をあらゆる手段を用い進めて行くことに問題

解決の方向性が内在されるものと考える。

瀬戸内の旧石器文化研究は、喜田貞吉によって国府遺跡の砂礫層下から検出されるとした

大型粗石器論争によって始まり、岩宿遺跡発見以後の日本列島各地での旧石器時代遺跡の発

見とあいまって、全国的風潮の中での鎌木・高橋両氏による石器群の編年的確立がなされた。

〔鎌木・高橋 1965〕 しかしながら、以後の調査面積の拡大とともに遺跡群の構造的理解の段

階に至っては、内在される矛盾が松藤氏らの二上山山麓遺跡辞の精力的は調査によって示唆

されるに至り、量的保証を持つ原産地遺跡と周辺追跡群の理解等をはじめ遺跡相互の構造的

研究へと展開されつつある。

このような瀬戸内の旧石器文化研究の動向の中で、当地の旧石器文化研究は散発的資料紹

介の域にあり、当時の社会的背景を考える上でも遺跡分布を流域として再考すべき状況にあ

るといっても過言ではない。あえて絶対的費料の希薄さの中で、平井氏の論功をかりて考察

を加えてみたい。

2.石手川水系における旧石器時代遺跡分布

現在、確認されている旧石器時代遺跡は、山地域から沖積低地に至る流域の高位・中位・

低位の河岸段丘沿いに検出されている(表 67比 こうした遺物群の検出例は、後世の遺構 。遺
物群中にわずかに混在するといった認識で処理されている状況にあり、遺跡群としての問題

意識には至っていない。しかしながら、現在詳細に資料整備を行うに至っていない状況では

あるが、石手川水系左岸の小野サIIと の接点において旧石器時代遺跡群の安定した集中をみる

ことができる。

このように集中する遺跡の成立過程を復元すると形式的時間差を持つと考えられる遺物も

含まれてはいるが、これらの集中は、単に検出例のみに起因するものではなくこの地域が、

安定的な遺跡立地の環境にあつたものと推定される。このような松山平野に於ける旧石器時

代遺跡群の集中を仮に水系を軸とした人間集団の行動の起点的立地としてとらえ、同水系上

流域に位置する山間部の惣部遺跡に見られる遺跡立地を季節移動に伴う移動的拠点もしくは、
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石手川水域に於ける旧石器時代

捕獲遺跡として位置づけることも可能と考えられる。

また、同一遺跡において形式的・時間的差異をもつ遺物群の検出は、当遺跡の立地環境が

時間を越えて、当時の水系、低地を背景とした人間行動の何等かの拠点として活用されたも

のと考える。

あえて詳細な遺跡・遺物群の検討の中で、処理されるべき内容を立地論のみで、提起する

ことに、大きな問題を内在することになりつつも、こうした集団の把握と空間的生活間の設

定は、遺跡立地環境に因るところが大きく先駆的には、稲田〔稲田孝司1990〕 、大泰司 (大泰

司紀之1990〕 の旧石器文化研究者らによって取り組まれ石材原産地と消費地関係等、集団の

規模、定着度、分散移動の頻度、季節性などさまざまな問題提起がなされており、今後、早

急に当地域における旧石器文化研究の視点として詳細な資料の蓄積と資料整備を踏まえ取り

組まなければならない問題と考える。

まとめ

前述したように当地域の旧石器文化の把握は、現在の考古資料では、その社会を復元する

事は困難な状況にあり、その方向性として考古学的資料群の実証が、量的な保証を得ていな

い現在、当地域に於ける地質・地理を踏まえた第四紀研究に大きな成果を見いだす事ができ

る。

現在、わが国の主要な沖積扇状地の形成時期は、沖積世 (完新世)ではなく最終水河期の

最盛期または、それに至る低温期であったことが明らかになりつつあり〔井関弘太郎1988〕 、

また第四紀末期における日本の扇状地礫層の堆積期をおおまかに堆積頻度により概観すると約

20,000年前、約9,000年前、約3,000年前の 3期 (斉藤1988)に大きく分かれることが指摘さ

んている。こうした第四紀末期の沖積平野 。沖積層の形成期における自然乗境の把握は、当

地域の遺跡環境を類推するうえで欠くことのできない研究作業であり、まさに平井氏の「松

山平野、 石手川扇状地の地形と沖積層。追記」〔平井幸弘1990〕 は、当地域における旧石器時

代の自然環境のあり方を示唆する作業そのものと考えられる。さらに氏の広域テフラに対す

る視点は、安定した層位を持たないと考えられていた当地域の旧石器文化研究に、層位学的・

形式学的同時性 の比較検討の可能性を導き出しているものと考えられ、今後、扇状地地形に

おける基本層序、構味遺肋、檸味四反地遺跡、桑原西稲葉遺跡、枝松遺跡 3次調査地、釜ノ

ロ遺跡 7次調査地 〔高尾・真木1990〕 に見られるAT火山灰検出等の多角的なデーターの蓄

積が期待されるものである。

また、本稿の執筆にあたり小笠原善治氏 (松山市立埋蔵文化財センター)の御協力を項き

記して感謝の意としたい。
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第136図 石手川扇状地及び周辺の地形分類図と遺跡立地
〔海津(1982)を一部改変〕

。表67 石手川水系旧石器時代遺跡一覧

遺  跡  名 所  在  地 標  高 出 土 連
逗 物

| 丸山遺跡 松山市祝谷町六丁目 90´-120rn ?細石核、細石刃、掻器、台形様石器、制片。ま∬片届

2 釜ノロ遺跡 松山市小坂四丁目 28m ナイフ形石器、有舌失頭器

3 天山天王ヶ森 松山市天山町 30m ナイフ形石器

4 東山鳶ケ森 松山市東石井町東山 43 rn ナイフ形石器 (国府形)

5 五郎兵衛遺脚 松山市平井町 73rn ナイフ形石器、他

6 祝谷六丁場遺跡 松山市祝谷六丁目 60rn 石核、他

7 伊台惣部遺跡 松山市下伊台町 140 rn ナイフ形石器

8 博味四反地遺動 松山市樟味四丁目 39.5rn AT火山灰
9 筋違 F遺跡 松山市福音寺 30m ナイフ形石器 (国府形)

筋違H遺跡 松山市福音寺 30m ナイフ形石器 (縦長争1片素材によるナイフ形石器)
II 久米高畑遺跡5次 松山市南久米町・来住町 35rn 細石器

経石山古墳 松山市桑原四丁目 40m 細石器
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第13章 桑原地区の成果と課題

昭和63年～平成元年度の 2ヶ 年間、松山市桑原地区内では8ヶ 所の発掘調査が実施され、

主として弥生時代～古墳時代の集落関連遺構を多数確認するに至った。

旧石器 ～縄文時代

本書掲載の 8遺跡の調査中、 4地点においてAT火山灰を確認することができた 〔第11章

早田勉〕。いずれの事例も、AT火山灰を包合する土層は、AT火山灰以外に砂粒や一部シル

トを含んでいる。検出資料は 2次堆積の可能性が極めて高いものである。火山灰層の上・下層

には考古遺物が包合される朝テtはなく、AT火山灰層が桑原地区に堆積した年代を確定する
に至らなかった。ただし、桑原地区内におけるAT火山灰の堆積には、石手川が大きく作用
していることは確かであり、石手川上流域にAT火山灰の 1次堆積層と確認できる可能性は

高いと考えられる。

石手川中・下流域における旧石器遺物の出土は、現時点において希薄なれど、AT火山灰
の確認事例は全く無視することはできず、石手川上流域の調査が充実すれば、良好な資料が

確認されるものと考える 〔第12章 重松佳久〕。
弥生時代

前期 構味立添遺跡、博味四反地遺跡の東方50～ 100mには前期前半の集落関連遺構が確認
された偉味遺跡がある。博味立添遺跡からは 1点ではあるが、構味遺跡出土品よりやや時期

が下がる前期後半の遺物が出土した。構味遺跡の集落が継続していたことを示す資料である。

また、博味立添追跡、桑原田中遺跡より小片であるが各 1点、縄文時代晩期末 (～弥生時代

前期前葉か)の凸帯文系の深鉢片が出上した。これは、桑原地区の遺物としては最古 (旧石

器文化遺物を除く)の ものであり、同地区の集落経営の出現と構味遺跡の集落系譜を示すも

のとして注目される。

中期 前葉～中葉の遺構は未検出である。遺物は、本書では未掲載となったが樟味高木遺
跡より頸部に多重凸帯を施す壷形土器小片が 1点出上している。周辺地に、中葉の遺物・遺

構があるものと思われる。後葉になると、時期比定される遺構はないが、遺物の出土事例は

分布・量ともやや増加し、桑原地区全域に散見される。この地域の中でも、構味地域周辺は

その分布が濃く、集落経営が行われていたことが想定可能な場所である。

後期 後葉以降の好資料が樟味立添遺跡 SX2、 桑原田中遺跡 SKlで得られた。いずれ
も、一括性の高い遺物でありかつ日常レベルの祭万E行為が知れる資料である。特に、桑原田

中遺跡 SKlは、遺構平面は円形で、断面形が有段、基底部に小さな凹みがあり、貯蔵穴な
いし井戸の可能性がある。遺物は、一括投棄であり下層に主形土器が、上層に高JTh形土器が

検出される傾向にあり、識認された投棄行為が充分に考えられたq平野内の類似例は、祝谷
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桑原地区の成果と課題

アイリ遺跡 S K15(後期前半)があげられる。

れ枝松遺跡 3次調査地では、貼り付けにより構築された高床部をもつ竪穴式住居址が検出さ

前た。同建築枝法は、松山大学構内遺跡 SB3(後期前半)、 文京遺跡 7次調査 SB7(後 期

半)で確認されており、同構築技法認定の追加 (認)資料となるものである。

終末～古墳初頭 構味立添遺跡 S B13は、松山平野でも数少ない一括資料を確認した竪穴

式住居址となった。桑原地区では、これまでに南部の桑原高井遺跡、桑原稲棄遺跡、束本遺

跡、枝松遺跡で集落址が確認されている。今回の檸味立添遺跡での事例は、桑原地区内にお

いて幾つかの小単位集落が存在することを示唆するものである。

小結 桑原地区の弥生時代は、今回までの調査において、北部域では前期～中期の集落が

存在することが、南部では後期後半以降に集落が充実することが明かとなった。

ただし、桑原地内では住居址は検出されるが、墳墓が未検出であり、今後の調査の留意点

と研究の課題を提示するものとなった。

古墳時代

前期 樟味立添遺跡 SB4出土品は、器種構成・器形が知れる遺物であり、土器編年に使

用可能な好資料である。松山平野では、この期の資料は宮前川遺跡、若草町遺跡に確認事例

はあるものの上器様相が明確でなく、本資料は平野の上器研究にとって貴重な資料といえる。

中期 博味立添遺跡、檸味高木遺跡で竪穴式住居址と土墳を確認した。同地点においては、

5世紀～ 6世紀前半にかけて継続的に集落経営が行われていたことが裏付けられた。現在松

山平野における須恵器の導入時期と土器様相 (器種構成・器形等)は明らかでない。両追跡

の調査では土師器に限りその様相が一部ではあるが明らかとなったものと考えている。今後

の同資料の充実を期待するものである。

後期 桑原田中遺跡、構味立添追跡を中心に、集落関連の遺構・遺物が確認された。桑原

地区内には、前方後円墳である三島神社古墳、経石山古墳、群集墳である東野、畑寺の古墳

群が存在する。これ年の古墳と生活l■ との関係については今回触れなかったが、生活址の資料

が充実すると、一地域における集落構造が明らかにできる地域であり、今後の継続的な調査、

研究は大いに注目されるものであるといえる。

小結 桑原地区での集落経営が充実していたことを裏付ける資料が得られたことは、北の

道後城北地区、南の来住・久米地区の集落動態を考える上で重要な意味をもつと考える。こ

の他、地域における前方後円墳と集落 (生活址)の関係が知れる遺跡でもあると考える。

以上、昭和63年～平成元年の 2ヶ 年にわたる桑原地区における埋蔵文化財調査の報告を行

った。今回の調査により、弥生～古墳時代の集落址が広域に展開されていることが明らかと

なった。道後城北地区、来住 。久米地区同様、注意を要する遺跡地域であるといえよう。
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